















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




　皆みなさんこんにちは、丹藤武敏たんどう・たけとしです。

　本書は、テーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、アリアンロッド・リプレイ・〝レジェンド〟シリーズの第二巻かんであります。

『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド①　貧びん乏ぼう姉妹の挑ちよう戦せん』は、わたくしが執しつ筆ぴつした初の文庫リプレイでしたが、うれしいことに皆さんから応おう援えんをいただきまして、こうして二巻かんをお届とどけすることができました。いやはや、ありがたいことです。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。このゲームでは、司会進行役であるＧＭ（ゲームマスター）を中心として、それぞれ一体のキャラクターを担たん当とうするプレイヤー数人が集まり、会話をしながら物語を進めていく遊びです。

　そして、そのプレイ風景を文章化したものをリプレイと呼よびます。これを読めば、ＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを味わい、楽しむことができるようになっています。




　この『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』シリーズは、ファンタジー世界エリンディルを舞ぶ台たいに、〝貧乏姉妹〟ことフレアとセレネのコロローナ姉妹が、莫ばく大だいな借金を返すために奮ふん闘とうするというリプレイとなっています。

　第一巻『貧乏姉妹の挑戦』は、これまでのリプレイのファンにどのように受け入れられるか正直不安もありましたが、こうして続ぞく編へんを出せる運びと相成りました。

　まずは、ほっとひと安心といったところです。




　しかし、二巻の次は三巻、三巻の次は四巻と、続けていきたくなるのが人情というもの。

　この借金返へん済さいリプレイ、行けるとこまで行ってみたいと思います。

　いや、先の展てん開かいはまだ全然決まっていなかったりしますが。

　でも、何とかなるんではないかと双ふた子ごの活かつ躍やくを読み返していますとそんな気になります。

　さて『貧乏姉妹の憂ゆう鬱うつ』は引き続き〝水の都〟クラン＝ベルにあるモンスターコロシアムでのお話が中心となりますが、島ひとつを競技場としたダンジョンも用意しました。前ぜん巻かんと同じくコロローナ姉妹は借金返済のために戦うわけですが、もちろんひと筋すじ縄なわではいきません。はてさて、無事切きり抜ぬけることができるのか？




　是ぜ非ひ、ページをめくって確たしかめてみてください───。







前回までのあらすじ




　伝説の冒ぼう険けん者しやとして知られる〝クラン＝ベルの風雲児〟の双子の娘むすめ、フレアとセレネのコロローナ姉妹。父は事業に成功し、彼かの女じよたちもセレブとして蝶ちようよ花はなよと育てられてきた。

　しかし、その父が大きな取引の途と中ちゆうで行方ゆくえ不明となり、彼女たちは一〇〇万Ｇゴールドもの莫ばく大だいな借金を背せ負おわされてしまう。ふたりは、家いえ屋や敷しきそして訓練用に飼かわれているモンスターたちのため、番頭のドル、自称〝夢と希望を広める天使〟ユーノスとともにギルド〝コロローナ商会〟を結成し、モンスターコロシアムで行なわれる試合で賞金を稼かせぐことになった。

　そんな彼女たちが所しよ属ぞくするのは、コロシアムでもいわくつきの団だん体たいとして知られるＦリーグ。うさんくさい興こう行ぎよう主ぬしのサントスがマッチメイクするのは、ひと癖くせもふた癖もある対戦相手たちや、さまざまな趣しゆ向こうを凝こらした試合だった。

　それでも、チャンピオンからの助言やファンの少年の応援を受けて勝利を重ねていく。

　しかし、まだまだ借金は減へらない。そのうえ、ふたりをライバル視しするお嬢じようさまのカタリーナのいやがらせは続き、神官マティアスも過か酷こくに借金を取り立てる。行方不明の父からもまだ連れん絡らくがない。

　果たして、コロローナ商会は莫大な借金を返済できるのだろうか？
















ＰＲＥＰＬＡＹ




　八月某ぼう日じつ、『リプレイ・レジェンド』第一巻かん発売からほどなくの頃───。

　というわけで、私わたしは基き本ほんルールブックと各種サプリメント、そして『スキルガイド』の打ち出しを抱かかえ、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの会議室にお邪じや魔ましていた。第二巻収録準備のためである。

　第一巻発売の直後、『エリンディル・レジェンドガイド』が発売された。

　そして、この日は『スキルガイド』が入にゆう稿こう直前であった。

　新しいデータ、強いデータが目の前にあるのだ。

　───さっそく使ってみたい。

　たいへん都合のいいことに、私はリプレイ執筆者だった。




丹たん藤どう：えー、こんにちはー。

妹尾せのお：こんにちはー。お待ちしておりました。




　ここで、妹尾さんについて説明しなければなるまい。




妹尾絵美せのお・えみ

　富士見書房の編へん集しゆう者しや。

　ある打ち合わせに参加した鈴吹太郎すずふき・たろうが、これは逸いつ材ざいと本書のプレイヤーに抜ばつ擢てきした。第一巻で、『アリアンロッド』を初めて遊んだばかりの初心者。〝天然ツッコミ〟という、天然ボケのように見えて鋭するどいツッコミをさりげなく入れるという希有な属ぞく性せいの持ち主。

　本書では、貧びん乏ぼう姉妹の姉、フレア・コロローナを演えんじる。




　続いて、私も自己紹介させていただく。




丹藤武敏たんどう・たけとし

　今回のＧＭ担当にしてこのリプレイの執しつ筆ぴつ者しや。現げん在ざいはＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社に所しよ属ぞく。特とく技ぎはシナリオ執筆。現在、書き続けたシナリオは一五〇本を超こえた。




丹藤：本日は二巻収録に備そなえ、キャラクターの成長を行なうためにやってまいりました。

妹尾：えっと、前回の成長点で２レベルから３レベルに成長するんですよね？

丹藤：ええ、そうです。

妹尾：よーし、頑張って強くなりますよ。

丹藤：せっかくだから、新しいデータを使いましょう。

妹尾：は？　新しいデータというと？

丹藤：ここに『スキルガイド』という、まだ打ち出しの状態のサプリメントがあります。




アリアンロッドＲＰＧ　スキルガイド（富士見書房刊）

『アリアンロッドＲＰＧ』のスキルを網羅し、再調整をして掲載したサプリメント。




妹尾：もう本になる直前ですね。

丹藤：さっそく導入して〝リビルド〟をしましょう。

妹尾：リビルドと言いますと？

丹藤：簡単に説明しますと、キャラクターを作り直すルールです。ほら、新しくなったスキルによっては、バランスも変わっちゃうでしょう？　もっと強くなる方法が見つかったり。

妹尾：「これがあるならこっちに選べばよかった」みたいなこと、ありますもんね。

ＧＭ：そうですそうです。この『スキルガイド』には、そんな想いをかなえてくれるルールが載っているのです。提てい示じされている方法はふたつあります。




■リビルドについて

　リビルドとは、ＰＣの再さい作さく成せいを行なうことである。『スキルガイド』では、次のリビルドのルールが紹しよう介かいされている。




▼スキルの振ふり替かえ

　リビルドの際さいに、スキルのみを振り替え直す方法。振り替かえる先は、必ず同じクラスのものでなくてはならない。この方法では、クラスチェンジや能のう力りよく値ちの上じよう昇しようは行なえず、リビルド前のままとなる。

▼成長からのやり直し

　レベル１からリビルド以前のキャラクターレベルまで、ＰＣの作成、成長をやり直す。能力値の上昇やクラスチェンジなども行なえる。




　どちらも、最初のメインクラス、ライフパス、種族、所持金やアイテムを変へん更こうすることはできないという制せい限げんがある。




丹藤：今回は、成長からのやり直しを採用しましょう。

妹尾：なるほど。最初から作り直すんですね。

丹藤：そうなりますね。今回は、ライフパス、種族、所持金、アイテム、の変更なしのレギュレーションで、フレアを１レベルから３レベルまで成長させてください。

妹尾：わかりましたー。




　リビルドの結果、フレアがどのように成長したかは、のちのページで報ほう告こくしよう。

　なお、他のプレイヤーにも同様のレギュレーションでリビルドしてもらっている。




妹尾：……こんな感じでしょうか。

丹藤：さて、妹尾さん。

妹尾：はい、なんでしょう？

丹藤：今回から『エリンディル・レジェンドガイド』を使ってみようと思います。

妹尾：おお～！




アリアンロッドＲＰＧサプリメント　エリンディル・レジェンドガイド（富士見書房刊）

『アリアンロッドＲＰＧ』の舞台、エリンディル大陸に伝わる伝説と、それにまつわるレジェンドデータを掲載したサプリメント。ＰＣはそのデータを使い、伝説の剣や英雄の末裔になったりすることができる。




妹尾：伝説がいっぱい載ってる本ですよね。

丹藤：エリンディルの伝説に関わるデータをＰＣが持つことができるというサプリメントです。ＰＣが伝説の剣を持ったりできます。そうそう、伝説の必ひつ殺さつ技わざもあります。

妹尾：伝説の必殺技!?

丹藤：おっ、反はん応のうしましたね？（笑）

妹尾：だって必殺技ですよ、必殺技。使ってみたいです！

丹藤：（『レジェンドガイド』を開いて）じゃあ、この辺の必殺技なんてどうですかね？

妹尾：……ふむふむ。あっ、ユーノスみたいなそこそこ美形のキャラがいますよ！




　妹尾さんが目を留とめたページは、妖よう精せい騎き士しの伝説を紹介したページである。そこには、無ぶ精しよう髭ひげを生やした眼鏡めがねの騎士のイラストが載っていた。




丹藤：美形としてはそこそこですが……エリンディルでも伝説級の剣けん士しですよ？

妹尾：はー、そうなんですか。

丹藤：この人の弟子に教えを受けると、《水すい波は斬ざん》という必殺技が使えるようになります。

妹尾：わかりました！　私、この人の弟子になって、必殺技を使いたいです！

丹藤：なるほど、アロンダイトの弟子に……。

[image: ]




　風雲児の娘が、伝説の剣士の弟子となって必殺技を使う。

　物語が面白くなるパーツが、かちゃんとはまった気がした───。




妹尾：何か問題がありました？

丹藤：いやいや、おかげで、いいシナリオが組めそうですよ。

妹尾：そうですか。ならよかったです。

丹藤：では、本日はこの辺で。当日はよろしくお願いします。

妹尾：はい、こちらこそよろしくお願いします。




＊　　　＊　　　＊




　それから数日後のＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室──。

　第三話収しゆう録ろくのため、妹尾さんのほか前回のセッションに参加したプレイヤーが集まった。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』（いずれもエンターブレイン刊かん）のデザイナー。また『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズの執しつ筆ぴつも手がける。

　本リプレイでは、ドル・ジャマダルを演えんじる。




田中信二たなか・しんじ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員としてＤＴＰからライティングまで幅はば広ひろく活かつ躍やくしている。二〇一〇年一月には『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』を上梓する予定。

　通称〝かわいそうな田中〟、略りやくして〝かわたな〟。

　本リプレイでは、ユーノス・ローリングスターを演じる。




藤井忍ふじい・しのぶ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の仕事を引き受けてもらっている女じよ性せいゲームライター。

　多くのリプレイに出しゆつ演えんし、最近発売された『アルシャードガイアＲＰＧ　リプレイ　君といるセカイ』（エンターブレイン刊）ではＧＭを務つとめ、リプレイ執筆も行なっている。

　本リプレイでは、フレアの双ふた子ごの妹、セレネ・コロローナを演じる。




丹藤（以下ＧＭ）：それではよろしくお願いしまーす！

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：第三話から『スキルガイド』と『レジェンドガイド』を導どう入にゆうします。というわけで、皆みなさんには同じレギュレーションでキャラクターのリビルドしてもらいました。

妹尾：はい、丹藤さんにフォローしてもらいつつ、リビルドしましたー。

藤井：私も、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の皆さんにサポートしてもらってリビルドしました。

鈴吹：俺とかわたなも終わらせている。

妹尾：レジェンドデータは、今回から使えるんですか？

ＧＭ：いえ、今回はまだ使わないんですよ。

妹尾：あっ、そうなんですか。

ＧＭ：妹尾さんと藤井さんに選んでもらったのは、そのレジェンドデータをシナリオに組み込んでみようと思ったからでして。今回の第三話では、レジェンドデータを取得するきっかけを演出をするまでとなります。

藤井：シナリオ中に、わたしたちが伝説に出会うところまでで終わりってことですね。

妹尾：ああ、フレアがそこそこ美形のお兄さんに出会って、《水波斬》はこう使うんじゃーって、教えてもらうところまでなんですね。

ＧＭ：そういうことになります。レジェンドデータは、導入する場合ＰＣ全員が持つことが推奨されてます。なので、社長と田中さんは次までには決めておいてください。

鈴吹：わかった。データを吟ぎん味みして決めておく。

かわたな：しかし、『レジェンドガイド』を読んでいると、いろいろ伝説を思いつきますよね。

ＧＭ：なら、今のうちにバシバシ思いついたことを言っておくとよいです。

妹尾：へー、それはどうしてまた？

ＧＭ：セッション前に思いついた妄もう想そうを先に十分言わせておくと、満足しちゃってセッション中はおとなしくなるのです。このことを我々は「泥どろを吐はかせる」と言っています（笑）。

藤井：ああ、川魚を真水につけたりするのと一いつ緒しよですね（笑）。

かわたな：もしくはアサリの砂すな抜ぬきみたいな。

妹尾：なるほどー。そう言われると、社長の顔がアサリに見えてきましたー。

一同：アサリに!?（大だい爆ばく笑しよう）

鈴吹：俺おれもいろんなキャラクターを演じてきたが……アサリと言われたのは初めてだ（笑）。

妹尾：見えませんか？　アサリに。




　さすがに見えません（笑）。




ＧＭ：それでは、今回予告を読みます。




●今回予告

　今度はマティアスから一〇万Ｇの借金を返すことを要求されたコロローナ商会。

　この多た額がくの借金を一気に返すため、Ｆリーグで開かい催さいされるサバイバルダンジョン大会に出場することになった。

　ひとつの島を使った巨きよ大だいなダンジョンに、多数のギルドが挑いどむ。

　その中で、コロローナ商会は勝ち残ることができるのか？




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

　第三話「はじめてのダンジョン」

　冒ぼう険けんの舞台がキミを待つ！




ＧＭ：……というお話でございます。

妹尾：島でサバイバル……燃もえる！

藤井：みんなで島に行くというと……殺人事じ件けんは起きないんですか？（笑）

ＧＭ：たしかにミステリーの定番ですが（笑）。

鈴吹：次の定期便が来るまで、我われ々われはこの島から脱だつ出しゆつできないってシチュエーションで。

ＧＭ：……そうなると、双子が超ちよう怪あやしいのも定番ですよ（笑）。

鈴吹：双子の片かた方ほうは割わりと早くに死なないとな。

妹尾：やめて～（笑）。

かわたな：でも、ミステリーというより風雲たけし城じようとかが浮うかんでくる今回予告だなぁ。

ＧＭ：実は、とても近いと思います（笑）。

妹尾：えっ、そっち!?（笑）

藤井：サバイバルダンジョンですもんね。

かわたな：しかし、そうなると困った問題に直面します。

妹尾：それは一体？

かわたな：ダンジョンだと、シーフの真しん価かが問われてしまうではありませんか。

妹尾：えっ、でもユーノスはシーフですよね？

かわたな：はっはっは。実はユーノスはシーフとしては大したことがありません（笑）。

鈴吹：自分で言うなよ！（笑）。

藤井：リビルドして強くなったんじゃないんですか？

かわたな：シーフとしてはそんなには（笑）。

妹尾：私は結構強くなってるのに。

藤井：お互いにリビルドの結果が気になります。

ＧＭ：では、こんなところで成長申告にいってみましょう。




▼フレア・ココローナ（３レベル）の場合

妹尾（以下フレア）：まずライフパスの出自が変わりました。

藤井：ライフパス、変わったんですか？

ＧＭ：地ち域いきクラスは、［特とく殊しゆな一族］を取らなくてもよくなったのです。




　グラディエーターは、ライフパスの出自を［特殊な一族］にしなければならなかった。

　しかし、『スキルガイド』でクラスの再調整が行なわれ、その必要がなくなったのである。

　リビルドでは通常ライフパスの変更はできないが、この場合は新たに選び直してもよい。




フレア：出自を［特殊な一族］から［特別な血けつ統とう］に変え［不思議な技］という特とく徴ちようを取りました。これで、自分のサポートクラス以外のスキルを追加で取ってます。

ＧＭ：［特別な血統］の説明ですが「あなたの家系には何やらいわくがある。その証拠にあなたは特別な技が使えるのだ」ということです。

藤井：セレネはお父さんの血を引いて［英えい雄ゆうの子］を取ったから。フレアはきっと、お母さんの血を強く引いていたりするんですね。

フレア：サムライのスキル《レイジ》を取ったから、お母さんはサムライだったことに（笑）。

鈴吹：《レイジ》を取ったのか！　それはいい。でかいダメージを期待できる。




《レイジ》

　武器攻撃のダメージに、自分が受けているダメージを上乗せするサムライのクラススキル。

　１シナリオにＳＬ回使用できる。




かわたな：急に、双子のお母さんが気になってきましたよ（笑）。

フレア：《ターゲットオン》とか《シールドスラム》とかは外しました。メジャーアクションで観客にアピールしてダメージを増ふやす《ファイトアピール》を３レベル、《バッシュ》を２レベルにして、《フューリィブラッド》を取りました。




《ファイトアピール》

　メジャーアクションで観客にアピールし、ダメージにＳＬ（スキルレベル）×５点追加するグラディエーターのクラススキル。




《フューリィブラッド》

　ダメージを受けた時に使用し、攻撃のダメージを上げるグラディエーターのクラススキル。




フレア：あと、装そう備びなんですが金庫番のドルさんに相談です！

鈴吹：じゃあ、ドルのプレイヤーとして答えます。何を買うんですか？

フレア：まず、右手に風霊の剣。これで射しや程ていが５メートル延のびます。あと軽くて強い軽銀の盾たて、そして碧みどり星ぼしのカチューシャが欲しいのです。このカチューシャ、【ＭＰ】回復するから。

鈴吹：結局、合計はいくらに？

フレア：しめて……六九三〇Ｇです！

鈴吹：なんですとー!?　前回稼いだのが八九四〇Ｇだから……残りが二〇一〇Ｇに。

フレア：（不安そうに）……ダメ？　ドルさんダメ!?

鈴吹：血のにじむ思いで貯めた金があっという間に～、とドルが滂ぼう沱だの涙なみだを流すノリだ（笑）。

フレア：一巻に出てきたディアス武ぶ器き防ぼう具ぐ店てんにあいさつに行ったら、「まあ、すてき[image: ][image: ]」と、その場の勢いきおいで買って帰ってきちゃったんです（笑）。

ＧＭ：衝しよう動どう買がいってやつですね（笑）。

鈴吹：フレアの衝動買いを、ドルは頭を抱えながらも認みとめると言うことで（笑）。

フレア：ドルさんありがとう～。

かわたな：こっちも特に買う装備はないので、フレアを強くする方向で行きましょう。

セレネ：わたしも、異存ないです。

フレア：あと、レジェンドデータの《水波斬》を取る予定となっています。

ＧＭ：わかりました。次の方どうぞ。
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▼セレネ・コロローナ（３レベル）の場合

藤井（以下セレネ）：わたしもリビルドしました。といっても、お姉ちゃんほどは変わらなかったのですが。

ＧＭ：とりあえず、変わったところは？

セレネ：前は《ホーリーウェポン》だったところを《ヘイスト》に変えました。お姉ちゃんがリビルドして攻撃力が上がったと聞いたから、先手取った方がいいと思って。




《ヘイスト》

　対象の【行動値】を上昇させるアコライトのクラススキル。




ＧＭ：フレアのサポートを考えてのことですね。

フレア：わたし頑張るよ、セレネちゃん！

セレネ：あとは、《プロテクション》と《サモン・リヴァイアサン》のレベルを伸のばして、スキルレベルが３レベルずつになってます。

フレア：おおー！　３レベルって、やっぱり結けつ構こう変わりますよね。

セレネ：それと、装備が少し変わりました。

鈴吹：セレネは衝動買いをしないと信じたい（笑）。

セレネ：大丈夫です（笑）。フレイルからメイジスタッフに切きり替かえたくらいです。これで魔ま術じゆつ判はん定ていがプラス１と、ちょっとよくなりました。

かわたな：攻こう撃げき魔ま法ほうを当てに来ましたね。

セレネ：前回、なかなか当たらなかったので。でも、アコライトっぽくないかな？

ＧＭ：そんなことはないと思いますよ。

セレネ：あとお姉ちゃん。盾を変えたのなら、ラウンドシールドをお古でもらっていい？

フレア：いいよ～。わたしのラウンドシールドをセレネちゃんに渡わたします。お古第二弾だんですね、そういえば、前も同じようなことがあった気が。

鈴吹：そもそも、今のバックラーがそうだから（笑）。

フレア：そうだ、装備を変えて使わなくなったものは、どうなるんですか？

ＧＭ：半はん額がくで下取りに出せますよ。

フレア：じゃあ、このブロードソードを下取りに出します。

セレネ：わたしも、ラウンドシールドをもらったから、バックラーを下取りしてもらおう。

ＧＭ：しめて一四五Ｇ。今、ディアス武器防具店に行くと「セレネとフレアが使った武器と防具」と銘打って飾かざられてるんでしょうね、サイン付きで（笑）。

セレネ：サイン！　ちょっとは有名になってきた感じですね。

フレア：そういえば、セレネちゃんもレジェンドデータ選んだんだよね？

セレネ：わたしが選んだのは、〝パリスの剣けん〟です。

フレア：〝パリスの剣〟というのは？

ＧＭ：ライン同どう盟めいを守った、〝パリスの剣〟という大きなギルドに所属していた、もしくはその流れを組むギルドであるという設せつ定ていになります。

フレア：そのバッジ、お父さんが持っていたのかな？

鈴吹：〝クラン＝ベルの風雲児〟は、パリスの剣にも所属していたに違ちがいない（笑）。

かわたな：本当に何でもやってますな、風雲児。

セレネ：実じつ際さいどうなのかは、まだプレイヤーもわかっていません。でも、能力は便利です。

フレア：どんな能力なんですか？

セレネ：好きなときに、１レベルのギルドスキルが使えます。

かわたな：おお、それは便利じゃないですか。

セレネ：その代わり、五〇〇Ｇを消費します。

フレア：五〇〇Ｇ？　お金がいるんですか！

セレネ：うん、ちょっと。

鈴吹：すっかりお金の消費が気になるように（笑）。

かわたな：たくましく育ってますからね。

ＧＭ：次は、ユーノスの成長報告に行ってみましょう。
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▼ユーノス・ローリングスター（３レベル）の場合

かわたな（以下ユーノス）：はい、ユーノス・ローリングスターの成長報告で～す♪

フレア：なんで歌いながら（笑）。

ユーノス：ウォウウォウォ～……まあいいや（笑）。変わったところは、［滅ほろびた民族の血］で取得するスキルをダンサーの《エンカレッジ》にしました。これで、パーティ内の誰だれかを行動させることができます。

鈴吹：今までは何を取ってたんだ？

ユーノス：今までは《ファイトソング》をこの枠で取っていました。しかし、せっかく他のクラスのスキルを取得できるんなら、そうしようと思いまして。

ＧＭ：攻撃力が上がったフレアを行動させた方がいいという判断ですね。

ユーノス：ええ、そして《エチュード》が３レベルに到とう達たつしました。

鈴吹：リビルドして人生設せつ計けいをやり直したんだな（一同笑）。

ユーノス：いつまでも夢ゆめばかりは見ていられない。

フレア：天使が現実を見た!?（笑）

ＧＭ：取ったスキルからすると、本ほん格かく的てきなレッスンを始めて、より大きな夢を見始めたという感じではありますが（笑）。

ユーノス：ボクはこんなところです。
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▼ドル・ジャマダル（３レベル）の場合

鈴吹（以下ドル）：実は、リビルドしても全然変わらなかった。

ユーノス：魔法のスキルを伸のばすだけですからね。

ドル：そのとおり。成長は《アースシェイカー》と《ランドフィッシャー》のレベルを伸ばしただけ。それに、買い物もなし。

ＧＭ：というか、これしかないって感じの成長ですね。

ドル：最初のコンセプトが間ま違ちがっていなかったことの証しよう明めいじゃな。

ＧＭ：そういえば『スキルガイド』で《アースシェイカー》が〈地〉属性の魔術で与えるダメージに（ＳＬ）Ｄ追加するものから、ＳＬ×４点追加に変わりましたね。

ドル：《アースシェイカー》は４レベル、つまり16点追加じゃ。

ＧＭ：なるほど。「固こ定てい値ちは裏うら切ぎらない」と（笑）。

フレア：なんです、それ？

ＧＭ：ダイス目が悪い人たちが自分に言う、励はげましの言葉です（笑）。

ドル：固定値よりも、本当はダイスをいっぱい振りたかったが。

フレア：ドルさんはいっぱいダイスを振っていた気がします。

ドル：今度は固定値の男になったのです。

ＧＭ：では、ギルドスキルに移りましょう。

[image: ]




●ギルドスキル

ＧＭ：ギルドのレベルは２レベルに成長しています。新しいギルドスキルを取得できますよ。

ドル：やはり、《祝福》でしょう。フレアお嬢さまが《レイジ》をはじめ、【ＭＰ】を多く使うスキルを取りましたからな。




《祝福》

　いつでも【ＭＰ】を全ぜん快かいするギルドスキル。




フレア：燃ねん費ぴの悪い子になってしまいました（笑）。

ユーノス：フレアさんはリビルドでかなり変わってますからね。

フレア：前は、【ＭＰ】あまり使わなかったんですけどねー。

セレネ：いざというときは〝パリスの剣〟で補うことも。

ＧＭ：その代わり五〇〇Ｇを失うという。

フレア：わたしたちには、身を切るようなレジェンドデータですね（笑）。

ドル：というわけで、ギルドスキルは《祝福》《蘇そ生せい》《目利き》を持っていくことに決定。

ユーノス：このギルドスキルなら安心ですね。

ＧＭ：では、この辺でオープニングに移りましょうか。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆サバイバルダンジョン大会




　前回、何とか無事に借金を返へん済さいしたコロローナ商会。

　しかし、それでも返せた借金は一部だけ。

　館やかたにはふたたびマティアスがやってきて、借金の返済を迫せまるのだった。




ＧＭ：というわけで、前回一巻かんのラストからの続きです。皆さん、全員登場してください。

フレア：たしか、前回は感動的に終わったと思ったんですが（笑）。

セレネ：感動的ではあったけど、借金の現げん実じつは消えないんだよ、お姉ちゃん（笑）。

ＧＭ：はい、そういうことです。

ドル：じゃあ、マティアスが館にやってきて借金返済の催さい促そくをしていると。

ＧＭ：そうです。昼下がり、マティアスが部下を引き連れてやってきます。

セレネ：やっぱり来るんだ（笑）。

ＧＭ：「先日の活かつ躍やくは見事だったよ、コロローナ商会の諸しよ君くん。これなら思ったよりも早く借金を返せそうではないかね。んん？」

セレネ：うわぁ……。

ユーノス：さっそく返済を迫せまってきましたか。

セレネ：現げん在ざい手元にいくら残っているんですか？

ドル：もう二〇〇〇Ｇちょっとしか残っちょりません。

ユーノス：フレアさんががっつり新しん装そう備びを買いましたからねー。

フレア：よさそうなものを見つけたので、つい買っちゃったんです（笑）。

セレネ：お姉ちゃんは、金きん銭せん感覚がちょっと違ちがう。

ＧＭ：「ほう、よい装備を揃そろえているではないか」

ドル：こ、これは賞金を稼かせぐための必要経けい費ひであって……。

ＧＭ：「なら、前より稼いでくれるというわけだ。いや、結けつ構こう結構」

セレネ：もう、何を言っても駄だ目めかもしれない（笑）。

ＧＭ：「というわけで、期日までに一〇万Ｇをきっちり払はらってもらいたい」

セレネ：一〇万Ｇ!?　と驚おどろくのが、前回のエンディングでしたね。

フレア：そうだった、そうだった。

ＧＭ：ええ、その後Ｆリーグの支し配はい人にんであるサントスのところに相談に行く展てん開かいです。ともかく、マティアスは「それでは期日までによろしく頼たのむよ」と言うと行ってしまいます。

フレア：どうしよう、またお金がないよ。

ドル：ともかく、サントスのところへ向かおう。

ユーノス：他に稼げそうな当てもありませんもんね。




　というわけで、コロローナ商会一行はサントスの屋や敷しきへと向かうのだった。

　サントスの屋敷は、相変わらず金ピカの調度品がところ狭しと並んでいた。




ＧＭ：というわけで、皆みなさんサントスの屋敷にやってきました。サントスは、高級そうな壺つぼを鼻歌まじりで磨みがきながら応おうじますよ。「おや、皆さん。どうなさいましたか？」

ドル：その壺は、幾いくらぐらいするんじゃろう？

ＧＭ：せっかくだから、アイテム鑑かん定ていしてみます？

ドル：やめておこう。高いとわかったら、それはそれでみじめになる。

ＧＭ：「それで、今日はいったいどんなご用ようで？」

セレネ：一〇万Ｇを稼げるようないい試合はありませんか？

ユーノス：単刀直入ですね～（笑）。

フレア：一〇万Ｇ！　一〇万Ｇ！　とにかく必要なんです！

ＧＭ：「一〇万Ｇの賞金がほしいのですか。なら、ちょうどよかった」

フレア：ちょうどよかった？

ＧＭ：「今回、サバイバルダンジョン大会を開くことになったのです」

フレア＆セレネ：サバイバルダンジョン大会？

ＧＭ：その優ゆう勝しよう賞金が、ちょうど一〇万Ｇ。

フレア：優勝賞金一〇万Ｇ！　優勝すれば……。

セレネ：借金が返せる！

フレア：いつあるんですかっ！　今月？

ＧＭ：今月ですね。優勝すれば期日までには間に合います。「一いち応おう、三位までの入賞者にも賞金は出ますがね」

フレア：おお～、素す晴ばらしい！

セレネ：くわしく話を聞かせてください。

ＧＭ：すると、サントスは話を続けます。「どのギルドがもっとも速くダンジョンを突破できるのかを競きそい合う競技ですよ」

ドル：ダンジョンというのは？

ＧＭ：「ネルス川を下った先のトワド内海に、選手訓練用の島を所有しておりましてね」

ドル：島ひとつ!?　Ｆリーグ、どんだけでかいんじゃ。

ＧＭ：「はっはっはっ、それなりに稼かせがせて貰もらってますからねえ」

セレネ：悪あく徳とく商人みたいだ（笑）。

ドル：見たいというか、そのものですな（笑）。

ＧＭ：サントスは、ヒゲをピーンとやりながら「あなた方が稼げば稼ぐほど、Ｆリーグも大きくなるんですよ。で、この島にはダンジョン施し設せつと野外訓練施設がありまして。さらに、闘とう技ぎ場じようもあります」と説明します。

セレネ：ものすごい規模ですね。

ＧＭ：「この訓練施設を巡めぐり、闘技場に待ち受ける難なん関かんを突とつ破ぱし、ゴールに一番速く着いたチームが優勝となります」

セレネ：何となく、やることはわかりました。

ＧＭ：「ああ、それとダンジョンで出てきたドロップ品や見つけた宝たからは、そのまま選手のものにして構かまいません」

フレア：なるほど！

ユーノス：本当にシーフとしての真しん価かが問われそうで、ピンチだ。

ドル：おい。ここはシーフとしての見せ場がきたと、嘘うそでも言うところだろう（笑）。

ＧＭ：「そして優勝賞金は一〇万Ｇですが、二位には五万Ｇ、三位には三万Ｇの賞金が出ることになっています」

ユーノス：つまり、ドロップ品や宝箱によっては、優勝しなくても一〇万Ｇを稼げる可か能のう性せいはあるということですか？

ＧＭ：そのとおりです。

ドル：気になるんだが、参加ギルド同士での戦せん闘とうとか、あったりするのかのう？

ＧＭ：「基き本ほん、戦闘は禁きん止しですが、解かい禁きんされる区間もありますよ」

ドル：やっぱり、敵てきギルドとの対戦はあるのか。

セレネ：普ふ通つうだったら一〇万Ｇって稼げる金きん額がくじゃないし、出場するしかないですよね。

ＧＭ：それを見み越こしてサントスが「で、出ます？」と聞いてきますが。

フレア：普通に面おも白しろそうなんですけど！　ちょっとその企き画かくにノリノリです！

ドル：フレアお嬢さま、これは遊びでありませんぞ！

フレア：でも、ダンジョンなら幼い頃から慣れ親しんでますよ。

セレネ：まあ、おうちの中もダンジョンみたいなものだから（笑）。

フレア：そうそう。やろうよセレネちゃん！

ＧＭ：「ちょうど、あと一チームの枠わくが決まらなかったのですよ。これはなんともよい話」と、サントスも喜んでいます。

ドル：しかし、コロローナ商会のシーフはダンジョン向きではない（笑）。

ユーノス：お見み捨すてなきよう。ボクは、おふたりの伝記作家としてですね……シーフじゃねえのかよってツッコミはおいといて（一同爆ばく笑しよう）。

セレネ：そこまで自信がないんですか？

ドル：そんなことしてるから、シーフの腕うでがにぶるんだろ（笑）。

セレネ：大丈夫、いざというときは漢おとこ探たん知ちをすればよいのです。

ユーノス：セ、セレネさんの過か酷こくな要求が……（笑）。

フレア：あの、漢探知というのは？

ＧＭ：ああ、これはゲーマー同士で通じる一種の俗ぞく語ごでして。




漢探知

　トラップを調べる手しゆ段だんがないとき、みずからの身を探知機として突つっ込こむという探知方法。

　大変漢おとこらしい判はん定てい方法ゆえに、このように呼よばれるのだ。




ＧＭ：───というようなものです。

フレア：おおー、そういうやり方があるんですね！

ユーノス：……わかりました、この白い羽根を血に染そめても前に進めて見せましょう（笑）。

ドル：うむ、それだ！

ユーノス：……前から思っていたんですが、ドルさんはボクが居いなくなった方がいいと思っていませんか？

ドル：何を言う！　お前がお嬢さまたちに変なことを吹ふき込こんだからだろう！（一同爆笑）

ユーノス：そんな！　でも借金返済に協力してるじゃないですか！

ドル：まあ、それは否定しないが。

セレネ：ところで、どんがギルドが参加するんですか？

ドル：どうせ、またヘンな連中だと思うが。

ＧＭ：するとサントスが答えます。「前回あなた方が対戦したギルドは全部参加しますよ」

フレア：えっ、じゃあＳＬＡＳＨスラツシユとか、ゴージャスサンズとか？

セレネ：それに、デッドマンズもいたよね。

ドル：あの連中、またでてくるのか（笑）。

ＧＭ：「それと、チャンピオンのクラッシュエンジェルズも参加が決定しています」

フレア：あっ、お姉さまたちだ！

ユーノス：ライオとネルのコンビ。フレアさんたちにもアドバイスをくれたチームですね。

ＧＭ：「さらに、あと三チームが決定しています」

フレア：その三チームとは？

ＧＭ：「まず、エルクレストブレインズ。エルクレスト・カレッジのトップエリートたちを集めた頭ず脳のう派は軍ぐん団だんです」




エルクレスト・カレッジ

〝賢けん者じやの街〟エルクレストにある学問、精せい霊れい魔ま術じゆつ、錬れん金きん術じゆつの教育を目的とした全ぜん寮りよう制せい大学。エリンディルでも有数の名門校である。




ドル：頭脳派軍団か。何をしてくるのかのう？

フレア：わたしは、詰つめ襟えりでメガネかけたのがいっぱいいるってのを思おもい浮うかべたんですが。

ＧＭ：まあ、全員メガネなのはたしかです。

フレア：おお、メガネーっ！

ユーノス：メガネ好きなんですか、フレアさん？

フレア：あっ、いえ。プレイヤーの反はん応のうです（笑）。

ユーノス：つまり、妹尾さんはメガネ好き。

ＧＭ：「そして、ケモノ耳軍団ワイルドイヤー」

セレネ：今度はケモノ耳ですか（笑）。

ＧＭ：「さらに、ヴァンスター帝てい国こく領りようのフィンジアス島から招まねいたヴァイキングのギルド、クールフィッシャーマンズ」

ユーノス：クールフィッシャーマンズ……彼かれらはヴァイキングなのか漁りよう師しなのか？（笑）

ドル：きっと、ヴァイキング兼けん漁師なのだろう。しかし、相変わらずバラエティに富とんでおるな、Ｆリーグに参加するギルドは。

セレネ：でも、わたしたちも、そのひとつなわけで（笑）。

フレア：クラッシュエンジェルズのお姉さまたちだけは色物じゃないですよ！

ドル：……それは自分が色物だと言ってるようなものですぞ、お嬢じようさま（笑）。

フレア：実際、色物ですよね？（一同爆笑）

セレネ：うん、間違いないと思う（笑）。

ドル：ああ、わしは悲しい！　自分を色物あつかいとは。

ユーノス：しかし、実際に実じつ力りよく派はのチャンピオンが一位を持っていくでしょうね。

セレネ：そ、それはそうかも。

フレア：でも、直ちよく接せつバトルじゃなくて早く着いた者勝ちなら……。

ドル：そう、もしかしたら勝てるかもしれん。

ＧＭ：そんなあなたたちの様子を見ながら「どうです？　参加しますか」とサントスはサバイバルダンジョン大会への出場を承しよう諾だくする契けい約やく書しよを差し出しますよ。

フレア：（プレイヤーの顔を見ながら）じゃあ、サインしちゃいますよ？

セレネ：もうサインするしか。

フレア：……サインしちゃいます！

ＧＭ：サントスはサインを確かく認にんすると「では、大会当日を楽しみにしてますよ。さっそく大会宣伝用のポスターを手配しましょう」きっと、すぐ街中に宣せん伝でんされるでしょう。

フレア：おお～、何か燃もえてきたね、セレネちゃん！

セレネ：頑がん張ばらなきゃいけないね、お姉ちゃん。

ドル：もっと堅けん実じつな道はないかのう……と考えつつ。

フレア：でも、島を使ったサバイバルなんて、楽しそうじゃないですか！

ユーノス：キャンプファイアーとかそういう臨りん海かい学校的なノリがありますよね。

ＧＭ：ああ、島にはビーチもありますよ。

ユーノス：ビーチが？　すると水着の用意がいりますね。

フレア：わーい、水着だー。セレネちゃん、あとで一緒に水着を買いに行こ。

セレネ：うん。お姉ちゃんがこれだけ喜んでいるんなら、もうなんでもいいや（笑）。

ＧＭ：グラディエーターのフレアは水着着ていても防ぼう御ぎよ力りよく高いですからね。どきっ、グラディエーターだらけの水着大会なんつって（一同爆笑）。

フレア：なんですかそれ！（笑）

ＧＭ：いえ、昔そんな番組があったなと。

ドル：このＧＭ、ネタが少し古い（笑）。

ＧＭ：では、シーンはそんなところで終しゆう了りようです。次はマスターシーンとなります。







◆Opening 02◆静かな朝食




　小鳥がさえずり、穏おだやかな朝の訪おとずれを告げる。

　真っ白なテーブルクロスのうえに、豪ごう華かな食器類が並ならんでいる。

　そして、軽やかな音楽が奏かなでられる。大だい富ふ豪ごうの優ゆう雅がな朝食の光景……かに見えた。




ＧＭ：それではマスターシーン。どこか豪ごう勢せいな屋敷で、ひとりの男だん性せいが朝食を取ってます。こう、長いテーブルにひとりで腰こし掛かけ、流れてくる音楽を聴ききながら。

セレネ：優ゆう美びな感じですね～。

ＧＭ：そう、大変優美な雰囲気です。そして、運ばれてくるのは……。

フレア：ほう、優美な朝食なんですね？

ＧＭ：はい、優美に鉄板の上でジュージュー焼かれているフルポンドステーキ！

フレア：……ゆ、優美？

ユーノス：全然優美じゃないから！（一同爆笑）

フレア：フルポンドだから、つまり……。

ドル：一ポンドは、約四五〇グラムじゃ（笑）。

セレネ：それを朝から!?

ＧＭ：ええ、朝からです。

フレア：朝から、四五〇グラムのお肉を!?（笑）

ドル：もたれる、それは確実に胃にもたれる！

ＧＭ：で、朝からステーキをわしわし食っているのは、両端がピーンとなったカイゼル髭ひげを生やし、髪かみの毛けも貴き族ぞく風にくるくるっと巻まいている中年の男性です。

フレア：巻毛ですか。そういえば、カタリーナちゃんも縦ロールでしたよね？

ユーノス：ああ、フレアさんとセレネさんに嫌がらせにくるお嬢さま。

セレネ：そうそう、特技が〝上手いことを言う〟の、縦ロールのお嬢さま（笑）。

ＧＭ：そこに「パパ、パパ～！」と、ちょうどお話に出たカタリーナが甘あまえてきます。

フレア：あーっ！（爆笑）

ドル：まさかのカタリーナパパ登場！（笑）

フレア：巻き毛げ遺い伝でんが（笑）。

ドル：しかし、カタリーナのパパは、朝から優雅な音楽を聴ききながら、フルポンドステーキをたいらげるようなヤツなのか（笑）。

フレア：もう、上品なんだか下品なんだかさっぱりですよ（笑）。

セレネ：……ど、どこから突つっ込こめばいいのか（笑）。

ドル：ともかく、エネルギッシュなことはよくわかった（笑）。

ＧＭ：そんなエネルギッシュなパパに甘えているカタリーナが「ねえ、パパ～。パパが持ってるあれ、わたくしに貸かしてくださらない？」なんて言ってきます。

フレア：……あれ？　何だろう？

セレネ：きっと、ろくなことじゃないよお姉ちゃん。

ＧＭ：カタリーナパパは「あれか……しかし、まだあれはテストを終えていないんだよ？　それに、一体何に使うんだい？」と言うと、カタリーナは「もうっ、娘むすめのお願いを聞いてくださらないの？　パパはわたくしが可愛かわいくないんですのね」なんて拗すねて見せます。

フレア：拗ねちゃった（笑）。

ＧＭ：パパは途と端たんに「待ちなさい！　何も貸さないとは言ってないだろう？」と（笑）。

ユーノス：カタリーナパパ、娘に相当甘あまいようですね。

セレネ：また、何かやってくるんだろうなぁ。

ＧＭ：で、お願いを聞いてもらったカタリーナが満足げに去っていくのを見守りながら、パパは果物を手に取ってぎゅーっと素す手でで絞しぼったジュースを飲み干します。

フレア：何故なぜ、こんなに力強いんだろう（笑）。

ドル：ハードなビジネスマンは昼食を抜ぬくことがあるので朝食をしっかりと取るのです。

ユーノス：営えい業ぎようを腕わん力りよくでこなしてそうですね、カタリーナパパ（笑）。

ＧＭ：と、カタリーナがなんか悪だくみしているところでシーンを終わります。







◆Opening 03◆幼おさなき日の記き憶おく




　それはまだ、双ふた子ごたちが幼き頃ころの記憶。

　セレネとフレアは、〝風雲児〟と呼ばれる父親に見守られながら過すごしていた。

　そう、莫ばく大だいな借金のことなど、少しも心配することもなく……。




ＧＭ：今度は、セレネの幼い頃の回想シーンになります。

ユーノス：じゃあセピア色の音楽が流れ……。

ドル：まだあの頃ころは幸せだった、みたいな。

フレア：お父さんの顔は、やっぱり逆ぎやつ光こうで見えないんですか？（笑）

ＧＭ：はい、顔は見えません。
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セレネ：きっと、お父さんの顔はシリーズ終了までわからないんだ（笑）。

フレア：じゃあ、幼いわたしは、モンスターと一いつ緒しよに遊んでるんです。

一同：モンスターと!?

ＧＭ：えー、ではモンスターと戯たわむれるフレアを見守りながら、お父さんは傍かたわらにセレネを抱だいて、頭をなでなでします。

セレネ：なでられた。嬉うれしい（笑）。

ＧＭ：「どうやら母さんの頑がん丈じような血ち筋すじは、フレアの方に行ってしまったようだ」（笑）

フレア：お母さん、ライフパスを変更したせいでサムライみたいですしね（笑）。

ユーノス：《レイジ》が欲しかったばっかりに（笑）。

ドル：強い身体はフレアに、強い心はセレネに、ということだろう。

ＧＭ：「お前たちふたり揃えば、きっと父さんより立りつ派ぱな冒ぼう険けん者しやになれるさ」

セレネ：お父さんより立派に？

ＧＭ：「ああ。しかし、ふたりが力を合わせても。どうにもならない時がくるかもしれない。そんなときは、このバッジを使うといい」と、剣けんの形をしたバッジを見せてくれます。

セレネ：バッジ？　レジェンドデータの〝パリスの剣〟ですね？

ＧＭ：そうです。「このバッジは、本当に困こまったことが起こって、本気で立ち向かう決心がついたときだけ使うんだよ？　いいかい、お父さんとの約束だ」

セレネ：うん、セレネとお父さんの約束だね。

ＧＭ：「今は忘わすれていてもいい。でも、いつか必要になったら思い出してくれ」

セレネ：わかったよ、お父さん。

ＧＭ：そうすると、お父さんはそのバッジを自分の肖しよう像ぞう画が──まあ、肖像画も顔見えないんですが──その裏うらに隠かくすと、人差し指を立てて「秘ひ密みつだよ」っていうサインを出します。

セレネ：わたしも真似して、しーっとやります。秘密だよー。

ＧＭ：そして回想シーンは終わり、現在セレネはお父さんの肖像の前にいる、と。

ドル：しかし、違うのは差さし押おさえの札があること（笑）。

セレネ：ああ、せつない……。いずれ、ちゃんと剥はがします。お父さん。

ユーノス：その借金も、お父さんが行方不明になったからですが。

セレネ：……一〇〇万Ｇの借金。本当に困ったことが起きて、お姉ちゃんと一緒にいるために頑がん張ばろうと思う。だから、使わせてもらうね、お父さん。というわけで、肖像画の裏にお父さんが隠かくした〝パリスの剣〟のバッジを手に取ります。

フレア：じゃあ、そこでセレネちゃんに声をかけます。どうしたの、セレネちゃん？

セレネ：うん、お父さんのこと、思い出していたんだよお姉ちゃん。

フレア：お父さんは帰ってくるよ。セレネちゃんが落おち込こんでいたと思って励はげまします。

セレネ：うん、きっと帰ってくるよね。……お姉ちゃんは落ち込んでると勘かん違ちがいしているようだけど、わたしは励まされると嬉しいので、このまま黙だまっています。

ドル：うるわしい姉妹愛ですのう。

ＧＭ：というわけで、セレネは〝パリスの剣〟を手に入れました。このセッションではまだ使えませんが、次のシナリオから使えるようになります。

セレネ：はい、わかりました。

ＧＭ：では、シーン終了です。







◆Opening 04◆ワリを食う




　そして、サバイバルダンジョン大会の開かい催さいとコロローナ商会の参戦が決まった。クラン＝ベルの町中にポスターが貼られ、盛もり上あがりを見せてる。

　大会への出場に向けて準じゆん備びするコロローナ商会を訪たずねる者があった。




ＧＭ：さて、サバイバルダンジョン大会の出場が決定し、町でも話題になってきた頃、館を訪ねてくる者があります。ピンポンピンポンピンポーンと。全員登場してください。

フレア：あの鳴らし方はカタリーナちゃん！

セレネ：鳴らし方でわかるんだ（笑）。

フレア：うん、だってお友達だし。

ドル：友達だからと言って、普通呼び鈴の鳴らし方では判別できません（笑）。

ユーノス：それ以前に、カタリーナを友達だと認識しているフレアさんに驚きです。

フレア：ともかく出で迎むかえます。はーい、どなたかしらー？

ＧＭ：「はぁ～い、わたくしでしてよ」やっぱり、カタリーナでした（笑）。

フレア：カタリーナちゃん、いらっしゃーい。どうぞどうぞ、何にもないところだけど。

ＧＭ：「うふふ、ほんとねー」なんて言いながら。

セレネ：くっ……！　たしかに何もないけどさー（笑）。

ユーノス：しかし、そこでばしっ！　とトラップが発動。

ＧＭ：では、床からしゅぱーん！　と槍が飛び出て、カタリーナの顔をかすめる（笑）。

ドル：何もなくても、ふたりを鍛えるために旦那さまが残したトラップはある。

ＧＭ：間かん一いつ髪ぱつかわしたカタリーナが、顔を引きつらせ「……あ、あるじゃない」

フレア：これぐらい、あるうちに入らないよ？（一同爆笑）

ＧＭ：「そ、壮そう絶ぜつね……」カタリーナ、たらっと冷ひや汗あせを流します。

フレア：さ、座すわって座って。

ＧＭ：そんなことがあったから、キョロキョロしながら「だ、大だい丈じよう夫ぶですわよね？　椅い子すとかに座っても、トラップは発動しませんよね？」と警けい戒かいしながら椅子に座ります（笑）。

フレア：それでカタリーナちゃん。今日はどういったご用なの？

ＧＭ：では、カタリーナは気を取り直して「そうそう、聞きましたわよ。あなたたち、サバイバルダンジョン大会に出場なさるんですって？」と話を切り出します。

フレア：うん、出ることになったのよ。

ＧＭ：「あの大会、わたくしの実家、カタルヘナ商会も協きよう賛さんしていますの」

フレア：そうなんだ。

セレネ：へ～。……顔は平然としていますが、内心悪い予感がします。

ＧＭ：「ええ、あなたたちのために、パパに面白い物を用意してもらいましたのよ」

セレネ：マスターシーンで言っていた、あれのことだ。

ＧＭ：「だから、楽しみにしていらしてね」

フレア：楽しみにするよ、カタリーナちゃん！　セレネちゃん、楽しみが増えたよ！

セレネ：このポジティブさはすごい（一同笑）。

フレア：今までお父さんと行った場所は、修しゆ行ぎようで滝たき壺つぼに放ほうり込こまれたり吹雪ふぶきの日の雪山に放り出されたりだったから、今回島に行くのは楽しみなんです！

ＧＭ：「あなたたち……もしかして、今が一番幸せなんじゃ？」（一同爆笑）

セレネ：今も昔も幸せだよ、カタリーナちゃん！

ＧＭ：「あ……うん、そうそう。今日は、あなたがたにお土産を持ってきましたわ」

セレネ：お土産？　また何か持ってきたか？（笑）

フレア：わーい、嬉しいなー。

ＧＭ：カタリーナが包みを開けると、薄うすいクッキーみたいなお菓か子しが入っています。

セレネ：何か、判定が必要な食物だったりしませんよね？　ドキドキ。

ＧＭ：あ、見た目は美味おいしそうに見えます。

フレア：じゃあ、わたしは何の判定もしないまま食べちゃいます。いただきま～す。

ＧＭ：このお菓子、薄いのでパリパリと割われる食感が楽しい感じです。

フレア：おお、パリパリ。

ＧＭ：「たくさん食べてね～」と、セレネにも勧すすめてきますよ。

セレネ：あなたもどうぞ。

ＧＭ：「あら、わたくしは結構ですわ」

セレネ：あやしい、警戒しよう。

フレア：カタリーナちゃんは一緒に食べないの？

ＧＭ：「だってほら、これはあなたがたのために持ってきたものだから」

フレア：そうなの？

ＧＭ：「このお菓子、今度ウチで売り出すものなんだけど……商品名を〝ワリ〟って言うの」

フレア：……ワリ？

ＧＭ：「ええ、ワリ。ワリ好きでしょ？　だからたくさんワリを食いなさい」

フレア：……ん？

セレネ：ああ、〝割わりを食う〟！（一同笑）




割を食う

　割の合わない目に遭あう。損そんな結果を得る。損をする。不利になる。

　例：「正直者は割を食う」




ドル：く、くだらん！　実にくだらん！

セレネ：本当にうまいことを言うのが好きなお嬢さまだ（笑）。

ユーノス：嫌いや味みなんだか面白いこと言ってるんだか、よくわかりませんね。

ドル：金と暇ひまがありあまってることだけはわかった（笑）。

フレア：きっと、わたしはそんなネタにも気づかず、パカパカ食べちゃってるんです。

ＧＭ：「ほほほほほ、どんどんお食べなさい。ワリ、おいしいでしょう？」

セレネ：気づいたわたしは、お姉ちゃんの後ろでギギギギ……と怒いかりのオーラを（笑）。

ＧＭ：「フレアさんは、これからもいっぱ～いワリを食うのよ～」

フレア：うん、ワリ美味しいね！（一同爆笑）

ドル：喜んで食ってはいかんでしょう!!（爆笑）

フレア：え～、美味しいのに。パリパリ。




　喜んでワリを食う少女、フレア。




ユーノス：全然動じない。さすがです（笑）。

セレネ：お姉ちゃんいい！　お姉ちゃんはそれでいいのです！

ＧＭ：「……フレアさんも気に入ってくれたようだし、ダンジョン大会でもたくさんワリを食わせてあげますわよ。お～っほほほ！」と、カタリーナは高笑いをします。

フレア：本当！　わたし、楽しみにしてるよ！

ＧＭ：カタリーナは去っていきます。「遠回しすぎて効きかなかったわ」と呟き（爆笑）。

フレア：いまいちな結果に（笑）。

セレネ：お姉ちゃんに、この程てい度どで勝てると思ってはいけない（笑）。

ドル：ちなみにワリは特に何もない、ただのお菓子なのか？

ＧＭ：何もないです。ただのネーミングですよ。

ユーノス：もしかして、伏線とか？

ＧＭ：あるわけないでしょう、そんなの!!

ドル：言い切るなよ!!（笑）

ユーノス：駄だ洒落じやれっぽい嫌みのためだけにお菓子を開発させるカタリーナはすごい。

フレア：なんか、遠回しにすごく愛されてる気がします（笑）。

ドル：それ以前に、ただの駄洒落のためにシーンを用意したＧＭに驚きじゃ（笑）。

ＧＭ：といったところで、シーン終了です。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆サバイバルダンジョン大会開会式




　そしてサバイバルダンジョン大会当日──。

　Ｆリーグの大イベントをその目で見ようと、モンスターコロシアムには大おお勢ぜいの観客が詰めかけている。彼らは、参加全八チームの入場を今や遅しと待っていた。




ＧＭ：ではミドルフェイズです。大会当日、クラン＝ベルのモンスターコロシアムは大おお賑にぎわいです。パパーン、パパーンと空に花火が上がってお祭りのようです。

フレア：テンション上がりますね～。

セレネ：サバイバルダンジョン大会って島でやるんですよね？

ＧＭ：はい、競きよう技ぎ場じようは島ですが、お客さんが観戦するのはこのコロシアムとなります。コロシアムの中央に、巨きよ大だいな錬れん金きん術じゆつテレビで中ちゆう継けいするパブリックビューイング形式ですね。

セレネ：おお～！

フレア：すごいすごい！　大がかりですよ。

ユーノス：なるほど。ダンジョンの様子を観客が覗のぞきに行くわけにはいきませんからね。

ＧＭ：すると、コロシアムの真ん中に小さなピクシーが出てきます。

フレア：ピクシー？

ＧＭ：羽根のついた小さい妖よう精せいです。観客席からはほとんど見えないのですが、巨大練金術テレビにアップで映うつされます。そのピクシーですが、マイクを持って肩かたから〝実況〟と書かれた板を画板みたいに吊つっています。移動用実況席ということで、そのまま羽で飛行できます。

フレア：かわいいー（笑）。

セレネ：もしかして、このピクシーが実況中継係なんですか？

ＧＭ：はい、そうです。ピクシーは「クラン＝ベルの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま！　いよいよ待ちに待った、サバイバルダンジョン大会の開かい催さいであります！」と、大会の始まりを告げます。

一同：わー！　パチパチパチパチ！

ＧＭ：で、さっきのピクシーですが「あ、申もうし遅おくれました。わたくし、今回のサバイバルダンジョン大会を実況解かい説せついたします、実況妖精のフィルタと申します。よろしくお願いいたします」と自じ己こ紹しよう介かいをしています。

ドル：もしかして、こいつがついてくるのか？

ＧＭ：ええ、同じような実況妖精が合計八匹ぴきいて、同時八元中継が可か能のうです。

ドル：フィルチとかフィルツとかフィルトとか同じのがたくさんいるんじゃな。

セレネ：同時八元中継って、すごい大がかりですよね。

フレア：エリンディル大陸中に中継されていても、おかしくないですよね（笑）。

ＧＭ：かも知れませんね。

ユーノス：そして、コロローナ姉妹に集まる視し線せんの数々。

フレア：あっ、注目されているんですね。全国デビューのチャンスだよ、セレネちゃん（笑）。

ユーノス：しかし、その中には殺気を含ふくんだものが！

フレア＆セレネ：殺気!?

ドル：ああ、そうか。カタリーナか。

ユーノス：きっと、ＶＩＰ席にいますよね？

ＧＭ：いますね。パパと一いつ緒しよに並ならんでいますよ。

フレア：じゃあ、そっちに手を振ふります。カタリーナちゃん、ワリありがとー！

ＧＭ：えー、では手を振るフレアを見てカタリーナは悔しがるわけです「なんてこと！　ワリを食わせたのに喜ばれるなんて！」と（笑）。

セレネ：お姉ちゃんに遠回しな嫌いや味みは効きかない（笑）。

ＧＭ：すると、大会委員長のサントスが壇だん上じように登り「Ｆリーグ・サバイバルダンジョン大会の開催をここに宣せん言げんいたします」と挨あい拶さつをします。

フレア：うんうん。

ＧＭ：「それでは、全参加選手入場です！」とフィルタが言うと、早速テーマ曲が流れて、クラッシュエンジェルズのライオとネルが会場に入場してきます。

一同：おお～っ！

ＧＭ：「まず先頭はチャンピオン、クラッシュエンジェルズであります！　ライオとネル、その風ふう格かくはまさに王者そのもの！」

ドル：で、入場した後ちゃんと一曲披ひ露ろうして（笑）。

ユーノス：美しく戦い美しく勝利する、そんなテーマ曲でしょう。

ＧＭ：「続いて美少女アイドル系ギルド、ＳＬＡＳＨスラツシユの登場です！　もちろん、テーマ曲は〝ジェノサイドラブ〟！　ファンのハートを皆みな殺ごろしでございます！」

ドル：ファンのハートを皆殺し!?

ユーノス：殺しちゃダメでしょう!?　ファンなんだし。

ＧＭ：「俺おれのハートも殺してくれー！」という声援が上がります（笑）。

フレア：殺してくれコールが!?（爆笑）

ユーノス：それでも彼女たちに需要があるのがすごい。

ＧＭ：さらに続いて、ホッケーマスクのような仮か面めんを被かぶった三人組が入場します。

ユーノス：デッドマンズですね。この前戦った、全員死し刑けい囚しゆうという設せつ定ていの。

ＧＭ：そうです。「続いて入場するのは、保ほ釈しやく金きんを稼かせぐためにコロシアムで戦うという噂うわさの三人組、デッドマンズだー！」

フレア：おー、彼かれらも参戦するんですね。

セレネ：きっと、Ｆリーグオールスターみたいなイベントなんだよお姉ちゃん。

ＧＭ：今度は赤絨じゆう毯たんがぱぁーっと敷しかれ、女じよ性せいたちが花びらを撒まく！

フレア：わっー！　また来たーっ！

ＧＭ：「お金持ちの子息のみで結成されたゴージャスサンズも登場しました！　また金の力を見せつけてくれるのでありましょうか!?」

セレネ：あっはっはっ（笑）。

ドル：だが侮あなどれん。ゴージャスサンズは前回の最後に、金よりも友ゆう情じようが大事だと目覚めたはず。今度はちょっとパワーアップしてるかもしれん（笑）。

ユーノス：ゴージャスサンズではなく、さらにパワーアップしたフレンドリー・ゴージャスサンズになっていると（笑）。

ＧＭ：〝Ｆ〟リーグだけにフレンドリー（笑）。まあ、パワーアップすると〝Ｆ〟がつくのは、日本の特とく撮さつやアニメの伝でん統とうといえますが。

フレア：なるほどー。ゴージャスサンズＦみたいに？

ユーノス：なんだか変身しそうですね、それだと（笑）。

ＧＭ：そして今度は、大たい漁りよう旗ばたを掲かかげたギルドが入場してきます。

一同：大漁旗!?（爆笑）

ドル：いきなり渋しぶいのう（笑）。

ＧＭ：荒あら海うみで鍛きたえた肉体美を惜おしげもなく晒さらす屈強な四人の男たち。「俺たち、クールフィッシャーマンズ！」のかけ声とともに、ポーズを決めます。カキーン！（←ポーズの効果音）

フレア：クールフィッシャーマンズ!?　彼らが！

セレネ：たしか、全員ヴァイキングというギルドですよね？




ヴァイキング

　神聖ヴァンスター帝国のフィンジアス島近海に住む海の民を表わした地域クラス。

　船上や水場での戦や、魚を獲ったり調理したりも得意。




ＧＭ：「フィンジアス島からやって来た全員海の男のギルド！　板いた子ご一いち枚まい下は地じ獄ごくという環かん境きようで鍛えた度ど胸きようと腕うでっ節ぷしに期待です！」ちなみに大漁旗は《ギルドシンボル》です。

ドル：大漁旗、データあるのか（笑）。

フレア：《ギルドシンボル》というのは？

ドル：あの大漁旗は、実じつ際さいに攻こう撃げき力りよくを２Ｄほど追加するのです、フレアお嬢じようさま。




《ギルドシンボル》

　攻こう撃げき力が上がるギルドの証あかしを持つというギルドスキル。




フレア：それはすごい！　ほしいです、大漁旗。

ＧＭ：さて、まだまだ選手入場は続きます。「次にやってきたのは、エルクレスト・カレッジの成せい績せき優ゆう秀しゆう者しやで構こう成せいされたエルクレストブレインズ！　エリンディルきっての頭ず脳のう派はギルドは、どのような戦いを見せてくれるのでしょうか？」

フレア：クールフィッシャーマンズが肉体派なだけに、頭脳派は対照的ですねー。

ＧＭ：全員メガネと博はか士せ帽ぼうのギルドです。こっちも四人組ですね。フィルタが「それでは戦いに向けての意い気き込ごみを聞いてみましょう！」とギルドマスターにインタビューすると「最近のギルドは力押おしばかりです。我われ々われの、理り論ろん的てきなダンジョン攻こう略りやく術じゆつをお見せしましょう」と、メガネをくいっ、くいっと（笑）。

ドル：円えん周しゆう率りつを二〇〇桁けたまで言えます、とかそんな連中じゃな（笑）。

フレア：うわ～、地味～（笑）。

ＧＭ：そして、今度入場してくるのは全員ケモノ耳の美少女ギルド。

ユーノス：全員ヴァーナの、〝ワイルドイヤー〟というギルドですね。

ＧＭ：ウサミミ、ネコミミ、イヌミミの三人組が入場してきます。「続いてはワイルドイヤーだ！　その可愛かわいい外見に騙だまされてはいけません！　凶きよう暴ぼうな本ほん性しようを隠かくし持もっています！」

フレア：それぞれ、どんな感じなんですか？

ＧＭ：まず、リーダーはマスケット銃じゆうを構かまえた兎族アウリラの少女、ピョン・スティンガー！

一同：ピョン・スティンガー!?（爆笑）

ドル：ピョンまではよしとしよう。なんじゃスティンガーって（笑）。

ＧＭ：リングネームだと思ってください。それと、ふたつのナイフをチャキチャキ鳴らす猫族アウリクのニャン・スラッシャー。爪つめを手入れしてニヤニヤ笑う狼族アウリルのワン・クラッシャーです。

セレナ：ち、近ちか寄よりたくないなぁ……。

ＧＭ：彼女たちは「間ま抜ぬけ面づらの血ち袋ぶくろがいっぱいぴょん！」「地獄を見せてやるにゃん！」「生まれてきたことを後悔させてやるわん！」とか、それぞれ物ぶつ騒そうなことを口走ってますね。

セレネ：全員肉食系（笑）。

フレア：でもセレネちゃん、ウサミミの子がいたよ？（笑）

ユーノス：まあ、ウサミミでも肉を食うのでしょう。きっと。
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ＧＭ：そして、いよいよコロローナ商会の入場が！

フレア＆セレネ：おお～！

ＧＭ：「最後は風雲児の娘むすめ、フレアとセレネが率いるコロローナ商会の入場です！　現げん在ざい、人気急きゆう上じよう昇しよう中のこのギルドは、どんな戦いを見せてくれるのでしょうか？」

フレア：それでは元気よく入場します！

ＧＭ：観客の大きな歓声があなたたちを迎むかえます。そこにフィルタがやってきて「フレアさん、よろしければ意気込みを語っていただけますか？」とインタビューしてきます。

セレネ：お姉ちゃん、わたしたちの意気込みを答えようよ。

フレア：はい！　今日は南の島に行けると聞いて、ワクワクしてやって来ました！




　すっかりリゾート気分である。




ドル：それは意気込みではない！（笑）

セレネ：遊ぶ気は満々（笑）。

ＧＭ：え～、フィルタもぽかんとしております（笑）。

ユーノス：ある意味、すごい意気込みともいえますが（笑）。

フレア：水着も持参してきました～。

セレネ：花火もありま～す（笑）。

ドル：いかん、ふたりとも目的を見失っておる！

ＧＭ：「……コロローナ姉妹は楽観的です。余よ裕ゆうなのでしょうか？」と、苦しい解説を。

ドル：ともかく、これで全ギルドの入場も終わったか。

フレア：個こ性せい的てきな面々でした（笑）。

ドル：それでも一番個性的なのはわしらじゃろ（笑）。

ＧＭ：では、サバイバルダンジョン大会の会場となる島について簡かん単たんに説明しておきますね。

セレネ：はい。

ＧＭ：この島は、三つのブロックから構成されています。

フレア：ほうほう。

ＧＭ：最初に突とつ破ぱするのが室内ダンジョンブロック。いわゆる地下迷めい宮きゆうというヤツですね。

セレネ：ふむふむ。

ＧＭ：そして次に野外ブロック。こちらは島の自然を利用したサバイバルが基き本ほんとなります。野外ブロックは、森林エリアと湖こ畔はんエリアに分かれています。

ドル：なるほど。こっちはサバイバル技ぎ術じゆつの方が重要っぽいのう。

ＧＭ：最後は、モンスターコロシアムを模もした闘とう技ぎ場じようブロック。ここがゴールになります。

フレア：ダンジョン、野外、闘技場。何か三種混こん合ごう競きよう技ぎって感じですね。

ＧＭ：そうですね。というわけで、開会式ののち皆みなさんは船に乗って島に移い動どうとなります。




　開会式が終わると、参加ギルドは観客たちに見送られて船で会場となる島へ向かう。

　さて、島では一体何が待ち受けているのか？







◆Middle 02◆ルール説明




　サバイバルダンジョン大会に参加するギルドは、クラン＝ベルのコロシアムを後にする。

　各ギルドの選手たちは、サントスが用意した船で競技の場となる島まで移動する。

　島に着くまでの数日間、川下りを楽しむことになる。
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ＧＭ：では、皆さん船に乗って島へと移動中です。船は、クラン＝ベルに流れる川のひとつ、クラン川を下っている最中です。全員登場してください。

一同：はーい。

ドル：きっと、その間にインタビューとか受けるのじゃろう。

ユーノス：あとは、ウォームアップしていたり。

フレア：わたしはもうわくわくして水着に着き替がえていますよ。

セレネ：お姉ちゃん、気が早いよ～。とか言いつつ、水着姿ではしゃぐお姉ちゃんを見てにまにましてます（笑）。

ユーノス：セレネさんが幸せそうだ（笑）。

ＧＭ：そんな船旅を過ごしていると、各ギルドに甲板に集まるよう声がかけられます。サバイバルダンジョン大会のルールが説明されるようです。

ドルア：むっ、ついに来たか。

フレア：一体どんなルールなんでしょう？

ＧＭ：皆さんが他のギルドと一緒に甲板に集まりますと、実況妖精フィルタがルール解説を始めます。実際のダンジョン内の進行は、この進行ポイント管理表で管理します。よいしょっと（表を取り出す）。
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フレア：おお、この表は？

ＧＭ：これは、各ギルドがどれだけダンジョンを進んでいるかを示しめす表となります。

ドル：ほうほう。各ブロックのエリアごとにマスが区切ってあるな。

ユーノス：本当だ。ギルドの名前が書いてあるマスがありますね。

ＧＭ：そのマスは、各エリアでのギルドの進行状じよう態たいを表わします。サバイバルダンジョン大会の進行は〝進行ポイント〟を算出し、ダンジョンの進行度合いと順位を出していきます。

フレア：なるほど～。

ＧＭ：詳くわしいルールは、こうなっています。




■サバイバルダンジョン

　サバイバルダンジョンは、室内ダンジョンブロック、野外ブロック、闘技場ブロックおよびそれぞれのブロック内にあるエリアを突破してゴールに到とう着ちやくすることを目的とする。各ギルドの進行度合いは「進行ポイント」で表ひよう現げんされる。




●サバイバルダンジョンの進行

　サバイバルダンジョンの進行は、「ターン」という時間単位で管理する。１ターンは次の手順で行なう。




▼１：イベント

　エリアでは「イベント」が発生する場合がある。イベントが発生したときに同じエリアにＮＰＣがいる場合、そのＮＰＣはシーンに登場しているものとする。

▼２：進行ポイントの決定

　各ギルドは、どれだけ進んだかを表わす「進行ポイント」を決める。エリアごとに決められた必要進行ポイント以上になると、そのエリアを突破したとして次のエリアに進むことができる。新たなエリアに入ると、それまでの進行ポイントは０に戻もどる。

▼３：現在順位の決定

　ターン終しゆう了りよう時に現在の順位を決定する。順位は、エリア、進行ポイントの順で決定される。エリアも進行ポイントも同じ場合、同位となる。順位が決定したら、次のターンへと移うつる。




◆イベント

　ＰＣが新たなエリアに入ったときやＧＭが指定したタイミングで、戦せん闘とうなどのイベントが発生する。

　戦闘などのラウンド進行が発生した場合、１ラウンドにつきそのターンで決定する進行ポイントにマイナス１のペナルティを受ける。また、トラップやＰＣの行動などによってペナルティを受けることもある。

　エリアの指定された出口にＰＣ全員が到着するなど、イベントで指定された条じよう件けんを満たすと、そのイベントは終了となる。




◆進行ポイント

　各ギルドの進行ポイントは、ダイスとギルドの持つ特とく性せいによって決定する。また、エリアやイベントの結果などによって修しゆう正せいが入る場合がある。ＮＰＣギルドにはエリアによって修正が入る場合がある（この修正はＰＣにはかからない）。修正の結果、得られるポイントが０以下となっても、最低１ポイントは得られるものとする。

　ＰＣの進行ポイントを決めるダイスは代表者ひとりが振ふること。振るＰＣは誰だれでもよい。このとき、ダイスを振るＰＣはフェイトを使用してもよい。

　各ギルドの進行ポイントを決定するダイスは、次のとおり。




ギルド名　　　　　　　　　　　　　ダイス

クラッシュエンジェルズ　　　　　　３Ｄ

クールフィッシャーマンズ　　　　　２Ｄ＋２

ワイルドイヤー　　　　　　　　　　２Ｄ＋２

エルクレストブレインズ　　　　　　１Ｄ＋４

ゴージャスサンズ　　　　　　　　　２Ｄ＋１

ＳＬＡＳＨ　　　　　　　　　　　　２Ｄ＋１

デッドマンズ　　　　　　　　　　　２Ｄ

コロローナ商会　　　　　　　　　　２Ｄ




　進行ポイントを決定する順番は、上位のギルドから振っていく。同一のエリアで進行ポイントが同じ場合、クラッシュエンジェルズ→クールフィッシャーマンズ→エルクレストブレインズ→ゴージャスサンズ→ＳＬＡＳＨ→デッドマンズ→コロローナ商会の順とする。




◆失しつ格かく

「現在順位の決定」で、１位のギルドとエリア三つ分の距きよ離りを離はなされたギルドは「失格」となる。また、同一エリアでギルドメンバーが全員が戦闘不ふ能のうとなった場合も失格となる。誰かひとりでも次のエリアに到達すれば、戦闘不能者がでていても、その者は【ＨＰ】１の状態で参加を継続できる。




●クライマックスフェイズ

　ＰＣが闘技場ブロックに到着すると、クライマックスフェイズとなる。

　ＮＰＣが到着した場合、このブロックの突破は進行ポイントではなく、判はん定ていとなる。詳くわしくはクライマックスフェイズで解説する。




●ゴール

　闘技場ブロックを突破すればゴールとなる。もっとも早くゴールしたギルドが優ゆう勝しようとなる。同じタイミングでゴールしたギルドが複ふく数すういた場合、各ギルドから代表者ひとりを選出し、【敏びん捷しよう】で対決を行なって順位を決定する。




ＧＭ：───というルールになっています。

フレア：なるほどー。すごろくみたいな感じですね？

ＧＭ：そうですね。自分たちのコマがエリアに止まると何か起こったりします。

ドル：我わがコロローナ商会は、進行ポイントを振るダイスが２Ｄでデッドマンズと同じか。

ユーノス：まだ新人ですからね～。

ＧＭ：しかし、フェイトが使えるので幾いく分ぶんか有利ですよ。

ユーノス：これは、実際にやってみた方が早そうですね。

ドル：うむ、そうだな。

ＧＭ：そうですね。実際やってみるとわかると思います。すると「島が見えてきたぞー！」という声が聞こえてきます。




　甲板に集まった選手たちが、身を乗り出してそちらを見る。

　すると、ぽつんと浮かぶ孤島が見えてきた。

　白い砂浜、生い茂る緑の木々、風光明媚なこの島はこれから競技場となるのだ。




フレア：おお～！

ＧＭ：白い砂浜のある島が見えてきます。そして、その砂浜の先にダンジョンの入り口が見えています。「それでは皆さん、スタートの準じゆん備びを」というフィルタの声が聞こえてきます。

ユーノス：スタートの準備というと？

ＧＭ：「船の接せつ岸がんと同時にスタートとなります。皆さんは、砂浜をダッシュして室内ダンジョンブロックへ突とつ入にゆうしてもらいます」

ドル：つまり、スタートダッシュということじゃな？

フレア：じゃあ、島に着いたらすぐ競技が始まっちゃうんですか？

ＧＭ：はい、そうなります。

フレア：ええ～！　それじゃビーチで泳げないじゃないですか！




　あくまでも、リゾート気分のフレアであった。




ドル：わしらは遊びに来たのではないのですぞ？（一同笑）

セレネ：せっかくの水着なのに泳げないのは残念だけど（笑）。

フレア：う～ん、残念。

ユーノス：このフレアさんの気楽さが、きっとプラスになると信じましょう。

ドル：ならんわっ！（笑）。

ＧＭ：というわけで、船が島に着くと競技の開始となります。シーンを終了しましょう。







◆Middle 03◆砂浜のランナウェイ




　第１ターン。参加選手一同を乗せた船が、島へと接岸する。

　砂浜に向むけてハシゴが降ろされ、いよいよサバイバルダンジョン大会がスタートする。

　まずは、この砂浜を駆け抜けた先にあるダンジョンの入り口を目指すのだ！




ＧＭ：それでは第１ターン。船は島に接岸し、砂浜の先にはダンジョンが口を開けています。エリア０の砂浜を突破して、室内ダンジョンブロック内のエリア１に向かいます。エリア０ではイベントは発生しないので、進行ポイントを決定しましょう。突破に必要な進行ポイントは５です。

フレア：５が出なかったら、置いていかれるってことですか？

ＧＭ：ええ、そういうことになります。

フレア：ここは遅おくれるわけにはいかないよ、お姉ちゃん。

ＧＭ：それでは、クラッシュエンジェルズから……（ダイスを振る）進行ポイントは９。ふたりとも、砂浜でもスピードを乱みださず息のあったところを見せていきます。

フレア：さすがはお姉さまたち。

ユーノス：チャンピオンですからねー。

ＧＭ：続いて、クールフィッシャーマンズ。（ダイスを振る）お、いい出だし。進行ポイントは13。強い脚きやく力りよくで砂を豪ごう快かいに蹴け散ちらし、ダッシュしています。

フレア：余裕って感じですね。

ユーノス：さすが、海の男だけあって海うみ辺べは強い。

ＧＭ：で、次のワイルドイヤーが（ダイスを振る）８。

セレネ：お、トップ集しゆう団だんに入ってる。

ＧＭ：エルクレストブレインズ、（ダイスを振る）９！　「砂浜で足を取られないようにするには、砂に足が沈しずまないようなるべく接せつ地ち面めんが大きくなるように降おろせばいいのだ」と、独どく自じの理り論ろんを展てん開かいしながら先に進みます。

セレネ：頭脳派だ（笑）。

ユーノス：まあ、彼らは１Ｄ＋４ですから自動的に突破できるようなもの。

ＧＭ：続いてはゴージャスサンズ、（ダイスを振る）10！「ゴージャスサンズ、さっそく友情パワーを発はつ揮きして、お互たがいをフォローしながら進んでいます！」とフィルタが実況します。

ユーノス：うわ、着実に成長している（笑）。

ＧＭ：ＳＬＡＳＨの進行ポイントを出しましょう。（ダイスを振る）結果は６、ギリギリエリア１到とう達たつ。一いち応おう、アイドル系なので砂浜ではこっちも水着です。

フレア：むこうも水着か～。

ドル：変な対抗心はいりませんぞ？（笑）

ＧＭ：デッドマンズは（ダイスを振る）４、遅おくれています！　エリア０の突破ならず！

フレア：あ、先頭集団からこぼれた！

ドル：フレアお嬢さま、人ごとではないですぞ。わしらもここで目が低いと下位集団です。

ＧＭ：次はコロローナ商会の番です。誰だれか代表を決めて、進行ポイントを振ふってください。

フレア：ここは、誰が振ればいいのかな？

セレネ：ギルドマスターのお姉ちゃんから振ってもらおう。

ドル：うむ、それで異論ありませんぞ。

フレア：それじゃあ、わたしが振りまーす。（ダイスを振る）進行ポイントは７です！

ＧＭ：おお、ならばちゃんと先頭集団について行っていますよ。

フレア：わーい。

セレネ：でも、お姉ちゃんは大会よりも普ふ通つうに砂浜で遊んでそうなのに余裕ですよね（笑）。

フレア：もう、水着と浮うき輪わも持ってきてますよ。みんな、せっかく砂浜なのにお城しろ作らなくていいの～。

セレネ：急がなきゃ、と思いつつお姉ちゃんのお城作りを手伝おう（笑）

ドル：フレアお嬢さま、遊んでおる場合ではありませんぞ！（笑）

ＧＭ：コロローナ商会、出だしは余裕を見せつけております。

ユーノス：ともかく、ここで出で遅おくれたのはデッドマンズだけですね。

ＧＭ：そうなります。というわけで、コロローナ商会はエリア０を突破しました。




　第１ターンの結果、順位は次の通りとなった。




第１ターンの順位

一位　クールフィッシャーマンズ　　エリア０　進行ポイント13　エリア１へ

二位　ゴージャスサンズ　　　　　　エリア０　進行ポイント10　エリア１へ

三位　クラッシュエンジェルズ　　　エリア０　進行ポイント９　エリア１へ

三位　エルクレストブレインズ　　　エリア０　進行ポイント９　エリア１へ

五位　ワイルドイヤー　　　　　　　エリア０　進行ポイント８　エリア１へ

六位　コロローナ商会　　　　　　　エリア０　進行ポイント７　エリア１へ

七位　ＳＬＡＳＨ　　　　　　　　　エリア０　進行ポイント６　エリア１へ

八位　デッドマンズ　　　　　　　　エリア０　進行ポイント４　攻略中




　現在、トップはクールフィッシャーマンズ。コロローナ商会は六位につけており、先頭集団からは離されていない。最さい後こう尾びのデッドマンズが一歩遅れた形となっている。
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◆Middle 04◆宝物庫




　第２ターン。砂浜をダッシュした選手がダンジョンに突入。

　コロローナ商会は、先頭集しゆう団だん後方でエリア１に滑すべり込こんだ。

　室内ダンジョンブロック・エリア１は、宝たから箱ばこが並ならぶ宝ほう物もつ庫こである。




ＧＭ：それでは第２ターンを始めましょう。コロローナ商会は、エリア１に到達しました。ターンの最初に、イベント発生が発生します。

フレア：さっそくイベントが。わくわく。

ＧＭ：エリア１は、宝箱が並ぶ宝物庫となっています。




エリア１イベント

　指定された出口までＰＣ全員が移動するとイベント終了となる。イベント中はラウンド進行とし、経けい過かしたラウンド数が進行ポイントの決定でのペナルティとなる。

　宝箱を無視するＮＰＣギルドは、このエリアを突破するために３ラウンドかかるものとする。第２ターンの進行ポイント算出にマイナス３のペナルティを受ける。




フレア：さっそく宝箱があるんですか？

ＧＭ：ええ。この宝物庫には宝箱が左右に四つずつ、計八個こ並ならんでいます。ただし、宝箱には鍵Ａがかかっています。

フレア：鍵Ａっていうのは、判定して開けられる鍵でしたっけ？

ＧＭ：そうです。そして、35メートルほど先には、エリア２へ続く出口が見えます。

ユーノス：一位狙ねらいでなくても、賞金を稼げばいいところが悩なやましいところですね。

ドル：しかし、宝箱はほしいが急がないと進行ポイントへのマイナスとなるからのう。

セレネ：寄より道みちした分だけ遅おそくなるわけね。

フレア：開けないで進むって手もありますもんね。

セレネ：先を急ぐべきか、それとも宝箱を開けるべきか。

ＧＭ：宝物庫の左右には卵たまごに手足の生えたような姿のエッグゴーレムが二体ずつ並ならんで現われ、パパパ～と手にしたラッパでファンファーレを鳴らしています。
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ユーノス：競馬場でレース開始を告げるファンファーレのようなもんですか？

ＧＭ：そんな光景を思い浮かべてもらえれば結構です。もしくは運動会で徒競走のときにかかる曲とか。

フレア：何か出てきましたよ！

ユーノス：他にエネミーは？

ＧＭ：見えている範はん囲いには、いませんね。

ドル：つまり、隠かくれている可能性を否ひ定ていしないわけだな？（笑）

ＧＭ：ふっふっふっ。

セレネ：はぐらかした!?（笑）

ドル：これは、ますますあやしくなってきたわい。

セレネ：エリア探たん査さは禁きん止し？




エリア探査

　エリアの視し界かい範はん囲い内ないにトラップやエネミーが潜ひそんでいるかを大まかに調べる方法。メジャーアクションで行なう。




ＧＭ：可か能のうです。ただしメジャーアクションですから、その分移い動どうは遅おくれますよ。

セレネ：あ～、なるほどそれは悩なやましい。

ＧＭ：しかも、宝箱の上には「一万Ｇ」と書いてあります。

フレア：一万Ｇ!?　宝箱は八個あるから……全部で八万Ｇもあるよセレネちゃん！

セレネ：でも、素す直なおに表ひよう示じを信じていいのかな？

ユーノス：たしかに、罠の可能性だって十分考えられます。

フレア：罠だったらひどいですよ！　わたしの純真な心をもてあそんだことになりますよ！

ＧＭ：お金に釣られて罠に引っかかるのを、純真とは言いませんよ！

ユーノス：ごもっとも（笑）。

ドル：ＧＭ。他のギルドはこのイベントで進行ポイントにマイナス３の修しゆう正せいだったな？

ＧＭ：そうです。ＰＣは実じつ際さいにイベント突破に要したラウンド数が進行ポイントの修正になります。

ドル：つまり、このエリア１でライバルから遅おくれないようにする猶ゆう予よは３ラウンドじゃな。

フレア：３ラウンドですか。だったら、一個こぐらい開けたくないですか、宝箱？

ユーノス：たしかに、ここで稼かせげると優ゆう勝しよう以外の結果でも首が繋つながりますな。

フレア：というわけで、宝箱を開けます！

ＧＭ：わかりました。しかし、宝箱を狙ねらっているのは、あなたたちだけではありません！

ユーノス：なんと！

ＧＭ：ワイルドイヤーが「きししし、せっかくのお宝なんだし、いただいていくぴょん」と宝箱を狙ってきます。

フレア：あっ、他のギルドも狙ってくるんですね。

ＧＭ：今のところ、ワイルドイヤー以外のギルドは先に進むのを優ゆう先せんしています。ゴージャスサンズはお金に目もくれず、クラッシュエンジェルズは勝利を優先って感じです。

セレネ：なるほどー。

ＧＭ：それでは、戦せん闘とうラウンドになります。




▼第１ラウンド

行動値

エッグゴーレム　11

ユーノス　　　　８

ワイルドイヤー　８

セレネ　　　　　７

ドル　　　　　　７

フレア　　　　　６
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ＧＭ：セットアップですが、何かしますか？　何もありませんね。では、【行動値】11のエッグゴーレムからの行動ですが、二体とも待機を宣せん言げんします。

セレネ：む、待機をしましたよ、あの卵たまご。

ドル：何かしてくるのは間ま違ちがいないですな。

ＧＭ：そちらの警けい戒かいなど、どこ吹く風で、ププー、プププーとラッパを吹ふいてます（笑）。

ユーノス：では、ボクも待機です。ラッパに対たい抗こうし、リュートを奏かなでます。

ドル：そんなもんに対抗せんでもいいわ（笑）。

ＧＭ：では、ワイルドイヤーの行動となります。

ドル：ワイルドイヤーは、何人いるんじゃ？

ＧＭ：彼かの女じよたちは三人いますが、三人分【行動値】をバラバラに管理するのは大変なので、三人一緒に動くことにして処理します。

ドル：おお、了りよう解かいじゃ。

ＧＭ：ワイルドイヤーは「へへ、宝箱もらわないなら、うちらがもらっちゃうにゃんー」と、マイナーアクションでガシッとＦ─８の宝箱に取りつきます。

フレア：（他のワイルドイヤーになって）「もらっちゃうわん！　もらっちゃうぴょん！」

ＧＭ：宝箱の鍵かぎをメジャーで外しにかかります。（ダイスを振ふる）……ぐわ、失敗!?

セレネ：ダイス目は、１と２が（笑）。




　残るふたりも宝箱を開けようと試みたが、いずれも失敗だった。




ＧＭ：「ダメにゃー、開かないにゃー！」で、ドルの番です。

ドル：マイナーで移い動どう、メジャーでエリア探査。周囲をニンジャアイで見回す！

ＧＭ：では、エリア探査をどうぞ。【感知】で判はん定ていです。

フレア：ニンジャアイ!?　なんだかすごそうな技の名前が！

ドル：とはいえ、そんなデータがあるわけではなく、単にプレイヤーが言ってみただけの演出ですじゃ（笑）。

フレア：言ってみただけなんですか!?（笑）

ドル：しかし、言ってみることによってダイス目に気合いが入ることも……（ダイスを振ふる）ぬおっ!?　ファンブル!?

フレア：ああ、ニンジャアイが！（笑）

ＧＭ：ファンブルですか。それだと何もわかりません。

ドル：何ということじゃ。ニンジャらしく活かつ躍やくできそうだったのに。

ＧＭ：次は、セレネの行動する番です。

セレネ：じゃあ、マイナーアクションで10メートル動いてドルさんと同じエンゲージに。そしてメジャーアクションでエッグゴーレムをエネミー識しき別べつします。

ＧＭ：どうぞ。

セレネ：（ダイスを振る）うーん、きっとこれだと何もわからない。達成値は８。

ＧＭ：それは、たしかにわかりませんね。ラッパを吹いている卵です（笑）。

セレネ：ダメだ、今日は出目がよろしくないです。

ＧＭ：さて、次はフレアですが？

ドル：フレアお嬢じようさま、後に悔くいを残さないためにも一個くらいは開けておきなされ（笑）。

フレア：わかりましたドルさん。では、いきまーす！　一万Ｇゲットするぞー！

ユーノス：いつになく目が輝かがやいておられる（笑）。

フレア：マイナーでＢ─８に移動して、（ダイスを振る）……おっ、トラップ解除の判定がクリティカル!?

一同：やったーっ!!

セレネ：お姉ちゃんすごーい！

ＧＭ：では、鍵を開けると一万Ｇの金貨が詰つまっていました。

ドル：本当に入っておった！

ＧＭ：実じつ況きよう妖よう精せいのフィルタが「おおっと、フレア選手一万Ｇです！　一万Ｇをゲットしました！　なんという幸運でしょう！」と実況し、遠く離はなれたコロシアムも盛もり上あがりますよ。

フレア：一万Ｇゲットー！　カメラに向かってブイ！

ＧＭ：えー、それでは待機しているユーノスの行動です。

ユーノス：では、マイナーアクションでＤ─６に移動して、行動済みのフレアさんに《ジョイフルジョイフル》でもう一回行動させます。さあ、さらなるお金をゲットするのです！

フレア：はい、わかりました！　さっそく、一番近くの宝箱にマイナーで移動して、メジャーで開けます。（ダイスを振る）達成値は12。今度は開きませんでした。

セレネ：残念。

ＧＭ：するとこちらの番ですね。実はＡ─５にミラーゴーレムが《保ほ護ご色しよく》の効果によって隠おん密みつ状じよう態たいで潜ひそんでいました。

フレア：なんとっ!?




《保護色》

　このエネミースキルを取得しているキャラクターは、基き本ほん的てきに隠密状態となる。この隠密状態は他のキャラクターにエンゲージされると効こう果かを失うが、そのエンゲージは封ふう鎖さされる。
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フレア：うわ～、なんかいた～！

ＧＭ：ピキーン！　ミラーゴーレムはマイナーでＢ─６まで移動、これで隠密状態は解除。メジャーでフレアに向かって《ミラービーム》を撃うちます。

ユーノス：セレネさん、一いち応おう《プロテクション》は届とどきますよね？

セレネ：届きます！

ＧＭ：キュピーン！　（ダイスを振る）お、低い。命中は20でございます。

フレア：20!?　クリティカルしないと避よけられない！（ダイスを振る）クリティカル、出ませんでした。命中です。

ＧＭ：ダメージは〈光〉属ぞく性せいの３Ｄ。（ダイスを振る）うわ、低い。ダメージは７！

セレネ：お姉ちゃん、《プロテクション》いる？

フレア：大だい丈じよう夫ぶ。【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】が７あるので、全然平気です。

ユーノス：全部止めた!?（笑）

ＧＭ：そうか、《サヴァイブ》は【魔法防御力】にも修正があるんだった。

ユーノス：これが、風雲児に鍛きたえられた娘むすめの実力！

ＧＭ：待機していたエッグゴーレムは、パパパラパ～とラッパを吹いて、《ジョイフルジョイフル》をミラーゴーレムに使います。

ユーノス：しかし、まずいですよ。こっちにはエッグゴーレムがあと一体います。このままだと、フレアさんは《ジョイフルジョイフル》で再さい行こう動どうするミラーゴーレムに、二回も殴なぐられ続けることになります。

ＧＭ：はっはっはっ、欲よくに目が眩くらんだ冒ぼう険けん者しやをミラーゴーレムでタコ殴なぐりにする。それこそがこのエリアの真の狙い！　さあて、ミラーゴーレムはメジャーでパンチ！　（ダイスを振る）命中判定は16です。

フレア：（ダイスを振る）回かい避ひは11です、当たっちゃいました～。

ＧＭ：では、轟ごう音おんを上げてフレアにパンチがめり込こみます。ダメージいきますよ？（ダイスを振る）ダメージは31です！

ユーノス：31点!?　そんなのがあと一発きたら……。

フレア：それだと……16点喰くらっちゃいます。

ＧＭ：えっ、16点？　31点も出したのに？

フレア：はい。

セレネ：お姉ちゃん、【物理防御力】はいくつ？

フレア：えっと、15点。

ＧＭ：か、硬かてぇっ!?

ドル：さすがはフレアお嬢さま。３レベルのキャラクターの数字とは思えん。

セレネ：なら、《プロテクション》です！　お姉ちゃんを魔ま法ほうの障しよう壁へきが守ります！（ダイスを振る）……出目低いなぁ。でも６点引けるよ、お姉ちゃん。

フレア：じゃあ10点ダメージ。そんなに痛いたくないかも。




　結局、次の《ジョイフルジョイフル》で行動したゴーレムのパンチも、セレネの《プロテクション》と合わせて、フレアには３点のダメージしか与あたえることはできなかった。




ＧＭ：か、硬かたい……（笑）。これでラウンド終しゆう了りようです。




▼第２ラウンド

　コロローナ商会には、ふたつの選せん択たく肢しがある。

　このまま残りの宝箱を開けるか、それとも先に進むかだ。

　宝箱を開けるのに手間取ると、それだけラウンドを消費することになり、第２ターンの進行ポイントをそれだけマイナスされてしまう。




行動値

ミラーゴーレム　11

エッグゴーレム　11

ユーノス　　　　８

ワイルドイヤー　８

セレネ　　　　　７

ドル　　　　　　７

フレア　　　　　６
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ＧＭ：というわけで、第２ラウンドです。

フレア：どうしましょう？　宝箱を開け続けるか先に進むか？

ドル：まずは敵てきの出方を見守りましょう。

ＧＭ：セットアップは、特になし。向こうでも、ワイルドイヤーが同様にバキドカベシと《保護色》で隠れていたミラーゴーレム戦せん闘とうを繰くり広ひろげています。「おおっと！　ワイルドイヤーあぶなーい！」とフィルタが熱を入れて実況しています。

ユーノス：ニャ～！　とか、ピョ～ン！　とかの悲鳴が。

ＧＭ：そして、もう一体のフレアとエンゲージしているミラーゴーレムが殴なぐってきます。（ダイスを振る）ミラーゴーレムのパンチの命中は15！

フレア：（ダイスを振る）お……回かい避ひは14ですね。

ドル：惜おしい、あと１足りなかったか。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは34点です！

セレネ：《プロテクション》を張はりましょう。（ダイスを振る）９点軽けい減げん！

フレア：えっと、それなら９点受けて残り【ＨＰ】は20点です。

ドル：この様子なら、あと二発ほどは耐たえられるのう。

ＧＭ：ちょうどいい。エッグゴーレムの《ジョイフルジョイフル》二連発が残っています。

フレア：う……、まずいかも。

ＧＭ：さあいけ！　エッグゴーレム！




　しかし、《ジョイフルジョイフル》からの連続攻こう撃げきを、フレアはことごとくかわしていった。




セレネ：お姉ちゃん、すごーい！

フレア：もう痛いたいのやだもん！

ユーノス：さすが、生なま傷きずの絶たえない生活を送っていただけのことはあります（笑）。

ドル：しかし、ＧＭのダイス目も悪い。３Ｄ振ふって二回とも５が出るとは。

ＧＭ：今日は調子が悪い……。こちらの行動は終わりました。次がユーノス。

ユーノス：はい。こちらは待機を宣せん言げんです。

ドル：ところで、ワイルドイヤーの三人はどんな感じなのじゃ？

ＧＭ：まず、狼族アウリルのワンがアイアンクローで殴りかかり、ダガー二本持った猫族アウリクのニャンが前線でびしびしとやっております。リーダーのマスケット銃じゆうを持っている兎族アウリラのピョンが後方から射しや撃げきというスタイルですね。

ユーノス：旗色はどんな感じ？

ＧＭ：防ぼう戦せん一方です。こいつらは、ゴーレムを倒たおすことより宝箱の回かい収しゆうを優先してますから。

ユーノス：なんと欲よく深ぶかい。

ＧＭ：それでは、ワイルドイヤーが鍵の解かい除じよを。（ダイスを振る）おっ、これは開いた。向こうも一万Ｇゲットですね。

フレア：おお～！

ＧＭ：残りのふたりがミラーゴーレムを攻撃していますが、そんなに効きいてないようです。

ドル：ということです。さて、どうしますかな？

フレア：……もう一個開けても、バチは当たりませんよね？

ユーノス：バチは当たりませんが、ボクの【ＭＰ】が削けずれていくと思います（笑）。

フレア：あ、そっか。そうですよね。資し源げんは無む限げんではないですし。

ドル：あと一個というのなら、フレアお嬢さまが今いるＢ─６の宝箱を開けたのち、《ジョイフルジョイフル》のメジャーアクションで離り脱だつ、先に進みつつＢ─７の解かい除じよに向かうのが上じよう策さくです。

フレア：なるほど、それでいきましょう！

ＧＭ：というわけで、セレネとドルの行動になります。

セレネ：それじゃ、わたしから。移動して《サモン・リヴァイアサン》で攻撃します。（ダイスを振る）出目は５なので、命中は10です。低い～。

ＧＭ：（ダイスを振る）それならば避よけた。

ドル：ならば、わしが移動して攻撃じゃ！　喰くらえ《ランドフィッシャー》！　命中は17。地じ割われがミラーゴーレムを襲おそうのだ！

ＧＭ：（ダイスを振る）そ、それは無理です。回避できません。

ドル：というわけでダメージ。（ダイスを振る）おお、出目がいい！

フレア：ドルさんのダイス目がすごい。

ドル：ダメージは33点、〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージじゃ。

ＧＭ：ミラーゴーレムの【魔法防御力】は０、そのまま抜ぬけます。そしてマヒします。

フレア：おお～！

ドル：よし、マヒした！

フレア：じゃあ、わたしはメジャーアクションで宝箱を開けます（ダイスを振る）……達成値は14！　開きました！

ＧＭ：なら、また一万Ｇゲットです！

フレア：これで二万Ｇゲットですね！

ユーノス：さあ、フレアさん。わたしが《ジョイフルジョイフル》を使うので、手て筈はずどおり離り脱だつするのです！　（ダイスを振る）発動判定は成功！

フレア：わたしはメジャーアクションで離脱します。さようなら、ミラーゴーレム。

ＧＭ：おっと、ただでは離脱できませんよフレアさん。《脚止め》の効果で封ふう鎖さされています。

フレア：えっ？




封鎖

　狭い道など、通り抜けることができない状態を表わす。封鎖されているエンゲージから離脱する場合は、【行動値】による判定を行なって勝利しなくてはらない。このミラーゴーレムにはエンゲージを封鎖するエネミー特殊能力《脚止め》が追加されている。




ＧＭ：ミラーゴーレムの【行動値】は11、これならまず逃にがさない！

ドル：しかし、転倒じゃ。ミラーゴーレムの判定はダイス一個減っておる（笑）。

ＧＭ：そうだったー!?

フレア：じゃあ、【行動値】で判定します。（ダイスを振る）達成値は14です。

ＧＭ：なら、３以上か。（ダイスを振る）……うわ、ダイス目は２!?

フレア：なら、わたしは逃げました（笑）。Ｂ─４の宝箱につきました。

ＧＭ：くそう、逃がしてしまった。クリンナップが終わって、２ラウンドは終しゆう了りようです。




▼第３ラウンド
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　このラウンドでコロローナ商会がエリア１を突破すれば、他のギルドと同じく、進行ポイントへの修正はマイナス３で同じままですむ。




ドル：宝箱をスルーするギルドは、このラウンドで抜ぬけていくということか。

ＧＭ：そういうことです。というわけで、セットアップです。

セレネ：お姉ちゃんに《ヘイスト》使っても先手を取れないので、ここは使いません。

ユーノス：ここは、フレアさんにしんがりを務つとめてもらうことになりますね。

ＧＭ：ミラーゴーレムからです。しかし、まずはマイナーアクションでマヒを解除。メジャーアクションで逃にげたフレアを追いかけてエンゲージ！　くっ、マヒがなければ攻撃できたのに。

ドル：ふっふっふっ。

ＧＭ：しかし、エッグゴーレムの励はげましのラッパが鳴る！　《ジョイフルジョイフル》でミラーゴーレムが未行動となり、殴なぐってきます！

フレア：ギャーッ！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は23！　ようやくいい目が出た！

ドル：……これは、回避できるのはクリティカルのみですな。

フレア：クリティカル出ろ～！（ダイスを振る）あ、出たっ！　やったぁ～っ!!

ＧＭ：（愕がく然ぜんとして立ち上がり）な、何ぃっ!?　せっかくいい目が出たのに！

セレネ：お姉ちゃんさすがだよ、すごい!!

ユーノス：今、奇き跡せきを見た！

ＧＭ：（フィルタになって）「フレア選手かわした～！　これが風雲児の血なのでしょうか！」

ユーノス：フィルタも青あお筋すじを立てて熱ねつ狂きようして実況している（笑）。

ＧＭ：だがエッグゴーレムはもう一体いる！　（ダイスを振る）命中判定は14！

フレア：（ダイスを振る）……14、ぴったりです！

ＧＭ：くっ、また！

セレネ：お姉ちゃんすごい！

ドル：それもあるが、ＧＭの目もひどい（笑）。

ＧＭ：こ、こんなはずでは……。ともかく、セレネの行動です。

セレネ：【ＭＰ】が大分減へってます。でも、Ｄ─２へ移動したのち、《サモン・リヴァイアサン》でミラーゴーレムを攻撃。今度こそ当たって！　（ダイスを振る）命中は14！

ＧＭ：（ダイスを振る）それは避よけられない！　セレネが召しよう喚かんしたリヴァイアサンが激はげしい津つ波なみを起こし、ゴーレムを呑のみます！　さあ、ダメージを。

ドル：ミラーゴーレムの【魔法防御力】は０。いけますぞ。

セレネ：（ダイスを振る）ダメージは12点。１点でも通れば転てん倒とうです。

ＧＭ：ミラーゴーレムの【魔法防御力】は０！　12点素す通どおしです。転んだ！　ばた。

セレネ：よし！

ドル：はっはっは、そしてわしがマイナーでＤ─２移動したのち《ランドフィッシャー》！　命中は13。転てん倒とうしてダイスが一個になっているから。回避できまい？




　セレネの《サモン・リヴァイアサン》での転倒、ドルの《ランドフィッシャー》でマヒを受けてしまうと、マイナーアクションでどちらかを回かい復ふくしなくてはならない。

　回復するまでメジャーアクションができなくなるマヒを治すのを優先するべきなのだが、そうすると転倒を治すことができず、判定のダイスが一個減げん少しようしてしまうのだ。

　これが、セレネとドルの〝魔まのコンボ〟である。




ドル：そしてダメージは素通しの33点、マヒじゃ。

ユーノス：さて、フレアさんどうします？　先を急ぎますか？

フレア：んー、二万Ｇ稼いだからそろそろ先を急いだ方がいいと思います。

ドル：なら、今いるところの宝箱を諦め、Ｂ─２進んでおくのがよいでしょう。

フレア：わかりました！　離脱します！




　しかし、ミラーゴーレムはダイス一個にも関わらずフレアの離脱を抑えこんだ。

　待機していたユーノスが《ジョイフルジョイフル》を使うも、また離脱に失敗する。




フレア：うわーん、逃げられない～。

ＧＭ：ふっふっふっ、逃がしませんよ。クリンナップが終わり、次のラウンドです。




▼第４ラウンド
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ＧＭ：それでは４ラウンド目です。

ドル：これで、進行ポイントへのペナルティはマイナス４じゃな。

フレア：そのくらいなら、まだなんとかなりますよ。

ドル：まあ、不利というほどでもないですな。先に進んだ連中との差は１で済みます。

ＧＭ：しかし、ゴーレムは転倒とマヒきついな～。




　セレネとドルの魔のコンボを喰くらったミラーゴーレムは、転倒とマヒを解除するため二回のマイナーアクションを使用しなければならない。

　エッグゴーレム二体のからジョイフルジョイフル》の支援を受けても転倒したままパンチを放つのが精せい一いつ杯ぱい。パンチは、二発まで回避されてしまう。




ＧＭ：ミラーゴーレムはフレアを一発殴ります！　命中は22！

フレア：（ダイスを振る）避けられないです！

ＧＭ：ようやく当たった！　（ダイスを振る）ダメージは32点！

セレネ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）12点軽減!!

フレア：じゃあ、５点で済みました。まだちゃんと立ってます！

ＧＭ：くっ、この程度しかダメージがいかないのか。こちらの行動は終わりです。

ユーノス：するとボク。《ジョイフルジョイフル》のために待機です。

ＧＭ：ワイルドイヤーの番。「うちらも、そろそろ行かないと離はなされるにゃ！」と、離脱してこのエリアから逃にげるようですね。彼女たちのペナルティはマイナス４です。

セレネ：次は、わたしの番ですね？　ここは出口の方に走りつつ、《サモン・リヴァイアサン》でミラーゴーレムを足止めします。あわよくば撃げき破はできれば！　えい！（ダイスを振る）

フレア：セレネちゃん、いけーっ！

セレネ：命中は12！

ＧＭ：（ダイスを振る）うわ、回避できない!?　せっかくバッドステータスから逃のがれたのに。

セレネ：ダメージロールは12！　そして転倒！

ドル：転倒ならば、《ランドフィッシャー》は避けられまい。命中は14じゃ。

ＧＭ：そうなると、もう避けられません。

ドル：〈地〉属性の魔法ダメージ、28点じゃ！

ＧＭ：パッキャーン！　ミラーゴーレムの身体からだはそれで砕くだけます！　死にました。

フレア：やったーっ！　これで移動できる！　さて、どうしましょう？

ドル：出口からはユーノスの《ジョイフルジョイフル》が届かない。どのみち、次のラウンドにならないとこのエリアは突破できんのです。Ｂ─２の宝箱を開けておきましょう。

フレア：わかりました。マイナーでＢ─２宝箱に移動して開けちゃいますよ。（ダイスを振る）あっ、失敗!?

ユーノス：だったら、ボクに任まかせてください。待機を解除、《ジョイフルジョイフル》をフレアさんに。（ダイスを振る）大だい丈じよう夫ぶ、発動していますよ。

フレア：じゃあ、もう一回宝箱を開けるのに挑ちよう戦せんします！（ダイスを振る）今度は成功！

ＧＭ：では、宝箱はぱかっと開きます！

フレア：やった！

ＧＭ：しかし、宝箱の中には「嘘うそです」という紙が（笑）。

フレア：えーっ!!

ＧＭ：そしてエクスプロージョンのトラップが発動！　最後の最後でかかると思っていた！




　フレアが「嘘です」と書かれた紙を目にした途と端たん───カッ!!　閃せん光こうが走る！

　発動すると爆ばく発はつを起こすエクスプロージョンのトラップである。エンゲージしているキャラクターは、難なん易い度ど12の【幸運】判定に成功しなければ、物理ダメージを受けてしまう。

　フレアは、この判定に失敗してしまった───。




ＧＭ：喰くらいましたか？　ダメージは、５＋４Ｄの物理ですよ。ふっふっふっ。

フレア：今日は倒たおれないって決めたのに～！　なんのためのリビルドなの～！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）……え～、ダメージは16点の物理ダメージです。

フレア：あれ？　すると１点しか通らないですよ？

ＧＭ：くっ!?　な、何ともないのか！　では、激はげしい爆発の中から、大した傷きずも受けていないフレアが平然と出てきます。

フレア：わ～い！




　めぼしい宝箱を開けたコロローナ商会は、この後エリア１を５ラウンドで突破した。

　エリア１では、ミラーゴーレムのドロップ品と合わせて、二万四〇〇〇Ｇをゲット。

　宝箱を開けずにエリア２へ向かったギルドの進行ポイントはマイナス３だが、コロローナ商会とワイルドイヤーは４ラウンドでイベント突破、マイナス４の修正を受けることになる。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、イベントが終了しました。第２ターンの進行ポイントを決めましょう。

フレア：どうやるんですか？

ＧＭ：第１ターンでやったように、それぞれ進行ポイントを振ふっていきます。で、進行ポイントが10以上になったギルドは、エリア１を突破してエリア２へ到着します。

セレネ：進行ポイントは、エリアごとの管理なんですか？

ＧＭ：そうです。エリア１で10以上貯めていても、エリア２に移うつると０になります。エリアを突破していないギルドは置いて行かれる形になります。まあ、シーンの視し点てんはコロローナ商会に合わせて描びよう写しやされますので、先行していても遅おくれていても登場しないのですが。

セレネ：わたしたちは現在七位ですよね？

ＧＭ：ですから、七番目に進行ポイントを振ります。

フレア：はーい。

ＧＭ：まずは、クラッシュエンジェルズから振っていきましょう。（ダイスを振る）ダイス目は15が出ました。宝箱をスルーしたので進行ポイントはマイナス３して12です。

セレネ：いきなり高い目が出てる。さすがだなぁ。

ＧＭ：進行ポイントが10以上出たので、エリア１を突破しました。




　他のギルドの進行ポイントを決定していくが、進行ポイント10に到達し、エリア１を突破したのはクラッシュエンジェルズだけであった。




ドル：さて、次はわしらの番ですじゃ。

フレア：ええと、わたしたちは２Ｄで進行ポイントを決めるんでしたっけ？

ＧＭ：さらに、イベントの戦闘ラウンドの結果マイナス５のペナルティを受けます。

ユーノス：ここはフェイトを使うところですね。ボクに振らせてください。判定の機会が少ないので、こういう場面で積極的に使っていかねば。

フレア：では、お願いしますユーノスさん。

ユーノス：（ダイスを振る）出目は10、５を引いて５点です。

ＧＭ：５点ですか。では、デッドマンズを振って第２ターンの順位が出ます。




第２ターンの順位

一位　クラッシュエンジェルズ　　　エリア１　進行ポイント12　エリア２へ

二位　クールフィッシャーマンズ　　エリア１　進行ポイント９　攻略中

二位　ワイルドイヤー　　　　　　　エリア１　進行ポイント９　攻略中

四位　エルクレストブレインズ　　　エリア１　進行ポイント６　攻略中

五位　コロローナ商会　　　　　　　エリア１　進行ポイント５　攻略中

六位　ＳＬＡＳＨ　　　　　　　　　エリア１　進行ポイント４　攻略中

七位　ゴージャスサンズ　　　　　　エリア１　進行ポイント３　攻略中

八位　デッドマンズ　　　　　　　　エリア０　進行ポイント８　エリア１へ




フレア：現在、コロローナ商会は五位です。

セレネ：順位を上げたね、お姉ちゃん。でも、クラッシュエンジェルズにリードされてる。

ドル：中盤集団は、接戦じゃな。

ＧＭ：そうですね。クラッシュエンジェルズが一歩リード。続いて中盤。遅れてデッドマンズとなります。さて、続いて第３ターンです。
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◆Middle 05◆残り物には福がある？




　第３ターン。コロローナ商会はの順位は５位。

　依然、中盤集団とともにエリア１を攻略中である。

　エリア２に先行したクラッシュエンジェルズを追い上げるところである。




ＧＭ：では、第３ターンとなります。まず、このターンでデッドマンズがエリア１に到着しましたので、その様子から演出しましょう。

フレア：デッドマンズ、追ってきたんですね。

ＧＭ：はい、第２ターンで進行ポイントを８点貯めて、現在エリア１に到着です。

セレネ：どういうイベントが起こるんでしょう？

ＧＭ：遅れて宝物庫に到着した彼らは「お、宝箱があるじゃねえか！」と喜んでます。

セレネ：そっか。デッドマンズもお金が必要なギルドだった（笑）。

ＧＭ：「へっへっへっ、誰もいない今のうちに」と宝箱を開けようとした途と端たん、隠れていたミラーゴーレムにタコ殴なぐりにされてしまいます。「ぎゃー!!」

フレア：ああ、デッドマンズが～!?（笑）

ＧＭ：というわけで、デッドマンズは全員戦闘不能で失しつ格かくです。

ドル：うーむ。欲をかいたせいで失格とは。

ユーノス：我々も、一歩間違っていたらああなっていたかも知れません（笑）。

ＧＭ：というわけで、第３ターンの進行ポイントを振っていきましょう。

一同：はーい。




　各ギルドが進行ポイントを振った結果、順位は次のとおりとなった。




第３ターンの順位

一位　クラッシュエンジェルズ　　　エリア２　進行ポイント３　攻略中

二位　クールフィッシャーマンズ　　エリア１　進行ポイント20　エリア２へ

三位　ワイルドイヤー　　　　　　　エリア１　進行ポイント15　エリア２へ

四位　コロローナ商会　　　　　　　エリア１　進行ポイント14　エリア２へ

五位　エルクレストブレインズ　　　エリア１　進行ポイント13　エリア２へ

六位　ゴージャスサンズ　　　　　　エリア１　進行ポイント12　エリア２へ

七位　ＳＬＡＳＨ　　　　　　　　　エリア１　進行ポイント11　エリア２へ

失格　デッドマンズ




　エリア２に到達していたクラッシュエンジェルズは、ダイス目は９だったがイベントによるマイナス６のペナルティを受けた結果、進行ポイントは３となった。

　失格したデッドマンズを除く他のギルドは、エリア１の突破に成功した。




ＧＭ：というわけで、順位が決まりました。

ユーノス：コロローナ商会は現在四位ですか。

フレア：好位置ですね。

セレネ：お姉ちゃんが２Ｄ振って、ダイス目９を出したからね（笑）。

フレア：いえい！

ユーノス：フレアさん、絶好調です（笑）。

ドル：しかし、このサバイバルダンジョン、置いて行かれないようにするのが肝心ですな。

セレネ：一旦放されると、ずるずると降着していくルールですもんね。

フレア：まさにサバイバル。

ＧＭ：第３ターンは終了。次のシーンから第４ターンです。
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◆Middle 06◆三つの扉




　第４ターン、クラッシュエンジェルズが頭ひとつ抜ぬけだし、六つのギルドが続いている。

　コロローナ商会は現在四位。クラッシュエンジェルズの背中が見えている。

　追いすがるコロローナ商会の前には、三つの扉が迫せまっていた。




ＧＭ：それでは第４ターン。コロローナ商会をはじめ、エリア１を突破したギルドの進行ポイントは０になります。

セレネ：先にエリア２に到着しているクラッシュエンジェルズだけ、３点ですね。

フレア：今、クラッシュエンジェルズのお姉さまたちは同じエリアにいるんですね？

ＧＭ：そのとおりです。

フレア：うん、頑張って追いつこう。

ＧＭ：しかし、その前にイベントをクリアしてもらいます。

フレア：ほうほう。

ユーノス：今度もラウンド進行ですか？

ＧＭ：いえ、エリア２のイベントは戦闘ではありません。ちょっとしたクイズとなっています。皆みなさんの目の前には三つの扉があります。

フレア：クイズ？




エリア２イベント

　三つの扉から、正解の扉をひとつを選び出す問題。

　最初に開く扉をひとつ選択すると、不正解の扉のうち、ひとつが開く。

　不正解の扉が開いたのち、最初に選択した扉を開いてもよいし、開く扉を変へん更こうしてもよい。

　不正解の扉を選んでしまうと、進行ポイントにマイナス３のペナルティに加え、ダメージが与あたえられる。このダメージはスキルで軽減できない。

　なお、この問題は三回出される。




ＧＭ：ええ。扉にはＡ、Ｂ、Ｃと書いてあります。

セレネ：ふんふん。

ＧＭ：「それでは、このエリアについて説明しましょー！」と、フィルタが解かい説せつを始めます。

フレア：フィルタが（笑）。

セレネ：実況以外に、ダンジョンの説明もしてくれるんですね。

ＧＭ：「はい、というわけでここで問題です！」フィルタは、ふところから問題が書かれたカードを取り出します。

ユーノス：問題が。

ドル：昔、こんなクイズ番組あったのう（笑）。

ＧＭ：「この三つの扉Ａ、Ｂ、Ｃのうち、ふたつはダメージを受けるトラップが仕し掛かけてあります。ダメージを受けずに進むことのできる扉は、ひとつだけです」そして、ダメージを受けると、進行ポイントにマイナス３のペナルティです。

セレネ：マイナス３！　かなり大きい。

ＧＭ：「皆みなさんは、この三つのうちから先へ進む扉をひとつ選んでください」

ユーノス：ノーヒントで？

セレネ：このままだと三分の一で正せい解かいのルートを選ぶだけですよね。

ＧＭ：問題には、続きがあります。「しかし、選せん択たくはその一回で終わりではありません。皆さんが扉を選択したのち、不ふ正せい解かいの扉のうちからひとつだけ扉が開きます」

フレア：不ふ正せい解かいの扉のうち、ひとつが開く。ほうほう。

ユーノス：三択から、二択になるということですかね？

ＧＭ：フィルタは続けますよ。「その扉が開いたのち、あなたたちは最初に選んだ扉を開いてそのまま進むか、もしくは選び直してもう一方の扉を開けて進むことができます。そして、この扉の選択は、三回用意されています」というのが、このエリアの問題となります。

フレア：……む、難むずかしいのかな？

セレネ：う～ん、どうなんだろう？

ＧＭ：すると「なるほど、そういう問題ですか」と、メガネをくいっくいっとさせながら、エルクレストブレインズ登場。

フレア：きた！　頭ず脳のう派は！（笑）

セレネ：ここで、キャラを押おし出だしてきた！（笑）

ＧＭ：ちなみに、他のギルドの後をついていくとか攻こう略りやく法ほうを覗のぞくことはできないとします。

ユーノス：なるほど、あくまでもボクたちに頭を使えと。

ＧＭ：ライバルたちも手の内は見せませんからね。

フレア：でも、勘かんとか運以外に攻略法あるのかな？

ドル：ふうむ、ちょっと考えさせてもらいますぞ。……三つ扉のうちひとつが正解、と（レコードシートの余よ白はくに数式を書き始める）。

フレア：ドルさんがものすごい勢いきおいで計算を始めている!?

セレネ：何か攻略法があるのかな？

ドル：……うむ、わかりましたぞ。

フレア：えっ!?

セレネ：もうわかったんですか!?

ドル：これは、不正解の扉が開いたら最初に選んだ扉を選び直すのが正しい攻略法ですな。

ＧＭ：うっ……せ、正解です。

フレア：ドルさんすごーい!!

ドル：最初に選んだままだと正解の確率は約三三％、しかし選び直すと約六六％ですな。

ＧＭ：エルクレストブレインズのリーダーも「我々の他に完璧な回答を出すなんて！」と、驚きの声を上げます。他のギルドも拍手喝采ですよ。

フレア：……えっと、どうしてそうなるんですか？

ドル：ここで解説すると長くなるので、説明はあとにしましょう。

ＧＭ：……えー、というわけで問題の解説はあとがきの方で（笑）。

フレア：あとがきに回した!?（爆笑）

セレネ：でも楽しみですね、あとがき（笑）。




　というわけで、くわしい解説はあとがぎを読んでいただきたい。

　なお、あとがきにはネタバレも含まれているので、読むときはご注意を。




フレア：じゃあ、さっそくドルさんの言っていた方法で。

ドル：うむ、始めにどれかひとつ扉を選ぶのです。

フレア：じゃあ……Ａの扉で！

ＧＭ：すると、Ｂの扉がギーッと開きます。トラップが仕掛けてある、ハズレの扉です。

ユーノス：これで、正解はＡかＣのどちからというわけですね。

ＧＭ：というわけで、選び直しますか？

ドル：さ、選び直すのですフレアお嬢さま。

フレア：わかりました。じゃあ、Ａの扉から選び直してＣの扉にします。

ＧＭ：では、Ｃの扉へどうぞ！

フレア：じゃあ、みんなで行きます！

ＧＭ：ダメージはありません。正解です！

フレア：やった！




　ドルが導みちびき出だした〝扉が開いたのちに選択を選び直す〟という正解。

　コロローナ商会は次なる扉も、見事正解を導き出した。

　そして、三回目の選択のとき。目の前には、三度三つの扉が並ならぶ。




ＧＭ：そして、最後の扉です。また三つの扉があります。

フレア：じゃ、今度はＢを選びます。

ＧＭ：Ｂですか。すると、Ａが開きます。

ドル：ならば、Ｃを選び直すのです。

フレア：というわけで、Ｃに進みます。

ＧＭ：残念、ここでダメージが！（笑）　トラップです。

セレネ：オチが来た！（笑）

ドル：だー、失敗したかー！

セレネ：でも、確かく率りつ論ろん的にはそのとおりですよ。

ＧＭ：というわけで、皆さん全員２ＤのＨＰダメージを受けます。

セレネ：《プロテクション》は？

ＧＭ：はっはっはっ。スキルで軽減できないと言いましたよ。（ダイスを振る）……ぶっ!?

フレア：あれ？（笑）

ＧＭ：……ダイス目は２ピンゾロ。ダメージは２点です。

フレア：２点？

セレネ：２点だけ。

ＧＭ：くっ、何という……。

セレネ：《プロテクション》、必要ないか（笑）。




　……あまりにも悲しいＧＭのダイス目であった。




フレア：ともかく、これでイベント突破ですね。

ＧＭ：ですね。先行しているクラッシュエンジェルズの背中が見えてきましたよ。

フレア：よし、見えてきた！

ＧＭ：ライオが振り返って「追いついてきたか。やるな」と。「でも、トップは渡さないわよ」とネルも続いて言います。彼女たちは二回トラップにかかり、第３ターンでマイナス６のペナルティを受けたことになります。

セレネ：マイナス３で済んだわたしたちに、追いつけるチャンスが！

ＧＭ：しかし、次からはペナルティを受けませんけど。

セレネ：他のギルドは、どんな感じでしょう？

ＧＭ：クールフィッシャーマンズですが、「海の男は、こまけえことは気にせんぜよ！」と、なんの考えもなく度胸一発で抜けてきます。

ユーノス：いや、海の男でも気にしましょうよ!!（笑）

フレア：さすが、海の漢おとこ探知ですね！

セレネ：お姉ちゃん、ちょっとそれ違う！（一同爆笑）

ユーノス：海の漢探知って……（笑）。

ドル：彼らは、探知も何もしとりません（笑）。

ユーノス：フレアさん、あれをボクに期待しないでください（笑）。

ＧＭ：そして、エルクレストブレインズは「これは確率の問題なのだ」と、ドルと同じ理り論ろんで進みますが……確率の壁かべで不正解は一回。マイナス３のペナルティです。

セレネ：わたしたちと同じだ（笑）。

ドル：ならば、エルクレストブレインズに「学校での勉強より、社会の実じつ地ちの方がいろいろと知ち識しきがつくもんじゃ！」とニヤッと笑ってやろう（笑）。

ＧＭ：「実地だと！　我々の理論にはない言葉だ！」

ユーノス：実地も重視しましょうよ！（笑）。

フレア：ダンジョンは理屈じゃないんです！（←きっぱり）

セレネ：うん、お姉ちゃんはそうだよね！（一同爆笑）

ドル：フレアお嬢さまはもっと理屈を大切になさるべきです！

フレア：あ、あれ？（笑）

ＧＭ：そして、ワイルドイヤーも「こういうときは野性の勘だぴょん！」と飛び込み。

ユーノス：あなたたちも勘だよりですか！（爆笑）

セレネ：深く考えない人ばっかり（笑）。

ドル：結局、頭を使ったのはわしらとエルクレストブレインズだけか（笑）。

ＧＭ：───とまあ、こんな感じで突破していきます。エルクレストブレインズ、コロローナ商会を除き、不正解二回でマイナス６のペナルティを受けます。

フレア：他のギルドも引っかかっちゃったんですね。

ドル：ＳＬＡＳＨ、ゴージャスサンズは問題解けなさそうな気がしますからな。何となくそんな気がする（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、イベントは終了しました。進行ポイントを振っていきましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：第４ターン、クラッシュエンジェルズのダイス目は９。現在の進行ポイントは合計11で、エリア２を突破しました。

フレア：離される～！

ＧＭ：先行するギルドの進行ポイントは、クールフィッシャーマンズ２、ワイルドイヤー５となっています。ペナルティ６はやはり重いですね。

ドル：よし、ここはわしが振ろう。トップのクラッシュエンジェルズに食らいついていくのじゃ。フェイト２点使って、一気に勝負をかける。えーい！（ダイスを振る）……やった、高いっ!!

一同：おお───!!

ドル：今日はダイス目がいい。６、６、６、４の22。マイナス３しても進行ポイントは19点！

フレア：一気に１位に！

ＧＭ：「おおっとコロローナ商会、一気にごぼう抜きです！　クラッシュエンジェルズを抜ぬき、トップに躍おどり出でました！」




第４ターンの順位

一位　コロローナ商会　　　　　　　エリア２　進行ポイント19　エリア３へ

二位　クラッシュエンジェルズ　　　エリア２　進行ポイント11　エリア３へ

三位　ゴージャスサンズ　　　　　　エリア２　進行ポイント６　攻略中

四位　ワイルドイヤー　　　　　　　エリア２　進行ポイント５　攻略中

五位　エルクレストブレインズ　　　エリア２　進行ポイント２　攻略中

五位　クールフィッシャーマンズ　　エリア２　進行ポイント２　攻略中

七位　ＳＬＡＳＨ　　　　　　　　　エリア２　進行ポイント１　攻略中

失格　デッドマンズ
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◆Middle 07◆運命の分かれ道




　第５ターン。コロローナ商会は、現げん在ざいトップ。その後を、クラッシュエンジェルズが追つい撃げきしており、他のギルドはひとつ遅れて下位集しゆう団だんを形成してる。

　そしてエリア３に到とう達たつすると、道はふたつに分かれていた───。




ＧＭ：さて第５ターン。コロローナ商会はトップでエリア３に到とう着ちやくしました。フィルタが実じつ況きようします。「コロローナ商会、トップに躍り出てクラッシュエンジェルズと先頭集団を形成しております！　エリア３はルート選せん択たくの分ぶん岐き点てん。コロローナ商会はどちらを選ぶのか！」

セレネ：分岐点？

ＧＭ：はい、進む先には扉とびらがふたつあります。

フレア：ふたつですか？

ＧＭ：一方は「安全だけど遠回りルート」というプレートが掲かかげられています。

セレネ：それで、もう一方は？

ドル：まあ、予想はつくが（笑）。

ＧＭ：もう一方には「危き険けんがいっぱい近道ルート」というプレートが（笑）。

フレア：危険がいっぱい!?

ドル：やっぱりか（笑）。

ＧＭ：エリア３でのイベントは、このルートの選せん択たくをしたのちに決まります。
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フレア：これは、どっちに進むかを選ぶということですか？

ＧＭ：はっ、そうなっております。ちなみに、エリア３突とつ破ぱに必要な進行ポイントは10点。

セレネ：ん～、どっちに行こうか。

フレア：ねえねえ、実じつ況きよう妖よう精せいのフィルタちゃん。

ＧＭ：「はっ、なんでしょう？」

フレア：どっちにお金がいっぱいあるか、わかる？（一同爆ばく笑しよう）

一同：いきなりか──────!!




　身も蓋もないお嬢さまである。




セレネ：お姉ちゃん、実況は公平な立場なんだよ。

フレア：でも、重要なことだよ！

ユーノス：そりゃまあ重要ですが（笑）。

ＧＭ：フィルタは突とつ然ぜん聞かれたので「そ、それは公平な実況としてはお答えしかねますが……あえて私し見けんを述のべますと、危き険けんが大きければ見返りも大きいんではないでしょうか？」と、微び妙みような表ひよう情じようで答えます（笑）。まあ、行ってみてのお楽しみ。

ドル：ところで、クラッシュエンジェルズはどっちに向かうか、わかるのかのう？

ＧＭ：クラッシュエンジェルズは安全遠回りコースを選びます。「ライオ、サバイバルはまだまだ中ちゆう盤ばん。あえて危険を冒おかす必要はないわ」「そうだな、ネル」てな具合です。

ユーノス：チャンピオンは堅けん実じつ策さくですか。

ＧＭ：安全遠回りコースは、突とつ破ぱするまでに毎ターン、進行ポイントにマイナス２のペナルティを受けます。

フレア：でも、マイナス２ってダイス目次第で逆ぎやく転てんできますよね？

ユーノス：しかも向こうは３Ｄ、こっちは２Ｄですからね。

ドル：マイナス２で、若干クラッシュエンジェルズ有利ってところじゃなー。

フレア：じゃあ、危険な近道コースは？

ＧＭ：危険な近道コースは、エリア１と同様に、イベントが生じた場合、経過したラウンド数が次のエリアの判定のペナルティとしてマイナスされます。どれだけ早くイベントを抜ぬけられるかが重要ですね。

フレア：なるほどー。

ドル：それだけ聞くと、遠回りの方が有利っぽいようだが。

ＧＭ：遠回りコースはエリア４を経けい由ゆしますが、近道コースは一気にエリア５にいけます。

フレア：えっ？　それすごい近道ですよ！

ドル：しかしですな、待ち受けている危険がどれくらいのものかわからんのです。

フレア：でも、わたしはどのくらい危険なのか確たしかめたい気持ちがふつふつと（笑）。

ＧＭ：なんという火の玉な発言!?

セレネ：んー、お姉ちゃんがそう言うなら近道ルートでも大だい丈じよう夫ぶだよ。

フレア：だよねー。

ドル：ああ、セレネお嬢さままで（笑）。

ユーノス：さすがは風雲児の娘むすめたち（笑）。

ドル：はいはい、わかりました。危険なコースですな（←あきれ気味）。

フレア：ありがとう、ドルさん！

ドル：そしてわしは嘆なげくわけです。ああ、こんなところまで旦だん那な様さまに似にてしまったか。で、懐ふところから取り出したワリを、パリパリと食う（笑）。

フレア：ドルさんがまたワリを！

セレネ：本当に気に入ったんですね（笑）。

ドル：ええ。ずいぶんと前から食っているような、懐なつかしい味がするのです（一同笑）。

フレア：あははは（笑）。

ＧＭ：では、危険がいっぱい近道コースへ行くと言うことで。「コロローナ商会、トップにいながらあえて危険な近道を選択しました！　これも風雲児の教育の賜たま物ものでありましょうか！」フィルタが実況すると、コロシアムの方も盛もり上あがっているようです。




エリア３イベント

　指定された出口までＰＣ全員が移動するとイベント終了となる。イベント中はラウンド進行とし、経過したラウンド数が進行ポイントの決定でのペナルティとなる。




ＧＭ：てなわけで、「危険がいっぱい近道コース」の扉を開けるとイベントの開始です。

ドル：さて、何が来るかのう。

ＧＭ：細長い通路の先に、何かが待ち受けている気配があります。

フレア：敵ですね！

ユーノス：む、さっそくですか！

ＧＭ：尾おが蛇へびになっているサソリ、サーペイオンが三体、その10メートル後ろには竜りゆうのような大だい蛇じや、ドラゴンスネイクが一体います。
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ドル：いきなり四体のエネミーか。さすがは危険がいっぱいな近道じゃ。

ＧＭ：それから、宝たから箱ばこがふたつ配置してあります。
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フレア：あのっ、質問があります！

ＧＭ：なんでしょう、フレアさん？

フレア：宝箱には張はり紙がみしてないですか！

ＧＭ：は、今度はないです（笑）。

フレア：よーし。今度こそリビルドで上がったわたしの攻こう撃げき力りよくを見せる機会！

ユーノス：ミラーゴーレム戦では、宝箱を開けてばかりでしたからね。

フレア：早く威い力りよくを試したいんです。




　しかし、フレアが剣けんを振ふるより早く、セレネとドルの〝魔まのコンボ〟が炸裂。エネミーは、２ラウンドかからず一いつ掃そうされてしまった───。




フレア：振り上げた剣が、振り上げた剣がっ～！

セレネ：大丈夫だよお姉ちゃん！　きっとまだ機会があるから！

ＧＭ：このイベントを抜ぬけるのにかかったラウンドが、第５ターンの進行ポイントのペナルティとなりますので、戦闘は終しゆう了りようしてますが、このままラウンド進行で進めます。

ドル：３ラウンド目ということじゃな。

ユーノス：では、ボクの行動からですね。戦闘中にエリア探たん査さをしたところ、引っかかったトラップはありませんでしたが。

ドル：ユーノス、前進してお前のエリア探査が正しかったことを証しよう明めいするのだ（笑）。

ユーノス：くそ、そう言われれば進むしかない！

フレア：そうか、これが漢おとこ探たん知ちなんですね！（笑）

セレネ：ユーノスさん、男らしい（笑）。

ユーノス：進みます！　進みますとも！

ＧＭ：すると、通路に仕し掛かけられたギロチンがしゅぱん！　と、ユーノスを襲おそう！

ユーノス：やっぱりかー!!（爆笑）

フレア：ああ、ユーノスさんが！（笑）

ＧＭ：難なん易い度ど14の【敏びん捷しよう】判はん定ていで避よけられますよ。

ユーノス：回かい避ひじゃなくて【敏捷】？　《バタフライダンス》は使えないのですか？

ＧＭ：トラップの項こう目もくには、無む慈じ悲ひにも【敏捷】と書いてあります（笑）。

ユーノス：ということはダイス目10以上？　フェイトを使えば、あるいは……。

ドル：ユーノス、お前の【ＨＰ】より、フェイトの方が重要だ（笑）。

ユーノス：ああ、わかりましたよ！（一同笑）　フェイトは温おん存ぞんしますよ！

ＧＭ：ドルは、身内以外には冷たい（笑）。

ユーノス：こうなれば！（ダイスを振る）……よし、ダイス目は11！　達成値15で避けた！

一同：おおおおおっ──────!?
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ドル：……いや、だから。ああ言っておくと本気を出すと思ってな（笑）。

ユーノス：ええ、出させてもらいましたとも！

ＧＭ：これが、風雲児の娘たちを育ててきた教育方法だったのでしょう。

ユーノス：ともかく、まだメジャーアクションが残っている。先に進もう。

ＧＭ：じゃあ、もうひとつ揺ゆれるギロチンが！（一同笑）　難易度は14で変わらずです。

ユーノス：そりゃあるよね！　危険がいっぱいコースだもん!!（一同爆笑）




　危険がいっぱい近道コース、その名にたがわぬ危険度である。




ドル：ユーノス（笑）。

ユーノス：さすがに今度はフェイトを使わせてもらいますよ。３Ｄならば期待できる数字。とう！（ダイスを振る）……惜おしい、【敏捷】の達成値は13でした！

ＧＭ：ははは、けっこう痛いたいですよ。（ダイスを振る）21点の物理ダメージです。

ユーノス：まだ何とかなる。さあ、ボクが血を流しながら切り開いた道に続くのです！

フレア：わかりました！　せっかくだからその道を進みます。

ＧＭ：はい、進んだ先にギロチンです！

フレア：ええええっ!?　まだあったんですか！

ＧＭ：危険がいっぱいな近道ですから。回かい避ひは失敗？　では、28点ダメージ！

フレア：しゅぱーんと斬きられ、13点受けましたー。

ドル：戦闘が楽勝だったので油ゆ断だんしたが……わりと危険ですぞ、このコース。

セレネ：宝箱をあきらめて、先に進んだ方がいいかもしれない。

フレア：えー、開けないの？　セレネちゃん。

ＧＭ：（ねっとりとした声で）ええ～、本当に置いて行っちゃっていいんですかぁ～？

フレア：ああっ！　ＧＭが後うしろ髪がみを引くような視線で！

ドル：これは危険な匂においがしますぞ。先を急ぐが吉きちです、フレアお嬢じようさま！（笑）

フレア：わたしは、ドルさんに引きずられて行くんですね（笑）。あ～れ～。




　というわけで、宝箱をあきらめて先を進むコロローナ商会であった。

　このエリアでのドロップ品の総そう計けいは一万二五〇〇Ｇ。

　コロローナ商会は、総計三万六五〇〇Ｇをゲットしている。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、進行ポイントを出しましょう。トップのコロローナ商会からどうぞ。

フレア：わかりましたー。ドルさん、ここはフェイトを使った方がいいですかね？

ドル：急ぐ必要はありますまい。温おん存ぞんしておくべきかと。

フレア：じゃ、マイナス３で振りま～す。（ダイスを振る）ああ!?　ダイス目は３!?

セレネ：ということは、指し引き０？

ドル：いや、ルール上最低１は保ほ障しようされております。

ＧＭ：これはチャンス！　クラッシュエンジェルズの進行ポイントを振りましょう。（ダイスを振る）ダイス目は13！　遠回りのマイナス２を入れて進行ポイント11、逆転です！

フレア：ああ、抜かれちゃった！

セレネ：でも、遠回りだからまだまだチャンスはあるよ。

ＧＭ：では、残りのギルドを振っていきましょう───。




　すべてのギルドの進行ポイントを決定したところ、第５ターンの順位は次のようになった。




第５ターンの順位

一位　クラッシュエンジェルズ　　　エリア３　進行ポイント11　エリア４へ

二位　コロローナ商会　　　　　　　エリア３　進行ポイント１　攻略中

三位　ワイルドイヤー　　　　　　　エリア２　進行ポイント６　エリア３へ

四位　ゴージャスサンズ　　　　　　エリア２　進行ポイント12　エリア３へ

五位　クールフィッシャーマンズ　　エリア２　進行ポイント10　エリア３へ

五位　ＳＬＡＳＨ　　　　　　　　　エリア２　進行ポイント10　エリア３へ

七位　エルクレストブレインズ　　　エリア２　進行ポイント９　攻略中

失格　デッドマンズ
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◆Middle 08◆危険なルートは危険がいっぱい




　続いて第６ターン。コロローナ商会はエリア３を攻略中である。

　安全遠回りコースを選んだクラッシュエンジェルズは、快調に飛ばしている。

　もたついている間に、後続もエリア３に到達する。




ＧＭ：第６ターンです。コロローナ商会はエリア３攻略中です。

フレア：クラッシュエンジェルズのお姉さまたちは？

ＧＭ：第５ターンで11を出したので、エリア３を突破して現在エリア４です。

フレア：遠回りして、先を越こしていったんですね。

セレネ：さすがに速い。

ＧＭ：そういうことです。そしてエリア３には、ワイルドイヤー、クールフィッシャーマンズ、ゴージャスサンズ、ＳＬＡＳＨが乗り込んできます。

ユーノス：追いつかれてきましたね。

フレア：みんなは、どっちのコースを選ぶのかな？

ＧＭ：どっちを選ぶかは、決まってますよ。

セレネ：じゃあ、危険な近道コースを選んだのは？

ＧＭ：クールフィッシャーマンズ、ワイルドイヤー、ＳＬＡＳＨですね。

セレネ：ゴージャスサンズは？

ＧＭ：ゴージャスサンズは安全遠回りコースを選びます。「ふふん。お金持ちが、あえて危険を冒す必要はあるまい」と言って（笑）。

フレア：さすがはお金持ち（笑）。

ＧＭ：では、危険がいっぱい近道コースを選んだギルドが無事突破できるか判はん定ていで決めます。（ダイスを振る）えー、クールフィッシャーマンズ、ワイルドイヤーは無事でした。……ＳＬＡＳＨは、失敗（笑）。

セレネ：ＳＬＡＳＨがっ！

ＧＭ：「あっ、宝箱だ。ラッキー」ＳＬＡＳＨのリーダーが気づき、それを拾いに行きます。

フレア：それ、わたしたちが置いていったヤツ！

ユーノス：（ＳＬＡＳＨメンバーになり）「せっかくだから、いただいていきましょうよリーダー♪」

ＧＭ：と、宝箱に近づいていくんですが、その瞬間、宝箱がぐわっと口を開けて襲いかかってきます！　ＳＬＡＳＨ、ここで失格！

ドル：あの宝箱ミミックか！　そりゃ危なかったわい。

ユーノス：諦あきらめたのは正せい解かいでしたね、フレアさん。

フレア：いやー！　ミミックはダメぇー！

セレネ：ああ、お姉ちゃんのトラウマが（笑）。




　フレアは一巻かんの第一話、現金探たん索さく争そう奪だつマッチでミミックにより戦せん闘とう不ふ能のうとなっているのだ。




ユーノス：ギロチンの次は、ミミックまで。本当に危険がいっぱいですね。

ドル：うむ、実にその名の通りじゃ。

フレア：ミミックこわいよ～。

セレネ：もう大丈夫だよ、お姉ちゃん。

ユーノス：ボクが漢探知で危険を排除しましたからね（笑）。

ドル：エリア探査に成功すればよかろう！

ＧＭ：というわけで、ＳＬＡＳＨが失格。第６ターンの進行ポイントを振っていきます。

一同：はーい。

ＧＭ：まずは、クラッシュエンジェルズが進行ポイント７でエリア４突破です。

フレア：もうエリア４抜けたんですか。

ＧＭ：エリア４は５点で抜けられますからね。さて、コロローナ商会です。




　第７ターン。各ギルドはそれぞれ近道、遠回りを選んでいく。

　結局、コロローナ商会進行ポイントは８点。あと一歩でエリア５に到達できなかった。

　コロローナ商会がエリア５に到達したのは、第７ターンのことであった。




第７ターンの順位

一位　クラッシュエンジェルズ　　　エリア５　進行ポイント６　森林エリアへ

二位　コロローナ商会　　　　　　　エリア３　進行ポイント15　エリア５へ

三位　クールフィッシャーマンズ　　エリア３　進行ポイント13　エリア５へ

四位　ワイルドイヤー　　　　　　　エリア３　進行ポイント11　エリア５へ

五位　ゴージャスサンズ　　　　　　エリア３　進行ポイント10　エリア４へ

六位　エルクレストブレインズ　　　エリア３　進行ポイント７　攻略中

失しつ格かく　デッドマンズ、ＳＬＡＳＨ
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◆Middle 09◆休憩所




　第８ターン───。

　トップを行くのはクラッシュエンジェルズである。彼女たちは、すでにダンジョンブロックを抜けて、野外ブロックの森林エリアに到達している。

　コロローナ商会、クールフィッシャーマンズ、ワイルドイヤーが横よこ並ならびで追っている。

　遅れて、遠回りコースを選んだゴージャスサンズ。

　さらに遅おくれてエルクレストブレインズが最下位といった状じよう況きようだ。

　エリア５には、水や食しよく糧りようが大量に並ならべられていた。




ＧＭ：さて、第８ターンです。室内ダンジョンブロック最後のエリア、エリア５に到とう着ちやく。エリア５は休きゆう憩けい所じよとなっています。突破に必要な進行ポイントは５点となっています。

フレア：５点ですか。エリア５は短いんですね？

ＧＭ：はい。そして休憩所には、山やま盛もりのにくと果実などの食糧が並ならべられています。




エリア５イベント

　好きなだけにくと果実で回復できる。回復に使ったラウンド数だけペナルティを受ける。




ドル：ほう、食糧？

ユーノス：マラソンでいう給水所といった感じですか？

ＧＭ：そうですね。「選手の皆みなさんはご自由にどうぞ」と張はり紙がみがしてあります。ちなみに、にくと果実はアイテムで、にくは【ＨＰ】を１Ｄ、果実は【ＭＰ】を１Ｄ回かい復ふくさせます。どちらも使うのはメジャーアクションとなります。

セレネ：ああ、ちょうど補ほ給きゆうを受けたいタイミングで！

ＧＭ：このイベントでは、好きなラウンド数休憩できます。で、その休憩したラウンド数が次の進行ポイントを振るときのペナルティとなります。

ドル：それで、食糧を食いたい放題食える、と。

ＧＭ：その食糧の脇わきには、これくらいのツナ缶かんっぽいのが三つほど置いてあります。

一同：ツナ缶!?（爆笑）




　ツナ缶───。

『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド　ベネット見聞録』（富士見書房刊）に収しゆう録ろくされているアイテムで、正式名めい称しようは自じ爆ばく缶かん。一巻かんでもちらりと登場した。

　所持しているキャラクターが戦闘不ふ能のうになると、爆ばく発はつしてとどめを刺さしてくれるという大変危険なアイテムである。




ＧＭ：しかし、前回見たツナ缶とは、少し違ちがうようですよ。

セレネ：どう違うんですか？

ＧＭ：缶には宝ほう石せき類るいがたくさん付いていて、とても高こう価かな缶に見えます。

フレア：お金になりそうですよ、ドルさん！（一同笑）

ドル：待ってくだされ、フレアお嬢じようさま。だからといって手にするのは大変危険です！

ＧＭ：一いち応おう、アイテム鑑かん定ていを行ない、どういう効こう果かのものか識しき別べつできます。この判定は、特別に休憩での行動に含ふくめないものとしましょう。

セレネ：じゃあ、わたしが判定しましょう。（ダイスを振る）達成値は16です。

ＧＭ：おっ、それなら成功しました。これは〝宝石缶〟というものです。「ツナ缶程てい度どの大きさの道具。錬れん金きん術じゆつで作られた爆ばく発はつ物ぶつであり──」

セレネ：やっぱり爆発物なんだ（笑）。

ＧＭ：「なんらかの条じよう件けんによって爆発し、所持しているキャラクターに２Ｄの【ＨＰ】ダメージを与あたえて消しよう滅めつする」

ドル：なんらかの条件？　つまり、起き爆ばく装そう置ち付きの爆ばく弾だんか！

フレア：でも、とどめを刺さしたりはしないんですね。

ＧＭ：そして、一〇〇〇Ｇのドロップ品として扱あつかいます。このサバイバルダンジョン大会ではドロップ品の値ね段だんは一〇倍されますので、持って帰ると一万Ｇです。

フレア：一万Ｇ!?　ど、どうしよう？

セレネ：今三万六五〇〇Ｇ稼いだからふたつ持っていくと二位でも一〇万Ｇ稼かせげる。

ユーノス：いや、しかし危険すぎますよ、この缶は（笑）。

セレネ：それよりも消しよう耗もう大きいです、ある程てい度どは回復したい。

ユーノス：ここは、ゆっくり回復しましょう。

フレア：じゃあ【ＨＰ】減へっているので、にくをわしわし食べます。おいしー。

セレネ：わたしはＭＰポーションも飲んでおこう。こっちの方が効こう率りついいし。




　コロローナ商会は合計５ラウンドの休憩を取り、全員の【ＨＰ】を全ぜん快かいさせた。




ドル：【ＭＰ】を回復しきれなかったが、まずまずですな。

ＧＭ：それでは行きますか。エリア５を抜ぬければ、森林エリアです。

セレネ：クラッシュエンジェルズは、もう森林エリアに抜けていったんですね？

ＧＭ：ええ。森林エリアを独走中です。では、クラッシュエンジェルズの進行ポイントを振ふります。（ダイスを振る）……ダイス目は６、現在進行ポイントは６点。

フレア：離はなされないようにしないと。

ＧＭ：では、コロローナ商会は進行ポイントを振ってください。

ドル：今度はわしが振ろう。フェイトを１点使って３Ｄにするのじゃ。（ダイスを振る）ダイス目が11、休憩した５ラウンドをマイナスして、進行ポイントは６点。問題なしじゃ。

フレア：一発で抜ぬけました～。




　第８ターンの結果は、次のとおりである。




第８ターンの順位

一位　クラッシュエンジェルズ　　　森林エリア　進行ポイント６　攻略中

二位　ワイルドイヤー　　　　　　　エリア５　　進行ポイント９　森林エリアへ

三位　クールフィッシャーマンズ　　エリア５　　進行ポイント７　森林エリアへ

四位　コロローナ商会　　　　　　　エリア５　　進行ポイント６　森林エリアへ

五位　ゴージャスサンズ　　　　　　エリア５　　進行ポイント３　攻略中

六位　エルクレストブレインズ　　　エリア３　　進行ポイント12　エリア４へ

失しつ格かく　　デッドマンズ、ＳＬＡＳＨ
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◆Middle 10◆森林を駆け抜けろ




　第９ターン。先頭集団は鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげる森林エリアに到達。

　クラッシュエンジェルズがトップ、三つのギルドが追う展開である。

　休憩所でたっぷり休憩したコロローナ商会は、現在四位。第二集団の後方である。




ＧＭ：というわけで第９ターン。コロローナ商会は森林エリアにやってきました。

フレア：来ました～。

ＧＭ：そしてフィルタの実況！　「サバイバルダンジョン大会もいよいよ後半戦。戦いの舞ぶ台たいは、生い茂る木々が行く手を阻はばむ緑の魔ま境きよう、森林エリア！　さあ、生き残りをかけた戦いはまだまだ続きます！」

セレネ：解説ありがとう、フィルタ。

フレア：いよいよ本格的なサバイバルって感じですねー。

ＧＭ：森林エリアを抜けるには、進行ポイントが20点必要です。

セレネ：長なが丁ちよう場ばですね。森林エリアはどういうイベントになるんですか？

ＧＭ：は、このエリアでは毎ターン、イベントが発生します。

フレア：毎ターンですか。

ＧＭ：ターンの始めにひとりが【幸運】判定を行ない、発生するイベントを決めます。

ユーノス：森の中で、いろいろなものと遭そう遇ぐうするわけですね。

ＧＭ：そんな感じです。【幸運】判定は順番にひとりずつ。

ドル：すると、高い順に振っていった方がよいな。

セレネ：ですね。

ＧＭ：そして、さらなるルールを発表するフィルタ。「この森林エリアでは、他のギルドに対しての攻こう撃げきが認みとめられます！」

ドル：なんじゃとう!?

ユーノス：つまり、イベントの結果によっては戦闘もあり得ると？

ＧＭ：はい、そうです。

フレア：結構重要ですね、【幸運】判定。

ＧＭ：では、イベントを決めます。誰かひとり【幸運】判定を行なう人を決めてください。

セレネ：わたしが振りましょう。【幸運】は４と高い。

フレア：任まかせたよ、セレネちゃん。

セレネ：行きます。（ダイスを振る）……達成値ちは14！

ＧＭ：いきなり高いですね。14だと、特にイベントは何も起こりません。

セレネ：ほっ、よかった。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、進行ポイントを決めていきます。ちなみに、ワイルドイヤーはここでプラス３のボーナス。野外は得意なのです。

フレア：さすがは野性のチーム。

ＧＭ：クールフィッシャーマンズは、逆に苦手なのでマイナス２のペナルティ。

フレア：海の男は山が苦手（笑）。

ＧＭ：さあ、コロローナ商会の進行ポイントを算出しましょう。

フレア：では、振りま～す。（ダイスを振る）……ダイス目は11！

セレネ：お姉ちゃんさすが！

ドル：うむ、次に９以上出せば突破ですぞ。つぎにフェイトを使えばよい。
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　そして、第10ターンの開始。

　コロローナ商会は森林エリアの攻略を続ける。

　現在、進行ポイントは11。一気に突破したいところ。




ＧＭ：では、第10ターンです。【幸運】判定を。サバイバルっぽいイベントが起こりますよ。

フレア：じゃあ、わたしが振ります。（ダイスを振る）達成値は12！

ＧＭ：……12ですか。するとライバルギルドとの遭そう遇ぐうイベントが起こります。森林エリアを抜けようと歩いていると、ワイルドイヤーとばったり出会います。

セレネ：あら？

ＧＭ：「にゃ？　お前たちはコロローナ商会!?」ネコミミ少女が声を上げます。

フレア：にゃ？　にゃにゃにゃ？

セレネ：お姉ちゃん、普通の言葉で通じるから！（笑）

ＧＭ：すると、リーダー格かくのウサミミ、ピョン・スティンガーが「きししし！　ここでお前らを消しておけば、ライバルが減へるぴょん！」と、戦闘を吹ふっかけてきます！

ユーノス：はっはっは、それはこちらにも言えること！

フレア：でも、ここで負けちゃったら？

ＧＭ：失格です。で、戦闘ラウンド数はペナルティになります。「おおっと！　ワイルドイヤーが血に飢うえた野や獣じゆうの本ほん能のうをあらわにし、コロローナ商会に襲おそいかかります！」フィルタの実況も熱が籠こもってきますね。

ドル：むっ、来るか!?

ＧＭ：しかし、こいつらは休憩所をスルーしたので結構傷きずついてます。実は戦闘は厳きびしい。

セレネ：こっちは５ラウンド休息取ってますからね。

ＧＭ：戦闘配置はお互たがいひとつのスクウェアに入って20メートルの距きよ離りです。こっちの【行動値】は、ウサミミのピョンが９と早いですね。

ドル：９？　セレネお嬢じようさま。こりゃ《ヘイスト》で先手を取れば勝てますぞ！

セレネ：そっか、自分に《ヘイスト》！　【行動値】に３点追加！

ドル：そののちに、わしが《マジックブラスト》＋《ランドフィッシャー》じゃ！

ＧＭ：ぎゃあああああ～!!




　セレネが《ヘイスト》で【行動値】10となって先手を取ったのち、《サモン・リヴァイアサン》を使用。ワイルドイヤーは全員転倒となる。転倒を解除したピョンが、マスケット銃でドルに13点のダメージを与えたものの、続く《ランドフィッシャー》によって今度はマヒ。

　さらにユーノスの《ジョイフルジョイフル》でもう一発《ランドフィッシャー》を喰らう。

　ワイルドイヤーは、２ラウンドで壊かい滅めつした───。




ＧＭ：「ま、負けたぴょん……」フルボッコになったワイルドイヤー。さてドロップ品が出ますよ。こいつら、結構宝箱を開けてますから。

フレア：わーい！　もらっていくね、うさぎさんたち。

セレネ：ドロップ品は合計五〇〇〇Ｇ入りました。

ユーノス：これで、四万一五〇〇Ｇ。

ドル：二位でも借金返へん済さいの目が見えてきたわい。

ＧＭ：というわけで、ワイルドイヤー失格。「優ゆう勝しよう争いは、クラッシュエンジェルズ、クールフィッシャーマンズ、コロローナ商会に絞しぼられてきたようです！」




　現在、コロローナ商会が獲得している賞金は四万一五〇〇Ｇ。

　二位に入賞し、五万Ｇの賞金を得ることができれば、一〇万Ｇ返済の目途が立つのだ。




ＧＭ：（ダイスを振る）クラッシュエンジェルズは、進行ポイント９点獲かく得とくで、森林エリアを突破、湖こ畔はんエリアへ。

フレア：９以上で追いつけますよね？

ＧＭ：そうですね。ただ、イベントによって戦闘でマイナス２のペナルティがつきます。

フレア：フェイトを１点使って……３Ｄで行きます！

ドル：うむ、勝負ですぞ。

フレア：えい！（ダイスを振る）……やった、ダイス目は12！

一同：おおおおおっ──────!!

ＧＭ：「コロローナ商会！　クラッシュエンジェルズを追い上げます！　その背中を射しや程てい圏けん内に捉とらえました～!!」フィルタも興こう奮ふん気味です（笑）。

フレア：応おう援えんありがと～！　いぇい！

ユーノス：素す晴ばらしい、あなたたちは伝説になる。この状況を、しっかりメモしておかねば。

ＧＭ：（他のギルドのダイスを振り）というわけで、第10ターン終了です。




第10ターンの順位

一位　クラッシュエンジェルズ　　　森林エリア　進行ポイント24　湖こ畔はんエリアへ

二位　コロローナ商会　　　　　　　森林エリア　進行ポイント21　湖畔エリアへ

三位　クールフィッシャーマンズ　　森林エリア　進行ポイント18　攻略中

四位　ゴージャスサンズ　　　　　　森林エリア　進行ポイント11　攻略中

五位　エルクレストブレインズ　　　エリア４　　進行ポイント６　エリア５へ

失格　デッドマンズ、ＳＬＡＳＨ、ワイルドイヤー
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◆Middle 11◆湖畔にて




　第11ターン。森林を抜けると、広い湖が見えてくる。

　その湖畔を駆かけ抜ぬければ、もうゴールの闘技場ブロックだ。




ＧＭ：では、第11ターンとなります。湖畔エリアに到着ですね。

セレネ：森を抜けて、湖が見えるんですね。

ＧＭ：はい。広い湖がありまして、その周囲を走り抜けて闘技場を目指すことになります。

フレア：風ふう光こう明めい媚びな風景を眺ながめながら、湖の周りをランニングするって感じですか？

ＧＭ：そうですね。このエリアを抜けるには15点の進行ポイントが必要です。

セレネ：今、トップとの差はほとんどありませんよね？

ＧＭ：ほぼ同着ですからね。クラッシュエンジェルズがわずかにリードしている状じよう態たいです。

ユーノス：クールフィッシャーマンズとゴージャスサンズが、我われ々われ先頭集団を追っていると。

フレア：ゴージャスサンズ、何気に頑がん張ばってますよね？

ドル：連中、危険なことは何ひとつしておらんからな。

セレネ：金持ちケンカせず、ですね（笑）。

ＧＭ：てなわけで、先頭を行くクラッシュエンジェルズを追おうとすると……釣つり人びとが竿さおを立てて寝ねそべっているのが目に入ります。横には、酒さか瓶びんが置いてありますね。

フレア：こんなところに、謎なぞの釣り人が（笑）。

ユーノス：しかも、何かうさんくさい（笑）。

ＧＭ：ちょうど、ウキがくいくいっと引いていますが、気づいてないようですよ？

フレア：ああっ、引いてる引いてる！

ＧＭ：あ、教えますか？

フレア：はい。あのー、引いてますよ？

ＧＭ：そう声をかけられると「おお、すまんすまん」と気づいて、竿に手をかけるんですが、その釣り人は、メガネをかけて煙草たばこをくわえているそこそこの美形です（笑）。

一同：そこそこ美形きた──────!?（爆笑）

フレア：はっ、ユーノスさんと同じ匂においがっ!?

ユーノス：どんな匂いですか！（笑）

ＧＭ：ただ違うのは、ひょっとしたら伝説の剣けん豪ごうアロンダイトなのかもしれない……なんて思わせる匂いがあることです。

ユーノス：なんですかその説明的な匂いは！（笑）

フレア：アロンダイト……『レジェンドガイド』に載のっていた《水すい波は斬ざん》の人ですよね？

ＧＭ：プレイヤーに説明しますと、そういうことです。で、彼かれは「おっと、これはなかなかの大物のようだ！」と、そう言った途と端たん、メガネの奥おくの目がキラリと光る！

フレア：目が光った!?

セレネ：きっと何か来る！　何となくわかったけど（笑）。

ＧＭ：くわえ煙草の男は、すうーっと竿を水面に突つき入れて一気に振ふるうと、たちまち衝しよう撃げき波はが湖面を走り、飛沫をあげていきます！

一同：おおおおお──────!?

ドル：すると、すんごいでかい、体長15メートルぐらいの魚がどばーっ!!

一同：15メートル!?（爆笑）

セレネ：でかっ!?

ＧＭ：そう、15メートルはあろうかという巨きよ大だいな魚が、衝撃波に跳はね上あげられ一気に陸に引ひき揚あげられるのです！　……そんな大物だとは、ＧＭも思っていませんでしたが！（笑）

フレア：わー、お兄さん大物だよ！

ＧＭ：「ああ、ありがとう。お嬢じようちゃんのおかげだよ」と（笑）。

フレア：でも、さっきの技わざすごいですね！

ＧＭ：「興きよう味みがあるかい？　だったら、特別に教えてあげよう」なんて言いますよ。

フレア：えっ、本当に!?　覚えたいです！

ドル：フレアお嬢さま、ほら先を急ぎませんと。

フレア：ドルさん今の見ました？　すごいおっきな魚が釣つれたんです。もう眼めをキラキラさせてます！　興きよう味み津しん々しんですよ。

ドル：いや、見ましたとも。このお人が常じよう人じんではないことは、よ～っくわかりました。それはそれとして！　わしらは先を急がねばならんのです。

ユーノス：たしかに常人ではないですね。あなどれない夢ゆめと希望の力を感じます（笑）。

ドル：中学生とかが大好きな、夢と希望の力な（一同笑）。

ユーノス：ボクは、この人とは相あい容いれないかもしれない（笑）。

ドル：この男、似ているようで微妙にお前とは方向性が違うっぽいしのう、この男。

ＧＭ：「先を急ぐのかい？　だったら、この技は近道にも使えるぜ？」と言いますよ。

フレア：近道？

ＧＭ：「そうとも。湖の周りを走るより、湖を割わって真っ直ぐ進んだ方が早いだろう？」

ユーノス：かなり無茶言ってませんか、この人？（笑）

フレア：湖が割れる!?　それ本当ですか！




　湖が割れる───その言葉にフレアの身体に流れる風雲児の血が反応した。




ＧＭ：「さっきの技、《水波斬》ならな。もっとも覚えられるかどうかは、お嬢ちゃんの頑がん張ばり次第だ」と、にやりと笑います。

フレア：ドルさ～ん！

ドル：あ～、はいはい。フレアお嬢さまのお好きになさいませ。

フレア：ありがとう、ドルさん！

ドル：わしはその辺でワリでも食ってますので。ばりばりばりばり（一同爆笑）。

ユーノス：またワリが（笑）。

フレア：セレネちゃん、わたしやってみようと思うんだけど！

セレネ：うん、お姉ちゃんならきっとできるよ。

ＧＭ：くわえ煙草の男はセレネが胸むねにつけた〝パリスの剣〟バッジをふと見ると「そう、できるとも。あの男の娘ならな」なんてことを呟つぶやく。

セレネ：ん？　意味深な発言が。

フレア：この人、お父さんの知り合いなのかな？

ＧＭ：ここで深くは語らないキャラですので。

ドル：で、実じつ際さいどうやって習得するのだ？

ＧＭ：はい、今から説明します。進行ポイントを振るのを一回お休みするかわりに、フレアが《水波斬》を習得できるかどうかを命中判定で判定します。

フレア：一回分お休みするんですか？

ＧＭ：そうです。ちなみに難なん易い度どは20。

フレア：高っ!?　失敗したらどうなるんですか？

ＧＭ：次の進行ポイントを振るのをもう一回お休みして再さい挑ちよう戦せんすることになります。まあ、途と中ちゆうで諦あきらめても構かまいませんが、その場合《水波斬》を習得することはできません。

ドル：結構、差が開くことになりそうですな。




《水波斬》を早く習得すれば、差が開くことを最さい小しよう限げんに抑おさえられる。

　しかし、手間取ればその差はどんどん開き、優ゆう勝しようはおろか入賞さえも遠のいてしまう。

　フレアは、わずかな時間考えて、結けつ論ろんを出した。




ＧＭ：「ふっ、やってみるか？」と、さっそく教えてくれるようです。では第11ターン、コロローナ商会は《水波斬》習得のため一回休みです。

フレア：頑がん張ばります！

ＧＭ：というわけで、くわえ煙草のそこそこ美形が「さあ、今から言うとおりに構かまえるんだ。まず心を水鏡のように無にし、刀身を静かに水に沈しずめろ」とレクチャーします。

フレア：わかりました。心を無にして……。
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ドル：命中ならば、３Ｄ＋６。難易度20はフレアお嬢さまなら出ない数字ではない。

フレア：たー！（ダイスを振る）ああ、出ない！　フェイトを使って振り直します！

ドル：自分のダイス目を信じるのです。

フレア：とーう！（ダイスを振る）　ああ～、18!?

ＧＭ：「まだ心を無にできなかったようだな」フッと笑うそこそこ美形。

フレア：まだまだ借金のことで頭がいっぱいで（爆笑）。

セレネ：だよねー（笑）。

ＧＭ：「忘わすれるんだ、今はな。さっ、次だ」というわけでイベント終了。クラッシュエンジェルズから進行ポイントを決めます。（ダイスを振る）おおっ、15。湖畔エリアを突破しました。

ドル：もう闘技場についてしまいましたな。こりゃ追いつけませんぞ。

ＧＭ：そしてクールフィッシャーマンズ。こいつらはここでボーナスを受けます。

フレア：ああ、海の男だけに！

セレネ：湖だけどね（笑）。

ＧＭ：「おっと！　クールフィッシャーマンズ、ヴァイキング船を担いでいますよ！」と、フィルタが驚きよう愕がくの報ほう告こくを。

一同：ヴァイキング船!?

ＧＭ：「海の男は、ヴァイキング船を担かついで初めて一人前じゃけえ！」と、皆みなで担いできた船に飛び乗り、湖を渡わたっていきます。＋４のボーナスの演えん出しゆつです。

ユーノス：うーむ、海の男はすごい。

ドル：ヴァイキングは、水の中でもペナルティ受けんからな。

ＧＭ：（ダイスを振る）ボーナスを足して12。そして、ゴージャスサンズが森林エリアを突破、エルクレストブレインズが休憩所から森林エリアに入ります。

ユーノス：彼らに抜ぬかれたら、三位入賞も危あやうい。
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ＧＭ：では、第12ターンに移うつります。




　そして第12ターン。

　他のギルドが先を急ぐ中、フレアは、《水波斬》習得に挑戦する。

　差は、開く一方であった。




ＧＭ：第12ターンの始まりです。ゴージャスサンズは湖畔エリアに到着。「コロローナ商会が水遊びをしている？　なんだかよく知らんが、今がチャンスだ！」と抜く気満々です。

フレア：まだまだ頑張ります！

ＧＭ：「よし、次だ」と、《水波斬》の構かまえを取るように言います。

フレア：いきます！（ダイスを振る）うっ、惜おしい、18!?

ＧＭ：「まだまだだな。焦あせりがある」と、くわえ煙草をふかしつつ寝ね転ころびます。

フレア：ううう～。

セレネ：今、闘とう技ぎ場じようブロックのクラッシュエンジェルズは、どうなっているんだろう？

ＧＭ：闘技場ブロックに到着すると、進行ポイントを貯めるルールではなくなります。まあ、闘技場についてもすぐにゴールできるわけではありません。

セレネ：きっと戦闘か何かあるんだ。

ＧＭ：ついたときにくわしく説明しますよ。それではクールフィッシャーマンズから。彼らはもう振るまでもなく、湖を乗り切って闘技場ブロックに向かいます。

セレネ：お姉ちゃん、早くしないと！




第12ターンの順位

一位　クラッシュエンジェルズ　　　闘技場ブロック　１ラウンド目

二位　クールフィッシャーマンズ　　湖畔エリア　進行ポイント23　闘技場ブロックへ

三位　ゴージャスサンズ　　　　　　湖畔エリア　進行ポイント７　攻略中

四位　コロローナ商会　　　　　　　湖畔エリア　進行ポイント０　攻略中

五位　エルクレストブレインズ　　　森林エリア　進行ポイント10　攻略中

失格　デッドマンズ、ＳＬＡＳＨ、ワイルドイヤー
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◆Middle 12◆必殺技、開眼！




　第13ターン。ゴージャスサンズは進行ポイント９を獲得。コロローナ商会を抜き去ってしまう。三位に入らなければ、賞金も得られない。もう、後がない。

　しかし、フレアは《水波斬》習得に懸ける───。




ＧＭ：「コロローナ商会、現在四位に転落です！　一向に進む気配がありません。わたくし、心配になってまいりました」と、フィルタも焦あせり気味です。

セレネ：急がないと、二位も危険。

フレア：じゃあ、フェイトを１点使って４Ｄにします。今度こそ～……えーい!!（ダイスを振る）……17……６足して……23です。やったー!!　覚えた───!!

ＧＭ：すると、湖に衝撃波が走り、ざぱぁ[image: ][image: ][image: ]っ!!　真っ二つに割われます！




　フレアの放った斬撃が、湖の上をサ───ッと走っていく。

　湖面は、見事に斬きれた。

《水波斬》習得の瞬間であった。




フレア：セレネちゃん、湖斬れたよ!!

セレネ：やったね、お姉ちゃん！

ユーノス：素晴らしい！　やはりフレアさんはボクのサーガになくてはならない人だ。

ドル：うむ！　さすがですぞフレアお嬢さま。

ＧＭ：すると、そこそこ美形も「これが風雲児の力……か」と呟つぶやきます。

フレア：ありがとう、そこそこ美形のお兄さん……って、名前を聞いてなかったですね。

ドル：プレイヤーが知っているせいで、聞くのを忘わすれておった（笑）。

ＧＭ：すると、フッと笑って「アロンダイト、アロンダイト・ブランドだ」

フレア：アロンダイトさん、覚えました！

ＧＭ：アロンダイトは言います。「だが、その程度では《水波斬》を完かん璧ぺきに体得できたとはいえん。日々のたゆまぬ努力が必要になる」

ユーノス：その程度って……湖斬ってますよ!?（一同爆笑）

セレネ：どこまでやらせるんだろう、この人（笑）。

ＧＭ：まあ、このシナリオ中はまだ使えないということです。

フレア：ちゃんと訓練するまでは、まだ使えないってことですね？　わかりました！

ＧＭ：「さて、そろそろ竿を仕し舞まうか。釣つりという状況ではなくなってきた」そう言って、アロンダイトはざば～っと割れている湖に目をやります。この湖の真ん中を突つっ切きれば、進行ポイント一気に15点獲得。あっという間に闘技場ブロックにいけますよ。

ドル：うむ、急がないとせっかくの道もなくなってしまいそうだ。

セレネ：じゃあ、行こうかお姉ちゃん。

フレア：うん、行こう！

ＧＭ：それではコロローナ商会は湖畔エリアを突破、闘技場ブロックです！




　コロローナ商会は《水波斬》によってできた湖の道を直進し闘技場ブロックへと向かった。

　いよいよサバイバルダンジョン大会最後の関門となる。




第13ターンの順位

一位　クラッシュエンジェルズ　　　闘技場ブロック　２ラウンド目

二位　クールフィッシャーマンズ　　闘技場ブロック　１ラウンド目

三位　コロローナ商会　　　　　　　湖畔エリア　進行ポイント15　闘技場ブロックへ

四位　ゴージャスサンズ　　　　　　湖畔エリア　進行ポイント12　攻略中

五位　エルクレストブレインズ　　　森林エリア　進行ポイント18　攻略中

失格　デッドマンズ、ＳＬＡＳＨ、ワイルドイヤー
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ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆闘とう技ぎ場じようブロック




　サバイバルダンジョン大会もいよいよ佳か境きよう。

　クラン＝ベルのモンスターコロシアムを模もした訓練用の闘技場が最後の関門となる。




ＧＭ：というわけで、闘技場ブロックに到とう着ちやく。いよいよクライマックスフェイズです。フィルタが実じつ況きようします。「コロローナ商会、ついに闘技場ブロック到着～！　さあ、風雲児の娘むすめたちは、どんなラストスパートを見せるのか～っ！」

ドル：ともかくこれで最後です。賞金を獲かく得とくせんことには借金を返せませんぞ。

フレア：優ゆう勝しようか、二位を狙ねらわないとってことですね。

ユーノス：現げん在ざい、四万一五〇〇Ｇ稼かせいでますから……二位に入賞して五万Ｇをゲット、あとはドロップ品次第ってとこですね。

ＧＭ：この闘技場は、いつもあなたたちが試合をしているモンスターコロシアムをそのまま再さい現げんした、選手用の訓練施し設せつです。到着すると、クラッシュエンジェルズとクールフィッシャーマンズがすでに用意されたエネミーと戦せん闘とうを行なっています。

フレア：わたしたちも、ここで最後の相手と戦う？

ＧＭ：ええ、それを倒たおせばゴールです。で、観客席に座すわっているのは、ゴールを間近で見たいというＶＩＰや熱心なファンばかりとなってます。

ドル：こんな孤こ島とうにまでやって来るとは酔すい狂きような連中じゃな

ＧＭ：そして、観客席の目立つ位置には開かい催さいのスポンサーであるフェルナンド・カタルヘナがどっしり構かまえています。

ユーノス：たしか、開会式はクラン＝ベルのコロシアムにいましたよね？

ドル：スポンサーとしては、誰が優勝するかその目で見にきたのだろう。

ＧＭ：そんなところです。そのカタリーナパパは、オペラグラスでコロシアムに入ってくるあなたたちを見ながら「三位で到着か。さすがはあの男の娘たちだな」と呟つぶやきます。

フレア：また意味深な呟きが。

セレネ：お父さんの知り合いだっけ？

ドル：向こうもそれなりの商人ですからな。あの男は、いつも旦だん那なさまの持つ不思議な運に煮にえ湯ゆを飲まされておったのです。

フレア：カタリーナちゃんの実家、お父さんのライバルだったっけ。

セレネ：そういえば、カタリーナが嫌がらせしてくるのも、そのためだったような（笑）。

ユーノス：それで、このコロシアムでは、何が待っているのですか？

ＧＭ：すると、ずしーん、ずしーんとコロシアムに地じ響ひびきが起こります。

フレア：な、何事!?

ＧＭ：コロシアムのゲートが開いて、奥おくから巨きよ大だいな何かが出てきます。

ユーノス：気をつけて、何か出てきますよ！

ＧＭ：出てくるのは、複ふく数すうの脚あしで歩く巨大な鉄の塊かたまりです。上部には砲ほう塔とうがついています。

ドル：多た脚きやく戦車かっ!!

フレア：……たきゃくせんしゃ？

ドル：文字どおり、たくさん脚あしのついた戦車のことです。

ユーノス：ちょっと待ってください！　なんでそんな兵器が！

ＧＭ：カタルヘナ商会、つまりカタリーナパパは兵器を扱ってますので。

フレア：そっか。ツナ缶も輸入してるし、カタリーナちゃんちはきな臭いおうちだった（笑）。

セレネ：もしかして、カタリーナがパパにおねだりしていた、あれ？

ＧＭ：すると、砲塔のハッチが開き、誰か出てきます。

フレア：ほう？

ＧＭ：出てきたのは、全身鎧よろいで武ぶ装そうしたカタリーナです（笑）。

フレア：えっ？　カタリーナちゃんが!?（爆笑）

ユーノス：なんと、みずから乗のり込こんでいるとは！

ＧＭ：「おーっほほほ！　ごきげんようフレアさんにセレネさん！　これがわたくしがいっていた面白い出し物でしてよ！」
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フレア：ああ、言ってた言ってた！

セレネ：ワリを届けてくれたときに、言ってたね。

ドル：ワリに気を取られてすっかり忘れていたがな!!（一同爆笑）

フレア：ともかく、最後はカタリーナちゃんが相手なんですね？

ＧＭ：ええ。このエネミーを倒たおすとゴールとなります。

フレア：じゃあ、早く倒さないといけないんですね。

ドル：ですな。すでに、先行したふたつのギルドは戦闘ラウンドに入っておるのだろ？

ＧＭ：そうです。各ギルドが最後の敵を倒すかどうかはラウンドの最後、クリンナップに判はん定ていを行なって決めます。ラウンドが経けい過かするごとに、難なん易い度どは１ずつ下がっていきます。

ユーノス：クラッシュエンジェルズの難易度は、もう２下がっているのですか。

セレネ：それで、わたしたちは目の前の敵を倒せばゴールですか？

ＧＭ：そうなります。ちなみに同じラウンドで倒たおした場合は【敏びん捷しよう】で対決します。

ドル：大体わかったわい。お嬢じようさま方、ともかくあの鉄の化け物を倒さねばならんのです。

ＧＭ：「わかったかしら？　このフェルナンド・ウォーカーで、あなたたちの勝利を粉ふん砕さいし、絶ぜつ望ぼうを味合わせて差し上げますわよ！」

ユーノス：フェルナンド・ウォーカー!?

ドル：カタリーナパパの名前がついとるということは、パパ本人が開発者か（笑）。

セレネ：でも、お姉ちゃんが勝つよ。

ＧＭ：しれっと言った!?「……あ、あなたたちって本当にやりづらいわ」（一同笑）

フレア：うん。じゃあ行くね、カタリーナちゃん！

ＧＭ：と言ったところで、戦闘になります。




▼第１ラウンド

行動値

フェルナンド・ウォーカー　10

ユーノス　　　　　　　　　８

セレネ　　　　　　　　　　７

ドル　　　　　　　　　　　７

フレア　　　　　　　　　　６
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ＧＭ：敵との距きよ離りは15メートルです。

ユーノス：結けつ構こう離はなれてますね。

ＧＭ：それではセットアップ。「ほほほ、行きますわよ。ポチッとな！」

一同：ポチッとな!?

ユーノス：そのかけ声とともにボタンを押して勝った者はいない（笑）。

ＧＭ：そのポチッとなのかけ声でフェルナンド・ウォーカーに搭とう載さいされていた小型メカ、フェルナンド・プレデターが３体同じエンゲージに未行動で射しや出しゆつされます。

ユーノス：しかも小型メカまで出した（笑）。

ＧＭ：この小型メカの【行動値】は７、フレアより先に行動できます。では、続いてセットアップをどうぞ。

セレネ：《ヘイスト》は使いません。こちらのセットアップはなしです。
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ＧＭ：では、こっちの行動です。フェルナンド・ウォーカーの砲塔がキュイイインと狙ねらいをつけ、バババババッと《機き銃じゆう掃そう射しや》!!　範はん囲い（選せん択たく）の対象を攻撃です。

ユーノス：むう、弾だん丸がんの雨が！

ＧＭ：（ダイスを振ふる）命中は13。

ユーノス：（ダイスを振る）うっ、避さけられない!?

ドル：こっちも駄だ目めじゃ。全員避けられないか？

フレア：（ダイスを振る）あっ、避けちゃいました。

ＧＭ：何!?　避けたか？

セレネ：さすがお姉ちゃん。

ＧＭ：では、ダメージ行きます。（ダイスを振る）……33点です。

ドル：うおっ!?　かなりでかいぞ！　わしが倒たおれてしまう！

セレネ：《プロテクション》で減げん少しようさせてもダメ？

ドル：はい、このままだとかなり厳きびしいです。

フレア：じゃあ《蘇そ生せい》を使って【ＨＰ】を回復しましょう。

ドル：それならば、なんとか。

フレア：《蘇生》使います！

ドル：よし、これで全ぜん快かいじゃ！

セレネ：《プロテクション》を自分に。（ダイスを振る）６点止めます。

ＧＭ：魔ま法ほうの障しよう壁へきに、パキンパキンパキンッと弾丸が弾はじかれる！

セレネ：ふうっ、残り【ＨＰ】８点でなんとか立っています。

ユーノス：次はボクの番ですか？

ＧＭ：いえ、その前にカタリーナがスキルを使います！

ドル：なぬ!?　このタイミングでか？

ＧＭ：「おほほほほ、まだ奥おくの手てがありましてよ」そう言って何かのスイッチを押します。

ユーノス：一体何が？

ＧＭ：これは、エリア５の休憩所で出てきた宝ほう石せき缶かんを爆ばく発はつさせるスイッチです。

ドル：あのスイッチ、カタリーナが持っておったのか！（笑）

ＧＭ：そうです。カチッと。……ところで、宝石缶持ってましたっけ？

フレア：いえ、きっぱり置いてきました。

ＧＭ：じゃあ、何も起こりません。「どういうこと？　あなたたちなら絶ぜつ対たい引っかかると思っていたのに～！」悔くやしがるカタリーナ。

ドル：ウチのお嬢さまたちが何でも拾うと思うなよ!?

フレア：わりと拾う気満々でしたよ？（一同爆笑）

ユーノス：たしか、一個こ２ＤのＨＰダメージでしたっけ？　三つ持っていたら６Ｄですか。結構危あぶなかったですよ。

ドル：するとなにか？　今いま頃ごろ、宝石缶を拾ったギルドのところで爆発しておるのか。

ＧＭ：えー、それでは一いつ旦たん画面はワイルドイヤーのところに───。

ドル：お？

ＧＭ：すると、画面には三つの宝石缶を囲んでいるケモノ耳少女たちが（笑）。

セレネ：この子たち、拾っちゃったんだ！（笑）

ＧＭ：「大会はリタイアしちゃったけど、こいつだけは稼かせげたぴょん」「早く売うり払はらって金に換かえるわん」「結構な値ね打うち品だにゃん」と相談している最中に……ぼかん、と（笑）。

ドル：こいつら戦闘不ふ能のうになってたから……今、全員残り【ＨＰ】１じゃないか？

フレア：ああ、また戦闘不能に!?（爆笑）。

ＧＭ：プスプス焦こげてひっくり返る三人。そして画面は戻もどる、と───。

ユーノス：さっきの続きでボクの番です。マイナーで移い動どうしてセレネとドルに《エチュード》を使用します！　魔術によるダメージが12点追加されます。

セレネ：そしたら、すかさず敵のエンゲージに《サモン・リヴァイアサン》を。命中にフェイトを１点使って３Ｄにします。（ダイスを振る）命中は15！

ＧＭ：「くぅ、そんな魔法なんて!!」カタリーナはウォーカーを操あやつって回かい避ひしようとしますが……（ダイスを振る）15には届とどかない。子機のプレデターは、一体回避しただけです。

セレネ：（ダイスを振る）ダメージは27点。１点でも喰くらえば転てん倒とうです。

ドル：よし！　転倒すればこれで判定のダイスが一個減へる。

ＧＭ：プレデターは転倒。しかし、フェルナンド・ウォーカーは複数の脚でガキッと踏ふん張ばって、魔法によって出しゆつ現げんした激はげしい水流に耐たえます。

セレネ：耐えられた!?

ドル：どうやら、バッドステータスの耐たい性せいを持っているようですぞ。

ＧＭ：「おーほほほっ！　あなたたちの手の内は、研究済ずみでしてよ！」

セレネ：対たい策さく取られてる～。

ドル：それだけ思うところがあるのでしょう。

ユーノス：まあ、大部分がフレアさんのせいだと思いますが（笑）。

ＧＭ：では、次の方の行動をどうぞ。

ドル：では、わしの番じゃ。マイナーアクションで《マジックブラスト》を使用。範囲（選択）となった《ランドフィッシャー》！　まとめて地じ割われに呑のみ込こんでくれよう。

ＧＭ：ドルの足元から、ビキビキビキッと大地が竜りゆうの顎あぎとのごとく開く！

ドル：（ダイスを振る）16で命中じゃ。

ＧＭ：転倒しているのはもう避けられない。立っているのは（ダイスを振る）……ぐ、ファンブル！　やっぱり避けられません。

ドル：にしても、ＧＭのダイス目は悪い（笑）。

ＧＭ：おかしい、今日はどうしてしまったんだ!?

ドル：ではダメージ。（ダイスを振る）うん、そこそこ。43点の〈地〉属ぞく性せい魔法ダメージ。

ＧＭ：くっ、それでフェルナンド・プレデターが全部飛んでしまった……。

ドル：おお、ザコを全部飛ばしたか。あとは、カタリーナが乗るデカブツだけだな。しかし、これで残り【ＭＰ】は２点。次に何かするときは《祝福》がいる。

セレネ：わたしも、【ＭＰ】はファミリアの領りよう域いきです。

フレア：わたしの番ですね。じゃあ、10メートル移動して《ファイトアピール》！　いっくよー、カテリーナちゃん！　剣けんをびしっと向けます！

ＧＭ：「勝利宣せん言げん!?　く、小こ癪しやくな真似まねをしますわね！」

ユーノス：《エンカレッジ》を使います！　フレアさん、もう一度行動するのです！

フレア：はいっ！




《エンカレッジ》

　対象にメインプロセスを行なわせるダンサーのクラススキル。ユーノスは、リビルドの際、特とく徴ちよう［先せん祖ぞ伝来の技わざ］で得られるスキルを《エンカレッジ》に指定し直したのだ。




フレア：はい！　マイナーアクションでカタリーナちゃんの乗ってる機械に近づきます。

ＧＭ：はい、近づきました。

フレア：次は、メジャーアクションで《バッシュ》を使って攻撃します。命中判定いきます。（ダイスを振る）14です。低いかな～。

ＧＭ：（ダイスを振る）えー……回避は７です。

フレア：７!?　当たった！

ドル：ＧＭは本当にダイス目悪いな（笑）。

ＧＭ：おかしい!?　普段はもっといいはずなのに……。

フレア：ダメージ行きまーす。（ダイスを振る）４Ｄ＋８に《ファイトアピール》の15を足して……ダメージは35点です。

ＧＭ：なかなかの攻こう撃げき力りよく。しかし、【物理防ぼう御ぎよ力】は15点。喰くらったのは20点です。

ユーノス：このメカ、結構固いですよ。

ＧＭ：それはさておき、ますはクリンナップです。クラッシュエンジェルズから、ゴールできたかを判定します。（ダイスを振る）……おっ、判定成功。ゴールします！

セレネ：あっ、これで優勝が決まっちゃう!?

フレア：でも、まだ二位があるよ！

ＧＭ：ここでクールフィッシャーマンズが判定に成功すれば、一位二位が決定します。抜ぬけた場合は、どちらが先にゴールできたかを対決で決めますが。

ドル：ゴールしないことを祈いのるしかない。

ＧＭ：では行きます！　たりゃあ！（ダイスを振る）　……お、判定は失敗です。

フレア：ふう～……、まだ二位が狙ねらえる！




▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第２ラウンドのセットアップです。「……くっ、よくもやってくれたわね！」と、カタリーナが操そう縦じゆうしようとした途と端たん、ガコッと操そう縦じゆう桿かんが抜ぬけてしまいます。

フレア：えっ？

ＧＭ：そして、フェルナンド・ウォーカーが、ぷびゅーっと煙けむりを上げてしまいました。

一同：壊れた──────っ!?

ＧＭ：そして、たくさんの脚をガスンガスンとばたつかせ、暴れ出します！

セレネ：もしかして……暴ぼう走そう？

ＧＭ：はい、暴走です。【ＨＰ】が一定の数値以下になってセットアップを迎えると、暴走してデータが変わります。乗ってるカタリーナも「あら？　こ、これはどういうことですの!?」と戸と惑まどっています。

フレア：カタリーナちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?

ＧＭ：娘の乗った兵器が暴走したのを目の当たりにしたフェルナンドは「いかん、暴走してしまった!?　あんなに乱らん暴ぼうに使うから！」と慌あわてふためいています。

ユーノス：いや乱暴に使うものでしょう、それ!!

ＧＭ：「誰でもいい、娘を助けてくれ～！」とパパは顔を青くしてオタオタしてます。

フレア：それで、カタリーナちゃんは？

ＧＭ：フェルナンド・ウォーカーから身を乗り出して助けを求めています。「だ、誰だれか～！　助けて～」と。激はげしく暴あばれ回まわるので、脱だつ出しゆつもままならないという状じよう況きようです。

フレア：この暴れてる戦車を止めれば、カタリーナちゃんを助けられますか？

ＧＭ：はい。【ＨＰ】を０にすれば止まりますよ。

フレア：よーし！　カタリーナちゃんしっかり！　今、助けてあげるからね！

セレネ：じっとしてて。今、お姉ちゃんが助けに行くから。

ドル：やれやれ、うちのお嬢さま方は本当にお人好しですのう。

ＧＭ：そういうわけで、第２ラウンドのセットアップをどうぞ。

ユーノス：ここで《ファイトソング》を使い、《エンカレッジ》を使用できるようにします。

セレネ：《ヘイスト》は使いません。

ＧＭ：では、こちらの行動から。フェルナンド・ウォーカーはエンゲージにいるフレアをその巨大な脚で踏ふみ潰つぶそうとしています。暴走したので、マイナーアクションで《チャージ》を使えるようになりました。

ユーノス：暴走すると特殊能力が追加されるんですか！

ＧＭ：そのとおり！　これで攻撃が範囲（選択）になり命中のダイスが一個増える！　さらに《連続攻撃》で二回攻撃をします。まず一回目！　（ダイスを振る）12！　ひ、低い……。

ドル：本当にダイス目が悪いぞ？　同どう情じようしたくなったわ（笑）。

フレア：（ダイスを振る）でも、回避８だったので避けられないです。

ドル：いや、ここでダメージを受ければ《レイジ》の威い力りよくも上がりますぞ。

フレア：おおっ、なるほど！




　フレアがリビルドによって得た《レイジ》は、［最大【ＨＰ】マイナス現在の【ＨＰ】］分、武器攻撃のダメージを上昇させるというもの。

　つまり、ダメージを受けていればいるほど威力が上がるのだ。




ＧＭ：ダメージ行きます！（ダイスを振る）28点！　巨大な脚が頭上から踏み降おろされる！

フレア：【物理防御力】15点を引いて……13点です。さらに《フューリィブラッド》を宣言！　白兵攻撃のダメージ＋３ですよ！

セレネ：ここは、《プロテクション》しないでお姉ちゃんの《レイジ》の威力を上げよう。

ＧＭ：続いて、もう一発（ダイスを振る）……おっ、今度はクリティカルですよ!!

フレア：クリティカル!?（ダイスを振る）駄目です、回避できません。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは32点！　連続で、ガシャーンガシャーンと踏ふみつける。

フレア：17点受けたから……現在、合計で30点のダメージを喰らっています！　さらに《フューリィブラッド》を使って、現在攻撃力は６点上じよう昇しようしてます！

セレネ：わたしの行動は、自分に《ヒール》します。（ダイスを振る）17点回復しました。

ドル：よし、わしの攻撃！　《祝福》をくれ！

フレア：はい、《祝福》を使います。【ＭＰ】全快です！

ドル：《ランドフィッシャー》！（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：こ、ここで!?（ダイスを振る）回避できません!?

ドル：（ダイスを振る）ダメージは42点の〈地〉属性！

ＧＭ：……【魔法防御力】を引いて、37点喰らってしまう。だが、マヒはしない！

ドル：《バッドステータス無む効こう》か。だが！　フレアお嬢さま、今ですぞ！

フレア：はい、全力で行きます！　マイナーで《レイジ》を宣言、これで攻撃力は＋30！　そしてメジャーで《バッシュ》を使って攻撃します。えーい！　飛び上がって、真上から剣を切り下ろします！　カタリーナちゃんに当たらないように。

ＧＭ：フレアが飛び上がり、鉄の巨きよ獣じゆうを真っ二つにしようとする!?

フレア：命中にフェイトを１点使って（ダイスを振る）18です！

ＧＭ：フェルナンド・ウォーカーは……（ダイスを振る）駄目です、回避できません！

フレア：ダメージですね？　《ボルテクスアタック》！　それにフェイトも使います！　これで４Ｄ追加です！　えっと、固こ定てい値ちは59点です。

ＧＭ：げっ!?

ユーノス：さらに《ディスコード》を使います！　さらにボクの３Ｄをダメージに追加！　ダイス目は、12！　フレアさん、12点を追加してください！

フレア：合計８Ｄ＋59のダメージ！（ダイスを振る）……ダイス目は32だから91点！　それに、12点足すから……全部で[image: ]点！

ＧＭ：[image: ]点!?　すると、フェルナンド・ウォーカーは一いつ瞬しゆん動きを止めます！




　真上から振ふり下おろされたフレアの剣がひゅん！　と加速して太刀たち筋すじが消える。

　一瞬の静せい寂じやくののち、かんっ───と乾かわいた音が響いた。




フレア：……やった、かな？

ＧＭ：動きを止めたフェルナンド・ウォーカーから「な、何が起こったの？」とカタリーナが顔を出した途端、鉄の巨きよ体たいはまっぷたつになります！

セレネ：一・刀・両・断!!

ＧＭ：そりゃ、三桁ダメージなんて耐えられませんって。総そう計けい[image: ]点近く喰らってますから。フェルナンド・ウォーカーは見事真っ二つになって倒たおれました！

フレア：カタリーナちゃんは無事ですか！　急いで助けたいんですけど？

ＧＭ：はっ、真っ二つになったときに落ちてきますよ。「あ～れ～！」

フレア：じゃあ、それをお姫ひめ様さま抱だっこで受け止めます。

ＧＭ：え？　じゃあ、落ちてくるときに「……えっ？」という表ひよう情じようをしたカタリーナの目には、キラキラと輝かがやく星をまとったフレアの顔が（笑）。思わず、ぽっと頬ほおを赤らめ……。

フレア：ちょっ!?　なんのフラグですかそれ～!?（笑）

セレネ：実は今まで意地悪していたのは……って、いやいやそんな（笑）。

ＧＭ：カタリーナは「こ、恐こわかったの～！」と、フレアに抱きついて泣いています。

フレア：よしよし、もう大丈夫だからね、カタリーナちゃん。

セレネ：ああ、お姉ちゃんは優やさしいなぁ。……でも、カタリーナはちょっとお姉ちゃんにくっつきすぎだと思う。ぷんぷん。

ドル：姉に抱かれるカタリーナに焼きもちを焼く妹であった（笑）。

ＧＭ：すると、フェルナンドが観客席から飛び出して「おお、娘よ！　無事だったか～！」と駆かけ寄よってきます。

セレネ：大丈夫、お姉ちゃんが助けたから。

ＧＭ：すると、カタリーナははっと我われに返って「こ、これくらいで恩おんを売っただなんて、思わないでよね！」と、顔真っ赤にしながら言います（笑）。

フレア：ツンに戻もどった!?

ＧＭ：「な、何してるのフレアさん！　ほらぁ！　さっさとゴールに行きなさいよ！　早くしないと賞金もらえないわよ！」と（笑）。

セレネ：カタリーナ、かわいい（笑）。

ＧＭ：そしてカタリーナは懐ふところから例のワリを取り出し「……わたくしも、食べればいいんでしょう！」と、ぱりんと口にします（笑）。

ドル：どうじゃ？　たまに食うワリもいいもんじゃろう（笑）。

ユーノス：さて、ボクたちもゴールしましょう。二位を奪うばわれたら借金を返せません。

フレア：あっ、そうだった。またね、カタリーナちゃん！

ＧＭ：そして、クリンナップ。クールフィッシャーマンズの判定です。

セレネ：これで、ゴールされたらどっちが二位？

ユーノス：たしか【敏捷】で対決して勝った方です。

ＧＭ：では行きます！（ダイスを振る）……残念、クールフィッシャーマンズの判定は失敗、コロローナ商会に追いつけません！

フレア：やった！　じゃあ。二位でゴールですね。

ＧＭ：そうです。コロローナ商会は二位です。

ドル：しかし、問題があります。

一同：え？

ドル：二位入賞は賞金は五万Ｇ。今までわしらが稼いだのは、四万一五〇〇Ｇです。あと、八五〇〇Ｇ足らんのです。

フレア：えええええっ～!?

ユーノス：いや、まだボスのドロップ品があります！

セレネ：ここにきて、《目め利きき》を取った意味が出てきた！

ＧＭ：はっ、それではドロップ品を決めましょう。フェルナンド・プレデター三体とフェルナンド・ウォーカー一体ですね。まずはフェルナンド・プレデターから。

ドル：一番フェイトを残している者がフェルディナンド・ウォーカーの分を振るのじゃ！

ユーノス：残りのフェイト１点のボクからいきましょう。４Ｄで振ふります……。え～、10。

ドル：ユーノスは、今日は徹てつ底てい的てきに悪いな。

ＧＭ：10は、一〇〇〇Ｇのルビーが。

フレア：もうフェイトがない。（ダイスを振る）……11です。

ＧＭ：それも、ルビーですね。

ドル：（ダイスを振る）わしも、11。一〇〇〇Ｇか。いかん、このままでは足りん！

ＧＭ：最後はフェルディナンド・ウォーカーの分が残っています。

セレネ：わたし、フェイトは４点残っています。ゴールで競ったときに使おうと思って。

フレア：さすがはセレネちゃん！

ＧＭ：コロローナ商会の浮ふ沈ちんがかかったダイスロール（笑）。

セレネ：全部使って７Ｄで……（ダイスを振る）23です！

ＧＭ：おお、23ですと……宝石缶が三つもらえます。

セレネ：えっ、ここで宝石缶!?（笑）

ユーノス：それ、爆発するんですか？

ＧＭ：今のところ、爆発しそうな気配はないですよ。

フレア：たしか、一個一万ですよね！

セレネ：よかった～！　三万あるから、賞金と合わせると……。

ドル：しめて、一二万四五〇〇Ｇとなります。

フレア：やった、これで借金返せる！

ＧＭ：だがしかし！　ここでカタリーナがスイッチを押おすと爆発します！

フレア：わ～！　カタリーナちゃ～ん!!（一同爆笑）

ＧＭ：すると、カタリーナは手に持っていたスイッチを後ろに隠かくし「……ふん、今は押さないでおいてあげますわ。これで、貸かし借かりなしよ」と。

フレア：ありがとう～!!

ＧＭ：というわけで、コロローナ商会は二位入賞！　賞金五万Ｇを手にします。

一同：わ[image: ][image: ][image: ]!!（パチパチパチ）




「やりました！　期待の新星コロローナ商会！　王者クラッシュエンジェルズにわずかに及およばなかったものの、二位という結果は快かい挙きよであります！　惜おしみない拍はく手しゆを！」

　フィルタがコロローナ商会がゴールする瞬間を実況する。

　モンスターコロシアムに特とく設せつされたパブリックビューイングでは、優勝したクラッシュエンジェルズにも劣おとらぬ拍手と歓かん声せいが巻まき起おこったという。




　サバイバルダンジョン大会獲かく得とく額がく

　二位入賞賞金　　　　　　五万Ｇ

　ドロップ品その他　　　　七万四五〇〇Ｇ

　合計　　　　　　　　　　一二万四五〇〇Ｇ







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆閉へい会かい式しき




　コロローナ商会がゴールしたのち、後続のギルドもゴールした。

　サバイバルダンジョン大会の結果は、次のとおりである。




一位　クラッシュエンジェルズ

二位　コロローナ商会

三位　クールフィッシャーマンズ

四位　ゴージャスサンズ

五位　エルクレストブレインズ




ＧＭ：以上をもって、サバイバルダンジョン大会の全ぜん日につ程ていは終しゆう了りようです。表ひよう彰しよう式しきは、ふたたびクラン＝ベルのモンスターコロシアムに戻って行なわれます。

フレア：わ～、拍手～。

ドル：いやー、長い戦いでしたな。

セレネ：とにかく、何とかなった。

ＧＭ：というわけで、今皆みなさんはコロシアムに用意された表彰台に上がっています。

ユーノス：横には、ライバルたちがいるんですね。ボクは、この戦いを記録してサーガとし、夢ゆめと希望を世界に伝えよう。

フレア：そして本が売れれば、夢の印いん税ぜい生活ですね！

ユーノス：ボクが歌うのは、あくまでも夢と希望のためです（笑）。世界に、最高のフレーズを届とどけるためです。けっして、印税のためではありませんよ？

セレネ：何故なぜ、疑ぎ問もん形？（一同笑）

ＧＭ：というわけで、大会主しゆ催さい者しやサントスが賞金を授じゆ与よしていきます。「おめでとうクラッシュエンジェルズ、優勝賞金一〇万Ｇ！」と、現げん金きんでぽんっと。

ドル：サントスはうさんくさいが、金払いに関しては信用できるな。

ＧＭ：というわけで、コロローナ商会にも五万Ｇの賞金が渡わたされます。

フレア：わーい！

ＧＭ：そして、賞金を授与されたクールフィッシャーマンズは《ギルドシンボル》の大漁旗を振り、栄光を讃たたえます。

フレア：おお～！　彼かれらも頑がん張ばりましたからねー。

ドル：うむ、強きよう敵てきであった。

ＧＭ：そして、ともに競ったゴージャスサンズとエルクレストブレインズも、お互たがいに健けん闘とうを讃えますよ。

セレネ：今回、ゴージャスサンズは友ゆう情じようパワーに目覚めたせいか、結構な強敵でしたね。

ＧＭ：すると、ゴージャスサンズのギルドマスター、ラファエロが「これも、前回の戦いで君たちから学ばせてもらったからだよ」と、握あく手しゆを求めますよ。

フレア：じゃあ、握手に応えます。いえいえ、どういたしまして。

ドル：戦いを終えて、友情の風が吹ふく（笑）。

ＧＭ：一方のエルクレストブレインズも「我われ々われの理り論ろんは完かん璧ぺきだった。だが、君たちはその理論以上の力で戦っていたのだろう」

ドル：はっはっはっ、時には理論も必要だが、実じつ践せんに勝まさるものはない。

ＧＭ：「あなたからは、大事なことを学ばせてもらった」と、素す直なおに頭を下げます。

セレネ：意外と謙けん虚きよだ。

ユーノス：なんやかんやいって、完走しましたからね。

ＧＭ：最後にフィルタも「ともに競い合ったライバルが、今はこうしてお互たがい健闘を讃たたえ合っております。何という美しい光景でしょうか」と涙なみだしながら実況をしています。

フレア：フィルタちゃんもお疲つかれ～。

ユーノス：なかなか大変そうだった。演えんじるＧＭも（笑）。

ＧＭ：あとスポンサーを代表して、カタリーナパパことフェルナンドが挨あい拶さつに来ます。

フレア：あっ、パパさん。

ＧＭ：ぺこりと頭を下げ「君たちに娘を助けてもらったことには感かん謝しやしている。礼を言わせてもらおう」と。

フレア：いえいえ、そんな。

セレネ：まあ、お気になさらずに。

ドル：わしは、ひと言言っておくぞ。おい、娘に渡わたすものくらいしっかり管理しておけ。

フレア：ドルさんが知り合いっぽいロールプレイを。

ドル：そりゃあ、お互い商売を通じていろいろ知っていてもおかしくない。

セレネ：なるほど、たしかに。

ＧＭ：「相変わらず手て厳きびしいな、君は。わかった、心にとどめておこう」と、こっちも知り合いだったロールプレイをしてみます（笑）。

フレア：本当に前から知り合いだったように見えますね。

ＧＭ：とまあ、そんな感じで皆みながコロローナ商会の入賞を祝福してくれるんですが……それらとは違ちがった視線を感じたりします。

フレア：違った視線？

ＧＭ：ええ、クラッシュエンジェルズのふたりです。

セレネ：お姉さまたちから？

ＧＭ：ええ、彼女たちはコロローナ商会の健闘を讃たたえるとともに、王おう座ざの頂いただきからその高みへ登ろうとする挑ちよう戦せん者しやたちに向ける視し線せんを送っております。

セレネ：そっか、わたしたちチャンピオンに並ならんじゃったんだ。

ＧＭ：「二位入賞おめでとう。これからは、あなたたちは新人の後こう輩はいではなくともに競い合う相手として考えなくてはいけないみたいね」そう言って、ネルが握手を求めますよ。

フレア：うっ、笑っているけど何か恐こわいって感じですか。

セレネ：でも、わたしたちを認みとめてくれた。

ＧＭ：「次は、真しん剣けんに戦わなければいけないようだ」と、ライオが言います。

フレア：わたしたちも、負けません！　……セレネちゃん、これでいい？

セレネ：うん、それでいいよ。

ＧＭ：そう言うと、ライオとネルはフッと笑ってコロシアムを後にします。

フレア：いつか、お姉さまたちと戦うことになるのかな？

セレネ：どうだろう？　でも、借金を返すことが先だから。

ＧＭ：そんな感じで閉会式が終わりますが、ちょっとマスターシーンを挟はさみましょう。







◆Ending 02◆コロシアムの影かげで




　歓声が湧わくコロシアムの影で、ふたりの男が話している。

　ひとりは、Ｆリーグのオーナー、サントス。

　もうひとりは、湖畔でフレアに《水波斬》を授けた男、アロンダイトであった。

「サントス、お前の計画は順調かな？」

　訊きかれると、満面の笑みをたたえてサントスは答える。

「ええ、順調ですとも。あなたも見たでしょう？　素す晴ばらしい逸いつ材ざいが揃そろいましたよ。Ｆリーグを創そう設せつした甲か斐いがあるというものです」

「風雲児の娘むすめたち……さて、一体これからどうなるか」

「さあて……しかし、いずれＦリーグの本当の意味を知るでしょう」

　サントスが言うと、すでにアロンダイトの姿はなかった。




セレネ：サントス、何か企たくらんでる!?

フレア：そこそこ美形のお兄さんも、なんかあやしい!?

ユーノス：しかし、Ｆリーグの本当の意味ってなんでしょう？

ＧＭ：その辺は、いずれ語っていきましょう。というわけで、次のシーン。







◆Ending 03◆終わりよければ……




　波は乱らんに満ちたサバイバルダンジョン大会は幕まくを閉とじた。

　フレアとセレネは、自分たちの館に戻ってきている。

　それは、大会翌よく日じつのことだった───。




ＧＭ：というわけで、大会の翌日です。皆さん、おうちでくつろいでいますか？

フレア：はーい。くつろいでます。

セレネ：くつろいでいるお姉ちゃんを見て、くつろいでます（笑）。

ユーノス：絶ぜつ賛さん、サーガ執しつ筆ぴつ中です。

ドル：わしは残ざん務む整理かのう。こう、帳ちよう簿ぼを見ながらため息をついていよう。

ＧＭ：するとですね、マティアスが意い気き揚よう々ようと訪たずねてきましたよ。扉とびらを開けるなり、「二位入賞おめでとう、コロローナ商会の諸しよ君くん！」と入はいり込こんできます。

フレア：きたか───!!

ＧＭ：「中ちゆう継けいは見ていたよ。しかし、二位だったときは心配したのだ。借金を返せないんじゃないかと思ってねえ」とマティアスは上じよう機き嫌げんですね。

ドル：しっかり、金を稼いでくるかチェックしておったのか。

ＧＭ：「キミたちは一二万四五〇〇Ｇ、稼いできたはずだ。そのうちの九割わり───一一万二〇五〇Ｇ、いつものように払はらってもらおう」

ドル：もう計算しておった（笑）。

ユーノス：マティアス、しっかり監かん視ししてますね。

フレア：また取られていく～。

ドル：まあ、手元には一万二四五〇Ｇ残るわけでして。

セレネ：それで、合計いくら返したんだっけ？

ドル：（算盤そろばんを弾はじき）え～、前回までに八万四六〇Ｇ返しておるわけです。これに、一一万二〇五〇を足しますので……一九万二五一〇Ｇ返へん済さいしております。

ユーノス：ということは……借金は八〇万七四九〇Ｇ、残っている、と。

フレア：……全然減へらない（笑）。

セレネ：それでも、二割は返してる。

ドル：もう二割も返したのか、それともまだ二割しか返してないのか（笑）。

セレネ：元が一〇〇万Ｇという莫大な額だけに。

フレア：地道に行こう、セレネちゃん。

ＧＭ：マティアスは、あなたたちが返したお金をじゃらじゃらと確かく認にんすると「ふむ、ご苦労だった。この次も、是ぜ非ひ遅おくれることのないように頼たのむよ」と言って、去っていきます。

フレア：また持っていかれちゃったね、セレネちゃん。

セレネ：でも、お姉ちゃんが差さし押おさえられなかったんだし、よかったよ。

ユーノス：ああ、なんと仲むつまじい姉妹愛～♪

フレア：ユーノスさんの歌が（笑）。

ＧＭ：で、ですね。マティアスが帰った後にまた誰か訪ねてくるんですよ。

フレア：む、今度は誰だろう？

セレネ：カタリーナかな？

ＧＭ：玄げん関かんに出てみると、カタリーナの家の執しつ事じさんが立っています。

セレネ：本人じゃないんだ。

ユーノス：まあ、顔を合わせるのはまだ恥はずかしいんじゃないかと（笑）。

ＧＭ：「本日は、お嬢さまからこちらをお届けするようにと言われまして」と、きれいにラッピングされたこれくらいの箱を差し出します。

フレア：カタリーナちゃんからのプレゼントだ。なんだろう？

セレネ：ともかく受け取ります。

ＧＭ：開けてみます？

フレア：はい、じゃあ開けてみます。

セレネ：やっぱり、ワリの詰つめ合あわせじゃないかな？（笑）

ＧＭ：すると「あなたたちは、これでも食べていなさい」とメッセージが書かれたカードと大きな一いち枚まいのワリが入っています。

セレネ：詰め合わせじゃないんだ（笑）。

フレア：ドルさん見て見て～、こんなに大きなワリだよ～。

ドル：何故、フレアお嬢さまはそんなにわしにワリを食わせようとなさるのか（笑）。

フレア：だって、たくさん食べていたし、好きなのかなって。

ドル：まあ、旦那様とのつき合いで二〇年来ワリは食い続けていますが（一同笑）。

セレネ：でも、大きなワリ一枚なんだ。どういうことだろうね？

ＧＭ：え～、届いたのは、大きなワリです。

ユーノス：それはわかりますが？




ＧＭ：大きなワリ、大ワリ、オオワリ───オワリ……これがほんとの終わり。




一同：…………。

フレア：……えっと、それで？

ＧＭ：……い、いや、その。それでと言われても。

フレア：それだけ？

ＧＭ：はっ、それだけです。

フレア：カタリーナちゃん面白い!?　面白いよ!!

ユーノス：てか、駄だ洒落じやれかよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：いやあ、心がすさむこの『レジェンド』シリーズに、清涼剤をもたらそうかと。

ドル：余計にすさむわ！　一瞬、荒涼とした光景が広がったわい！

セレネ：これで喧けん嘩かの終わり、ってことなのかな？（笑）

フレア：うん、きっとそういうことだよね！

ＧＭ：というわけで、今回のセッションは終了です。……終わり（ぼそ）。

ドル：まだ言うか!!




これまでの借金返済総そう額がく　　一九万二五一〇Ｇ

借金完かん済さいまで残り　　　　　八〇万七四九〇Ｇ




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

第三話「はじめてのダンジョン」

─完─
















ＰＲＥＰＬＡＹ




　前回の収しゆう録ろくから二週間後───。

　第四話の収録の日がやってきた。

　プレイヤーたちは、さっそく発売されたばかりの『スキルガイド』と『エリンディル・レジェンドガイド』をめくり、話し合っている。

　やはり、第四話に向けての成長で盛もり上あがっていた。




ＧＭ：というわけで、お久ひさしぶりでございます。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：前回、コロローナ商会はサバイバルダンジョン大会で見事二位入賞を果たしまして、借金は残り八〇万とちょっとですよ。頑がん張ばりましたね。

フレア：借金が全然減へりません（笑）。

セレネ：まあ、減ったは減ったけど。

ＧＭ：そして、前回レジェンドデータを取得したことになりますので、このシナリオから使えるようになります。

フレア：わーい。

ユーノス：フレアさんは、これで《水すい波は斬ざん》を使えるようになりましたね。

フレア：湖が斬きれちゃうすごい必ひつ殺さつ技わざです。そこそこ美形の人から教えてもらいました。

セレネ：わたしは前回のセッションで〝パリスの剣けん〟というバッジを手に入れました。お父さんとの想い出の品でです。ただし、使うと五〇〇Ｇを消費しちゃいます。

フレア：お金減っちゃうんだよね。

ＧＭ：ドルとユーノスには、使いたいレジェンドデータを選んでおくようにお願いしておきましたが、どれにするか決まりましたか？

ドル：まあ、これにしようかなと言うのは決めた。

ユーノス：ボクも決めてあります。

セレネ：全員で伝説に。まさに『レジェンド』（笑）。

ＧＭ：一応言っておきますが、このシナリオは、今回予告の他にハンドアウトも用意してあります。選んだレジェンドデータの内容にそぐわなかったら相談してください。

ドル：うむ、わかった。

ユーノス：今回は、ハンドアウトがあるんですね。

ＧＭ：ええ、用意してあります。では、まず今回予告から読み上げます。




●今回予告




　サバイバルダンジョン大会での興こう奮ふんもさめやらぬ中、マティアスの借金返へん済さいの催さい促そくがやってきた。コロローナ商会は、期き限げんまでに一〇万Ｇを払はらわなければならない。

　しかし、チャンピオン不ふ在ざいの中、謎なぞのギルドがＦリーグに挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけてきた。

　彼かれらが起こす波は乱らん、そして離り別べつの危き機き。

　双ふた子ごは襲おそい来る逆ぎやつ境きようを乗のり越こえることができるのか？




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

　第四話「はじめての挑戦状」

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいがキミを待つ！




ユーノス：謎のギルド？　一体なんでしょう？

セレネ：それに、波乱とか離別とか……。

フレア：いろいろ気になる言葉が溢あふれていますよ。逆境が来るとか。

ドル：逆境、逆境、また逆境……。まあ、そういうキャンペーンだからのう。

ＧＭ：というわけで、ハンドアウトを配ります。まずはフレアから。




フレア用ハンドアウト

コネクション：レッド　　　関係：ライバル

　前回のサバイバルダンジョン大会の途と中ちゆう、キミは《水すい波は斬ざん》を習得した。だが、その技わざを練習しているキミの前に、レッドと名乗る謎の剣けん士しが現あらわれる。彼は「今はまだ《水波斬》を使う時ではない」と言い残し、去っていった。やがて、彼がＦリーグを震しん撼かんさせるギルド、セレスチャルフォースのギルドマスターであることが判はん明めいした。




フレア：レッド!?（一同笑）謎のギルドは戦隊系けい？

ドル：ブルーやらイエローもいるに違ちがいない（笑）。

ユーノス：きっと、イエローはカレーが好き。

セレネ：「今はまだ《水波斬》を使う時ではない」って……訳わけ知しり顔ですよ？（笑）

ドル：セレスチャルフォース……何者だこいつらは？

ユーノス：わかりません、なんたって謎のギルドですからね。

ＧＭ：それは、シナリオが始まればわかります。

フレア：謎は深まるばかりです（笑）。

ＧＭ：というわけで、次はセレネ。

セレネ：わたしには、何がくるんだろう？（笑）




セレネ用ハンドアウト

コネクション：フェルナンド　　　関係：ビジネス

　前回のサバイバルダンジョン大会からしばらく。ふたたびマティアスから借金の返済を迫せまられる。そんなとき、カタリーナの父親であるフェルナンドに呼よび出だされる。フェルナンドは、娘むすめのために新しいギルドを作るので、一〇万Ｇの契けい約やく金きんでキミに移い籍せきしてくれないかと持ちかけてくるのだった。




セレネ：わたしには引ひき抜ぬき!?

フレア：フェルナンドってことは、カタリーナパパですよね。

ユーノス：というか、カタリーナがコロシアムにデビューする気ですよ？

フレア：セレネちゃんがいなくなったらこのギルドは解かい散さんしちゃうよ。

ドル：コロローナ商会、解散の危機か（笑）。

ユーノス：音おん楽がく性せいの違ちがいにより───解散！

ドル：音楽をやっているのはお前だけだろう。

セレネ：どちらかというと、金きん銭せん面めんが原因になりそう（笑）。

ＧＭ：金銭面の問題が原げん因いんなのに、音楽性の違いによって解散したことになっているバンドというのは、結構あるらしいですが（笑）。




ユーノス用ハンドアウト

コネクション：ブルー　　　関係：同どう郷きよう

　順調に夢ゆめと希望を世間に広めているキミの前に、かつての仲間が現われた。その名はブルー。滅ほろびたはずの仲間たちは、まだ生き残っていたのだ。彼らは言う。ユーノスよ、魔ま族ぞくと戦うという我われら一族が与あたえられた使命を思い出せと。

　一体、彼らは何をしにきたのだろうか？




ユーノス：何をしにきたって……こっちが訊ききたいくらいですよ!?

フレア：突っ込みどころのあるハンドアウトですよね（笑）。

ドル：しかも、レッドの次にブルーだぞ？

フレア：レッドに続きブルー。本当に戦隊物っぽい！

セレネ：しかも、かつての仲間とか言ってますよ。

ユーノス：ボクに仲間がいたとは……。正直、ボクみたいなのはもう十分です。

ドル：おい！　自分で言うなよ！

ＧＭ：まあ、このブルーも夢と希望に生きているユーノスの同類です。

ドル：現実を見て滅んでしまえ！（笑）

ＧＭ：では、次は、ドルのハンドアウトです。




ドル用ハンドアウト

コネクション：ピョン・スティンガー　　　関係：同どう情じよう

　前回のサバイバルダンジョン大会で戦ったヴァーナのギルド、ワイルドイヤー。彼かの女じよたちは凶きよう悪あくなヒールであったが、そこには事じ情じようがあった。そんな彼女たちの身の上に、自分たちの境きよう遇ぐうを振ふり返かえってその姿すがたを重ねるのであった。




ドル：ピョン？　ああ、ワイルドイヤーの兎族アウリラだな。

ＧＭ：彼女がワイルドイヤーの彼女がリーダーですので。

セレネ：覚えやすいですよね。

ユーノス：しかし、彼女たちにそんな事情があったとは。

フレア：なんか、ドルさんのハンドアウトはいい話ですよ？

ユーノス：ボクとドルさんのハンドアウトの落差はなんなんだ（笑）。

ドル：天使とか言ってるからだろう。地に足をつけた生き方をすれば、このようにハンドアウトも地に足のついたものが回ってくるのだ。

フレア：地に足のついたハンドアウト（笑）。

セレネ：突っ込みどころのないハンドアウトをもらえるよう目指そう（笑）。

ＧＭ：では、ハンドアウトも配ったところで、成長に移うつりましょう。




●ＰＣの成長

　ハンドアウトを受け取った面々は、成長作業を開始した。今回から使用するレジェンドデータも、成長申告の際に報告してもらう。




▼フレア・コロローナ（４レベル）の場合

ＧＭ：さて、どんなものでしょうか？

フレア：はい、《バッシュ》を３レベルにしました。あとマイナーアクションで【筋きん力りよく】をダメージに追加するスキル、《スマッシュ》を取りました。

ＧＭ：あとは、【ＨＰ】と【ＭＰ】が上がっていると。

フレア：はい、装そう備びは変わりません。前回、たくさん買ってもらっただけに（笑）。

ＧＭ：それと、今回から使えるレジェンドデータですね？

フレア：はい、そこそこ美形のお兄さん、アロンダイトさんから《水波斬》を教えてもらいました。これでぶわーっと湖を斬きれます。

ユーノス：データとしては、射しや程てい20メートルに範はん囲い（選せん択たく）の白兵攻こう撃げきを行ない、ダメージを魔ま法ほうダメージに変えるというもの。ただ、コストが10点と厳きびしい。

フレア：わたし、本ほん格かく的てきに燃ねん費ぴの悪い子になりました（笑）。

ＧＭ：それでは、次はセレネの報告をお願いしましょう。




▼セレネ・コロローナ（４レベル）の場合

セレネ：わたしは《プロテクション》を４レベルにして、《ガーディアン》を取りました。これで、ダメージを一回だけ無む効こうにできます。




《ガーディアン》

　１シナリオに一回、対象が受けたダメージを無効にするサモナーのスキル。




ＧＭ：ほうほう。防ぼう御ぎよ重じゆう視しですね。

セレネ：お姉ちゃんが《レイジ》を使うようになったので、フォローをしようと思って。

ユーノス：《レイジ》は、ダメージを受ければ受けるほど攻撃の威力が上るので、ギリギリまで【ＨＰ】の回復をひかえることが多いですからね。

ドル：そこを狙われて、パタッと逝いくこともある。

フレア：お姉ちゃん想いの妹を持って嬉うれしいよ。

セレネ：アイテムはアークスタッフ、ハイクオリティシールド、トラベラーズマント、高位聖印を買いました。わりと買い物しちゃってます。

ＧＭ：それでは、次はユーノスにお願いしましょう。




▼ユーノス・ローリングスター（４レベル）の場合

ユーノス：《エチュード》を４レベルに伸のばし、セットアップで移い動どうできるシーフのスキル、《ランナップ》を取りました。

ドル：セットアップで移動できるのは、コロシアムでの戦いでは重要じゃ。

ユーノス：そして、ハットをグリーンベレーに変えて、トラベラーズマントを買いました。

ＧＭ：レジェンドデータはどれを選びました？

ユーノス：想いを歌に乗せることができる《アベイディングソング》を取りました。




《アベイディングソング》

「判定：呪歌」のスキルの効果を＋ＳＬする。ただし、達成値やダメージの上昇、【ＨＰ】を回復させる効果以外のスキルには効果がない。レジェンドデータ、バード専用のスキル。




フレア：ユーノスさんの歌も、ついに伝説に。

ユーノス：そう、ボクの奏でる曲は伝説となる！

ドル：そんなだから、地に足のついたハンドアウトが回ってこんのだ!!（一同爆笑）

セレネ：ドルさんは地に足のつかないものに厳しい（笑）。

ＧＭ：では、そんなドルさんの地に足がついた伝説を教えてもらいましょう（笑）。




▼ドル・ジャマダル（４レベル）の場合

ドル：わしは《ランドフィッシャー》を４レベルに伸ばし、《コンセントレイション》を取った。魔ま術じゆつ判はん定ていは３Ｄ＋11となる。

ＧＭ：最近のドルの魔法は、かなりダメージ出ますよね。

ドル：装備はアークスタッフ、黒くろ頭ず巾きん、奥おう義ぎ書しよを買った。ますますニンジャっぽくなった。

ＧＭ：忍者刀から杖に。上忍のイメージですね（笑）。

セレネ：ドルさんのレジェンドデータは？

ドル：ふっふっふっ、その名も《エフリーグマスター》!!

フレア：えっ？　なんですそれ、かっこいい！

ドル：これを持っているとＦリーグで優ゆう秀しゆうな成せい績せきを修おさめた選手ということになるのだ。




《エフリーグマスター》

　プリプレイで［（ＣＬ）Ｄ×一〇〇］Ｇを得る。レジェンドデータのスキル。




ドル：コロローナ商会は人気急上昇中、グッズ販売などで収入あるのじゃな。

セレネ：というか、Ｆリーグも伝説になってるんですね（笑）。

ＧＭ：サントスの穴として『レジェンドガイド』に伝説が収録されております。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：以上で、成長の報ほう告こくは終わりですね？

ドル：ギルドレベルは前回と変わらず２レベル、持って行けるのは《目利き》《祝福》《蘇そ生せい》が。これが鉄板じゃな。

フレア：どれも実績あるギルドスキルですよね。

ドル：特に《目利き》。今のわしらには必ひつ須すじゃ。

ユーノス：そういえば、買い物した結果、所持金はいくらになりました？

ドル：残金は、二一〇〇Ｇ残っておる。

セレネ：まあ、これだけあれば。

ドル：そして、これにわしの《エフリーグマスター》で得た報ほう酬しゆうが。

フレア：さっそくですね！

ドル：（ダイスを振る）結果は10、一〇〇〇Ｇか。〝ドル資金〟として別管理しよう。

一同：ドル資金!?

ドル：何か非常事態が起こったとき、この積み立てが救ってくれるはず。

セレネ：いわゆるへそくりですね（笑）。

ＧＭ：それでは、この辺でオープニングに移りましょうか。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆一いつ寸すん先さきは闇やみ




　サバイバルダンジョン大会からしばらくのちのこと。

　そろそろ月の終わりも近いという頃ころ、コロローナ姉妹の館やかたを訪たずねる者があった。

　そう、それはいつものとおり───。




ＧＭ：では、オープニングです。静かな昼下がり、みんなで館にいるところから始まります。全員登場してください。

一同：はーい。

フレア：わたしは、おうちで飼っているモンスターの世話しています。

セレネ：わたしも、お姉ちゃんと一いつ緒しよにいます。

ドル：そろそろ、ヤツがやってくる頃じゃな。

ユーノス：ヤツ？　ああ───。

ＧＭ：そんな気配を感じたところに、どんどんと館の扉とびらを叩たたく者が。マティアスです。

セレネ：きたか（笑）。

ＧＭ：「いやいや、前回の活かつ躍やくは素す晴ばらしかったよ。コロローナ商会の諸しよ君くん！」

フレア：お、おはようございますマティアス様。

ＧＭ：「君たちの人気も、うなぎ登りだ。どうかね？　笑いがとまらんだろう」

セレネ：いえいえ、そんなことは。

フレア：これもマティアス様のおかげです。

ＧＭ：「だがねえ。いくら人気を集め、人望を得て、高い地位に就ついていようと……落ちるときは、コロッと落ちてしまうものなのだよ？」と、遠い目をしつつ。

セレネ：そりゃあ、あなたが言うと説得力がある（笑）。

ユーノス：一時期は枢すう機き卿けい候こう補ほでありながら、今では借金取りですからね。

フレア：なるほど～。コロッといっちゃうんですね、コロッと。




　マティアスがいかにしてコロッといってしまったのか、その経緯を知りたい方は『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズをご覧いただきたい。




ＧＭ：「さて、今度も期き限げんまでに一〇万Ｇを払はらってもらおうじゃないか」

フレア：また一〇万!?

セレネ：前回、ギリギリでしたよ？　実じつ際さい、ドロップ品が出なかったら危あぶなかったんだし。

ドル：おい、一〇万Ｇなどという大金は、前回のような大きな大会があったから返せたのだ。おいそれと稼かせげるものではないのだぞ！

ＧＭ：するとマティアスはサングラスをギラッと光らせ「だから言っておるだろう？　君たちの人気はうなぎ登りだと。そのうなぎ登りの人気を利用して、必死に売うり込こみたまえ」

ドル：くっ、こいつ……。

セレネ：妙みように持ち上げていたと思ったら、こういうことか（笑）。

フレア：でも、一〇万Ｇ稼ぐのって大変です。

ＧＭ：「そちらの事情など、知ったことではないのだよ。君たちは期限までに金を揃そろえる。ただ、それだけだ。もし、期限までに払はらえなかったときは───」




「君たちのうち、どちらかを差さし押おさえさせてもらう」




フレア＆セレネ：えええええ～!?

ユーノス：ふたりでひとつの双子に危機が！

セレネ：今回予告にあった離別の危機がさっそく！

ＧＭ：───そう言い残して、マティアスは去っていきます。

ドル：また、無む理り難なん題だいを！

セレネ：お姉ちゃんを、差し押さえなんかさせない！

フレア：でも、どうしようセレネちゃん？　お金ないよ？

ドル：それは、いつものことです（笑）。

セレネ：やっぱり、サントスのところに行って試合を組んでもらうしか。

ドル：では、さっそくサントスに頼たのみ込こみますかな？

フレア：はい、それしか当てはないですよね。




　ふたたび課せられた一〇万Ｇの返へん済さい。

　それを果たすため、サントスの許もとへと向かった。




ＧＭ：さて、みんなでサントスの自宅にやってきました。「おや、これはこれはコロローナ商会の皆みなさん」と迎むかえてくれます。

フレア：サントスさん、お金が必要なんです！

ＧＭ：そうすると「またですか？」と少し呆あきれた顔をするサントス。

ドル：まあ、そう言わずに話を聞いてもらおうか。なんせ、わしは今や《エフリーグマスター》を取得した一流の選手。ぞんざいに扱あつかうものではないぞ？

フレア：おお、さっそくレジェンドデータの設定が。

ＧＭ：すると、サントスも「はっはっはっ、ドルさんがそうおっしゃるのなら、聞かないわけにはいきませんな」と少し態たい度どを変えてきます。

ドル：というわけでサントス。なにかちょうどいい試合はないものか。

フレア：そうです。一〇万Ｇの賞金が出る試合はありませんか？

ＧＭ：「前回のサバイバルダンジョン大会の賞金も、かなりの高こう額がくだったんですがねえ」

ユーノス：まあ、優ゆう勝しよう賞金は一〇万Ｇでしたしね。

フレア：やっぱり、ないんですか？

ＧＭ：すると「いや、あれがあったか」と、サントスは何か思いついたようです。

セレネ：……あれ？

ＧＭ：「しかし、あれはハイリスクな試合ですし」

セレネ：なにか、不ふ穏おんな試合っぽい。

ユーノス：ははは。そんなのいつものことではないですか。

フレア：どんな試合でも、わたしたちはやります！

セレネ：そうしないと、離はなれ離ばなれになっちゃうかもしれないし。

ドル：マティアスは、どちらかを差さし押おさえると言っておりましたからな。

ＧＭ：「それに、コロローナ商会は現げん在ざい急成長しているチームですからねえ。試合をしてくれる対戦相手がいるかどうか……」

フレア：わたしたち、対戦を避さけられているんですか？

ドル：台所事情はともかく、デビュー以来ずっと勝ち続けてますからな。

セレネ：前回のサバイバルダンジョン大会でも、二位だったしね。

ＧＭ：すると、バーンと扉が開いて「対戦相手ならここにいるぴょん！」

一同：ぴょん!?

ＧＭ：ええ、前回戦ったピョン、ニャン、ワンのケモノ耳三人組、ワイルドイヤーです。

フレア：あなたたちは、ワイルドイヤー!!

ＧＭ：「あたしらは血に飢うえた野や獣じゆう、ワイルドイヤーにゃん！」「どんな試合だって、血が見られるんなら喜んでやるんだわん！」と、あなたたちの対戦相手として名乗り出ます。

セレネ：この子たち、ぱっと見は可愛かわいいんだけど……。

ユーノス：外見には騙だまされてはいけないギルドですからね。

フレア：でも、わたしたちに負けてるよね？

ＧＭ：「ぐっ!?　う、うるさいぴょん！」痛いたいところを突つかれてしまうピョン！（一同爆笑）

フレア：ああっ、ごめんなさいごめんなさい！

ユーノス：でましたね、フレアさんの天然ツッコミ（笑）。




　天然ボケに見えて、相手に素すでツッコミを入れるフレアの〝天然ツッコミ〟。

　相変わらずの切れ味である。




ドル：ハンドアウトによると、彼かの女じよたちにもいろいろ事情はあるらしいが……まあ、今はそのことを知らない、わし（笑）。

ＧＭ：「コロローナ商会！　あたしらは、サバイバルダンジョン大会の雪せつ辱じよくにきたんだぴょん！」と、ピョンはリベンジを宣せん言げんします。

ユーノス：ともかく、ありがたいことに対戦者が向こうからやってきましたよ。

ドル：うむ。これならどうだ、サントス？

ＧＭ：サントスも「対戦相手がいるのなら、こちらも試合を組んでおきましょう。リベンジマッチというのも、お客が呼よべそうですからねえ。はっはっはっ」と満足げです。

ユーノス：なるほど、サントス的には儲もうかる試合ができればいいと（笑）。

フレア：そういえば、結局どんな試合なんですか？

セレネ：まだ、試合内ない容ようを聞いていなかったね。

ＧＭ：「試合は、ボーナスチャンスマッチ。選手はコロシアムに配置されたボーナスくんを破は壊かいすることによって得られる賞金額で競うというものです」

フレア：ボーナスくん？

ＧＭ：「一種のゴーレムです。いくつか種類がありまして、その種類によって賞金の額は変わります。このボーナスくんを時間内に破壊して得た賞金総額が高い方が勝利です」

フレア：聞いているだけだと、今までと変わらないような。

ＧＭ：「──ただし、規程の金額を稼げなかった場合、一〇万Ｇの罰金です」

フレア：えええええええ～─────────ッ!?

ユーノス：しかし、ボクたちには罰金を払う余裕などありませんよ！

ＧＭ：「選手には、あらかじめ負ふ債さいを負ってもらう契けい約やく書しよにサインしてもらいます」

ユーノス：何とエグい!!

ドル：そりゃ、対戦相手もなかなか出てこんわ（笑）。

セレネ：ワイルドイヤーは、それで異い存ぞんはないの？

ＧＭ：「異存はないぴょん！」と、ピョンはそれを受けるようです。

フレア：向こうもやる気だ。

ドル：ともかく、話はまとまったな。

ＧＭ：では、サントスがさっそく試合の手配をするということでシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 02◆それぞれの事情




　コロローナ商会の次なる試合が決まった。

　サントスと話をつけたのち、ドルはその場に残り手続きを行なっていた。

　その帰り道、町の食堂に立たち寄よったときのことである。




ＧＭ：ドルのシーンとなります。ワイルドイヤーとの試合が決まったのち、みんなとは離はなれてひとりでいるところです。

ドル：契けい約やく書しよの作成とか、そういう面めん倒どうな手続きのために残ったことにしよう。で、それが終わって食堂とかにいる。そういうシーンでよいかな？

ＧＭ：はっ、そのようなシーンです。

ドル：わしは館に戻もどる前に食堂によって、飯を食おうとしているんだな。

ＧＭ：「同席してもかまわないかぴょん？」と声がかかります。

ドル：……ぴょん？　その口癖は、ワイルドイヤーか？

ＧＭ：ええ。声をかけてきたのは、ワイルドイヤーの三人です。さっき会ったときとはまるっきり雰ふん囲い気きが違ちがいますが。

フレア：雰囲気が違う？

ＧＭ：衣装も顔も普通で、ぱっと見誰だかわからないくらいです。

ドル：ああ！　メイクや染そめた髪かみを戻もどしたからか？（笑）

ＧＭ：そうですね。まるで一いつ般ぱん人じんのように地味な雰囲気になってます。

ドル：……お？　おお、おぬしたちか。一いつ瞬しゆん誰だれだかわからなかったが。

ＧＭ：「……その、この前のサバイバルダンジョン大会では悪かったぴょん」と、ピョンを筆頭にみんなが頭を下げます。

ドル：いや、まあお互たがい様さまだし。しかし、おぬしらずいぶん雰囲気違うのう。

ＧＭ：そうすると「あたしらヒールというキャラで売り出してるんで」と。

ドル：こいつら、キャラを作っておるのか!?（一同爆笑）

セレネ：猫ねこ被かぶってるのかと思いきや……今が素なんですね（笑）。

フレア：凶きよう暴ぼうな方が演えん技ぎだったんだ～。

ＧＭ：「あたしら、試合中は血に飢えた野獣だけど試合が終われば淑しゆく女じよにゃ」と、ニャンが。この生き馬の目を抜ぬくＦリーグでは、お客さんにウケるキャラ立ては重要なのですよ。

ドル：たしかにキャラは大事だわなー。この世界の奥おく深ぶかさをあたらめて知るわし（笑）。

ＧＭ：サントスから後進の面めん倒どうも見るように頼たのまれているんでしょう。

ドル：なら、いろいろレクチャーしよう。ああ、口から緑色の毒どく霧ぎりを噴ふくといいかもしれん。

ＧＭ：「なるほど、それはウケそうにゃー」とせっせとメモを取るワイルドイヤー（笑）。なにせ、《エフリーグマスター》のドルの言うことですからね。

ドル：そうそう。わし、えらい選手だもんな。

ＧＭ：「助かったぴょん。あたしら、キャラを押し出して客さんに覚えてもらうところから始めてるんだぴょん」嬉うれしそうに言うのは、リーダーのピョン・スティンガーです。

ドル：そうかそうか。売り出し中なんだな、彼女たちは。

セレネ：試合中はああだけど、普段は優やさしい子たちなのかな。

ＧＭ：「でも、試合中は気き遣づかいは無用だぴょん。試合のときは、あたしらは血に飢うえた野獣に戻るときだぴょん」とピョンが言います。

ドル：うむ。お互たがい身体に気をつけて頑がん張ばろうではないか。

ＧＭ：すると三人とも立ち上がって、先せん輩ぱいに礼を言いますよ。

ドル：おっと、そういうのは人に見られないようにせんといかん。回りをキョロキョロ見ながらアドバイスをしよう。

ＧＭ：ああ、なるほど。お客さんが持っているイメージを壊こわさないように（笑）。

フレア：ドルさんいい人だー。

ユーノス：こんな彼女たちとボクたちに、負債を背せ負おわせるかも知れない試合を組むとは。

ドル：うむ。サントスの非ひ情じようさがあらためてわかるな。

ＧＭ：というわけで、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 03◆行くか行かざるべきか




　一〇万Ｇの借金を返すあては見つかった。

　セレネは、試合当日までの時間を館やかたで過すごしている。

　そんな彼女を、訪たずねてくる者があった。




ＧＭ：では、セレネのシーンです。

セレネ：はい。

ＧＭ：サントスに掛かけ合あって試合の日取りを決めてから、二、三日後のこと。あなたが館にいると、また訪ねてくる者がいます。

セレネ：誰だろう？　このおうち、訪ねてくるお客さんは多いから（笑）。

ＧＭ：「セレネお嬢じよう様さま、お迎むかえに上がりました」と、カタリーナの執しつ事じさんがきています。その後ろには、豪ごう華かな馬車が停とまっています。そして「旦だん那な様さまがお呼よびですので」

セレネ：お姉ちゃんじゃなくて、わたし？

ＧＭ：「ええ、あなたをご指名です。さっ、どうぞ」と、馬車の扉とびらを開けてくれます。

セレネ：じゃ、馬車に乗りましょう。久ひさ々びさに高級な馬車に乗るんで、落ち着かない。

ＧＭ：馬車はしばらく走ると、カタリーナの要よう塞さいみたいな実家の前で停まります。

セレネ：大だい丈じよう夫ぶかな、お姉ちゃんいなくて？

ＧＭ：何か、心配でも？

セレネ：わたしの黒い部分がボロッと出そうなので（一同笑）。

フレア：セレネちゃんに黒い部分が!!

セレネ：わたしだって、お姉ちゃんに言えない部分はある（笑）。

ユーノス：なるほど、そういう心配だったのですか。

セレネ：お姉ちゃんは、わたしにとって癒いやしだもの。




　馬車はセレネを乗せて、カタリーナの館へ向かう。

　すると、玄げん関かん先さきでカタリーナ親子が出迎えてくれた。




ＧＭ：馬車が到とう着ちやくし、セレネが降おりてくると、フェルナンドはニコニコして出迎えます。「やあ、よく来てくれたね、セレネ君」と、フェルナンドはごつい手を差し出して握あく手しゆ。

セレネ：とりあえず、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをして。

ＧＭ：「娘を助けてもらった礼が言いたくてね。カタリーナは私わたしの大事な娘むすめなのだ。いや、本当にありがとう」と礼を述のべます。その後ろで、カタリーナはなんかもじもじしてます。

セレネ：殊しゆ勝しような態度をとっているなら、まあ……。

ＧＭ：「では」と、フェルナンドはセレネを食堂に案内します。

セレネ：ああ、お食事のお誘いだったのか。

ＧＭ：席に着くと、フェルナンドはパンパンと手を叩きます。すると、給仕が分ぶ厚あついステーキを運んできます。「礼と言ってはなんだが、ささやかな食事を用意させてもらった」

一同：ささやかじゃね──────!?（一同爆笑）

セレネ：やっぱり、ステーキなんだ（笑）。

フレア：ほんとにお肉が好きですね、カタリーナパパ。

ＧＭ：「さあ、遠慮はいらんよ。くつろいでくつろいで」

セレネ：くつろげない！　落ち着かない！（一同笑）

フレア：肉ばっかりだし（笑）。

セレネ：お礼の食事が肉づくし（笑）。でも、なんでわたしだけに？

ＧＭ：すると「実は、君に折り入って話があるのだ」と、フェルナンドが切り出してきます。

セレネ：はあ、お話ですか。

ＧＭ：「わがカタルヘナ商会では、宣せん伝でんのためにコロシアムに参加するギルドを作ろうという計画があってね。それも、Ｆリーグのような低てい俗ぞくなところではなく、他の団だん体たいでだ」

ユーノス：Ｆリーグ以外の団体ってどんなのなんでしょう？

ドル：きっと、ＡとかＢとかＣとか、もっとランクの高いのがあるんだろう。

セレネ：ああ、それはおめでとうございます。……うーん、嫌いやな予感が（笑）。

ＧＭ：「しかし、ちょうどアコライトの人材が足りなくてね。君の力を貸かしてほしいんだよ」

ユーノス：引ひき抜ぬきが来た！

ＧＭ：「もし、ウチの新ギルドに移い籍せきしてくれたら、一〇万Ｇを契けい約やく金きんとして払はらおう」

フレア：おおっ！

セレネ：一〇万Ｇかぁ……。揺ゆれるよなぁ。

ＧＭ：「失礼だが、君たちの家庭の事情はよく知っているつもりだ。この話に乗ってくれれば、今より安全に、しかも高額の賞金が稼かせげるようになる。それも、君だけが働いてだ」

セレネ：そうか、みんなのためになるんだ。ちょっと心が動く。

ＧＭ：「それに、こんなステーキも朝あさ昼ひる晩ばん、三食毎日好きなだけ食べられる」

セレネ：三食は無理!?（一同爆笑）

フレア：さすがに太りそう！（笑）

セレネ：悩なやむ、すごい悩むけれど……。少し、考えさせてもらっていいですか？

ＧＭ：「もちろん、すぐに答えが出る話ではないだろう。じっくり検けん討とうしてくれたまえ。今日はそんな話があったと心にとめておいて、気き兼がねなく食事を楽しんでいただきたい」と言って、どさどさと料理が出てきます。

ドル：やっぱりステーキか（笑）。

フレア：セレネちゃん、セレネちゃん！

セレネ：なに、お姉ちゃん？

フレア：タッパーに入れて持って帰ってきて！

セレネ：お姉ちゃんステーキに気を取られすぎ!!（一同爆笑）

ドル：く、くくく……（笑いすぎて声が出ていない）。

ＧＭ：すると「フレアくんのことが心配かね？　わかった、お土産みやげを用意しよう」とフェルナンドは気を利かせてお土産を用意してくれます。中身はステーキ詰つめ合あわせ。

一同：ステーキ詰め合わせ!?

ドル：サーロインとかリブロースとか、いろんなステーキがみっしり詰まっておるのか（笑）。

セレネ：お土産をもらってしまった（笑）。

ＧＭ：「ではセレネ君。よく考えておいてくれたまえ」そう言って、フェルナンドはセレネを送り出します。ともかく、そのまま帰してもらえます。

セレネ：ステーキのお土産を持って帰るけど、心は重い。




　胃もたれしそうな量のステーキの詰め合わせをお土産に、セレネは帰路につく。

　いつになく重いため息をつくセレネであった。







◆Opening 04◆今はまだそのときではない




　剣けん豪ごうアロンダイトから伝でん授じゆされた必ひつ殺さつ技わざ、《水すい波は斬ざん》───。

　フレアは、まだこの技がどのような意味を持っているかを知らない。

　ともかく、今彼女は庭の池に立っていた。




ＧＭ：次は、フレアのシーンです。あなたは前回《水波斬》というスキルを得たわけですが。

フレア：釣つり師しに習ったやつですね？

ＧＭ：剣豪、伝説の剣豪ですよ!?

フレア：ともかく、その技はまだまだ完全じゃないんですよね。

ＧＭ：アロンダイトは、日々訓練するようにと言っていましたから。

フレア：じゃあお庭の池で、こんな感じ？　あんな感じ？　ってやってます。

セレネ：池の水が、ぱしゃぱしゃと。

ユーノス：傍はたから見ていると、水浴びに見えますね。

ＧＭ：では、あなたがそんな特訓をしていると、バサッバサッと羽音がして、白い羽根がひらひらと舞まってきました。

フレア：いつもの感じで「あっ、ユーノスさん帰ってきたんだ」って振ふり返かえります。
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ユーノス：もちろん、ボクではありませんよね？

ＧＭ：はい。雰ふん囲い気きはどことなくユーノスと同じものを感じますが、別人です。さらりとした長ちよう髪はつと均きん整せいの取れた身体からだ、そして白い羽根を持ったドゥアンの天翼族オルニスです。

フレア：こっちはめちゃくちゃ美形っぽい!?

ユーノス：こっちは!?　くそう、美形あつかいの差は第一印象の差か！

セレネ：きっと、それだけじゃないと思う（笑）。

ユーノス：やっぱりライフパスなのか!?

ドル：それも違うわ!!　いい加減気づけ！（笑）

ＧＭ：ともかく、そんな超ちよう絶ぜつ美形な天使が、フレアの前に現われました。

フレア：……あの、あなたは？

ＧＭ：「私は───天使だ」真顔で言い切ります。

ドル：やっぱりか！

フレア：天使なんですか～、と疑いもなく信じます。

セレネ：だめ～！　お姉ちゃん少しは疑うたがって～!?（笑）

ＧＭ：フレアが感心していると「いかにも。神に選ばれ、地上に遣つかわされた存そん在ざいだ。そう、私のことはレッドと呼よぶがいい、少女よ」と名乗ります。

フレア：はあ、天使レッドさんですね。

ドル：エリンディルで天使を名乗るヤツは、本当にろくなのがおらんな（笑）。

ユーノス：いや、こいつはボクに比くらべてちょっと上から目線ですよ！

ＧＭ：たしかに、ちょっと上です。高いところから、腕うでを組んでフレアを見下ろしてますね。

フレア：じゃあ、ユーノスさんに似にているけど、ちょっと違うなぁなんて思いながら。

ユーノス：そうですそうです、こいつとは天てん使し性せいが違いますよ。

一同：天使性!?（一同爆笑）

ドル：なんじゃそれは!?

ユーノス：天使としての使命とか演出とか夢と希望とか、とにかく重要なものです！

ドル：さっぱりわからん（笑）。




　そもそも、ユーノスもレッドも天使ではない。

　エリンディルの人間種族であるドゥアンの種族のひとつ、天翼族である。




ＧＭ：レッドは「君は、その技わざをどこで覚えた？」と聞いてきます。

フレア：実は数日前、無人島にあるちょっとしたリゾートに行きまして。

ドル：リゾートには行っておらん（笑）。

フレア：いやまあ、フレアさんの中ではそうなので、間ま違ちがってはいないかと。

セレネ：お姉ちゃん、水着着て砂すな浜はまで遊んでたし。

フレア：浜はま辺べで楽しかったなぁ～。あははは～。

ＧＭ：「私は、夏の想い出を聞いているのではない！」（一同爆笑）

ドル：じゃあ、そもそも何しにきたんだ!!

ＧＭ：気を取り直して「その技をどこで覚えた？　誰から授かった？」

フレア：ええと、この湖を割る必殺技は釣つりのお兄さんから教えてもらったんです。

セレネ：お姉ちゃんの中では、まだ釣りのお兄さんのままなんだ。

ＧＭ：すると、レッドはやれやれと肩かたをすくめ「まったく、あの人の気まぐれにも困こまったものだ。こんな小こ娘むすめに……」なんて言います。

フレア：お知り合いなんですか？

ＧＭ：「今は、まだ語るべき時ではない───」（一同笑）

セレネ：知っているのかいないのか（笑）。

ＧＭ：「その技は《水波斬》という。本来、未み熟じゆくな者が使ってよいものではない」

フレア：（足元を見る）本当だ～、池の鯉こいさんがすごい困ってる（一同爆笑）。

セレネ：鯉たちが「ちょっと～、池を濁にごさないでよ～」みたいな（笑）。

フレア：ああ、確かに！　鯉さんたちにご迷めい惑わくをおかけしているらしい。

ＧＭ：「そういうことではない」と、その自じ称しよう天使は言いますが。

フレア：えっ、鯉さんのほかにも困ってる生き物が!?

ＧＭ：「だからそこじゃない!!」……え～、レッドも若干キレ気味です（一同爆笑）。

ドル：レッド、大変じゃな（笑）。

フレア：だったら、ちゃんと言ってくれないと困ります。

ＧＭ：「語るべき時ではないから、具体的に言えないのだ」

ドル：語れよっ、具体的に!!（一同爆笑）

ＧＭ：「それができたら苦労はしない───」

ドル：登場してないわしのツッコミに答えるのにか？（一同爆笑）

ユーノス：ていうか、フレアさんと話せと。具体的に（笑）。

セレネ：さっきから、ものすごくかみ合ってない（笑）。

ＧＭ：「……運うん命めいの歯車というものは、かみ合わないものだな」

ユーノス：かみ合わせろよ!?（一同爆笑）

ドル：そりゃあ、語るべき時じゃないんならかみ合わないじゃろー。

ユーノス：……フレアさんが妙なところで納なつ得とくしてますからねー。やりづらいでしょう。

ＧＭ：「ともかく！　《水波斬》は、地上にはびこる魔ま族ぞくと戦う者に託たくされるべき技。君のように、戦いを見せ物にするような者が使っていい技ではない！」レッドは言います。

フレア：なるほど、言いたいことは理り解かいしました！

セレネ：せっかくの必殺技を、見せ物みたいな試合に使うなと？

ドル：最初からそう言えばいいのじゃ！

ユーノス：はじめて、こいつの言いたいことがフレアさんに伝わった気がします。

ドル：こいつ、自分たちが魔族と戦う使命を持っていると思おもい込こんでいるのか？

フレア：この技って、コロシアムで使っちゃいけないんですか？

ＧＭ：「そのとおりだ。今はまだ《水波斬》を使う時ではない───」ふう、このセリフようやく言えた（笑）。

フレア：う～ん、使うなと言われても……。お魚釣れて便利だし。

ＧＭ：「だからっ!!　そういうことに使うべきではないって言っているだろう!!」

セレネ：やりにくそうなレッド（笑）。

ＧＭ：「ともかく、忠ちゆう告こくはした」言うと、レッドは翼つばさを広げて飛び去ろうとします。

フレア：もう行っちゃうんですか？

ＧＭ：「フッ……。運命さだめの時がきた。私は去る。今日言った忠告は忘わすれないことだな」レッドは羽ばたくと、空の彼方かなたに消えていきます。

フレア：じゃあ、地面に「レッドさん」と何度も書いて覚えておきます（笑）。

セレネ：漢字の書き取りみたいに（一同笑）。

ＧＭ：それでは、次のシーン移りましょう。







◆Opening 05◆類は友を呼ぶ




　ユーノス・ローリングスター───。

　地上に夢ゆめと希望を広めるために遣つかわされた天使と自称する青年。

　今、彼はクラン＝ベルの地でコロローナ姉妹のサーガを書くために留とどまっている。




ＧＭ：それでは、ユーノスのシーンです。どこかにひとりでいてください（笑）。

ユーノス：ああ、ボクはいつもひとりで孤こ独どくだ。ららら～♪

ドル：だから、どこにいるんだ（笑）。

ユーノス：夜、屋根の上で星空を見上げながら歌うボク。そして、ふと呟つぶやくわけです。とうとう見つけた、神のフレーズを───。

一同：神のフレーズ!?

ユーノス：ボクの歌はレジェンドデータのおかげで伝説になったので。それを口ずさもう。

ＧＭ：ああ、ユーノスは《アベイディングソング》を取っていますから。

ドル：きっと、聞いてると恥はずかしくなるようなヤツだな？

ユーノス：しかし、歌いながらもふと気づく───この感かん覚かく、ヤツが来ている!?

フレア：おおー、ユーノスさん超ちよう勘かんがいい。

ＧＭ：ハンドアウトから読み取った超ちよう絶ぜつな勘が（笑）。すると、あなたの前に翼を広げたひとりの天翼族が姿すがたを現あらわします。

ユーノス：フッ……。そろそろ来るころだと思っていましたよ、ブルー。

ＧＭ：「ほう、私の接せつ近きんを予よ測そくするとはさすがですね」

ユーノス：あなたが来ることは想定の範囲ですよ。ハンドアウトに書いてありますから。

ドル：ハンドアウト便利じゃな!!（一同笑）

フレア：ブルーさんはどんな人ですか？

ＧＭ：ブルーはユーノスと同じくドゥアンの天翼族オルニスで、青く染めたレザージャケットを装そう備びし、片かた目めにはなんか複ふく雑ざつな紋もん様ようが描えがかれた眼がん帯たいをしています。

フレア：この人、レッドさんの仲間で間ま違ちがいないですよ！　同じ匂においがします！

ドル：どんな匂いじゃ！　……などと突っ込もうとしたが、何となくわかりますぞ（笑）。

ユーノス：（妙みように気取った声で）ははぁん、貴き様さまが追ってくるとはな、ブルー！

ＧＭ：「あなたはどこへも逃げられないのです───この魔ま眼がんがあるかぎり」

一同：魔眼!?

ＧＭ：そう言うと、ブルーは眼帯に触れます。彼の片目は、強すぎる魔ま力りよくを持っている魔眼であるため、普ふ段だんは魔ま封ふうじの眼帯で力を封じている。

フレア：うわっ、強そう!?

ＧＭ：───という設せつ定ていです。

セレネ：……という設定？

ＧＭ：はい、あくまでも設定です。本当に魔眼を持っているわけないじゃないですか。ユーノスが夢と希望の天使だと言いい張はっているのと同様、ブルーも言い張ってるだけです。

セレネ：言ってるだけなんですか!?（笑）

ＧＭ：ええ、言ってるだけです。

ユーノス：そんなブルーと、ボクは睨み合います。ゴゴゴゴゴ！（←にらみ合いの音）




　ユーノスとブルー、時を経て邂かい逅こうした天使ふたりは対たい峙じした。

　善ぜんと悪あく、光ひかりと闇やみ、聖せいと邪じや、人知を超こえた力が今、交こう錯さくしようとしている。

　───などと、思い込んでいるのはふたりだけであった。




ＧＭ：にらみ合いを続けながらブルーは言う。「……ユーノス。あなたは今、コロシアムで戦っているそうですね。そんなことは止めて、我われ々われの許もとに戻る気はありませんか？」

ユーノス：それはできない。ボクには、夢と希望を広めるという使命がある。ボクの心の中には神から貰もらった歌、そして旋せん律りつが息づいているのです。

ＧＭ：「まだそんなくだらないことを。あのとき、あなたは私たちとともに魔族を滅ほろぼし、夢と希望を守ると誓ちかったではありませんか」

ユーノス：いいや違う！　ボクは歌の力で夢と希望を守ると誓ったという設定のはずだ。

フレア：なぜか設定がかみ合わない（笑）。

ＧＭ：「それはおかしい！　あのときセレスチャルフォースのみんなで話し合った設定と違うじゃないですか。ちゃんとノートに書いてあるんですから、ほらっ！」と、一冊さつのノートを突つきつけます。それは一〇年ほど前、皆で思い思いの設定を書き綴つづったものです。

ユーノス：なにぃ！　そんなものがまだ残っていたとは!?（大爆笑）

フレア：まずいですよ！　そんなノート出てきたら、わたしだったら死んじゃいます！

セレネ：若わか気げの至いたりで思いついた、物語やキャラの設定を綴つづったノート（笑）。

フレア：みんな、そんなノートに心当たりがあるんですね！（笑）

ＧＭ：そりゃまあ、この業界にいる人なら……。

ドル：ゲームデザイナーは、そういう夢と希望で飯めしを食っている（笑）。

ユーノス：じゃあ、もう一度そこのところを確認しようじゃありませんか、ブルー。ボクは夢と希望を広める旅に出るって書いたはずですから！

ＧＭ：「あのときは、ユーノスが抜ぬけるなんて想定してません！　旅に出る前に、新しい設定用意しておいてくださいよ！」

ドル：絶ぜつ対たい仲いいだろ、こいつら（笑）。




　神と悪あく魔まがどうの、運命やら宿命がどうの、特別に授さずかった特とく殊しゆな能のう力りよくがどうの……。

　ブルーとユーノスは、そういう夢と希望に溢あふれたお互たがいの設定を延えん々えんと言い合う。

　話は、いつまでも平行線であった───。




ＧＭ：「……この話は、お互いに歩あゆみ寄よれそうもないので横においときませんか？」ちょっと疲つかれたブルーが提てい案あんします。

ユーノス：そうですね。お互いに、掘ほり起おこしたくないものまで掘り起こしそうだ（笑）。

ＧＭ：「本題に戻もどりましょう、ユーノス。コロシアムで戦うことを止めて、我々の許もとに戻ってくる気はありませんか？」と言ってきます。

セレネ：それが本題でしたね。すっかり忘れてました（笑）。

ドル：いろいろ言ってはいいるが、ブルーの目的は仲間への勧かん誘ゆうなのだな？

ユーノス：ボクの考えは変わらない。ボクは、双ふた子ごたちと一緒に戦うと決めたんだ。

ＧＭ：「レッド、ブラック、ピンク……神に選ばれし軍隊〝セレスチャルフォース〟の仲間たちよりも、その双子の大切だというのですか」

ユーノス：パープルはどうしたのです？　と適てき当とうに話を振ふってみよう。

セレネ：パープルは、田舎いなかに帰ってお父さんのお店を継ついだとか（一同笑）。

ＧＭ：「パ、パープルはっ、天使の使命を忘わすれて……」わなわなっ！

ドル：わなわなっ、じゃねーよ!!（一同爆笑）

セレネ：本当にお店継いだんだ、パープル（笑）。

ＧＭ：「ですから、我々セレスチャルフォースはあなたがいないと全員そろわない。ユーノス・ローリングスター───いいえ、イエロー!!」

ユーノス：イエローかよっ！（爆笑）

ＧＭ：「ほかに、やってくれそうな相手がいないので」苦しい胸むねの内を語る、ブルー。

ユーノス：やるわけないでしょう！　イエローはお笑い担当のイメージが強すぎです。




　天使の間では、イエローは不人気らしい。




フレア：道理でイエローがいないと思ったら（笑）。

ＧＭ：「そうですか。しかし、聞いてますよユーノス。あなたは、コロローナ商会とかいうギルドに肩かた入いれしているそうですね。それは天使の使命より重要だというのですか？」

ユーノス：フッ……。その曇くもった魔眼では、真実は見えまい。

ＧＭ：「な、なんだと!?」みずからの設定に触ふれられ、敏びん感かんに反はん応のうするブルー。

ユーノス：ボクは違う真実が見える。君たちにはもう付き合いきれないんだ。

フレア：決別宣言が！

ドル：音楽に目覚める若者にはよくあることです。

セレネ：天使性の違いにつき、解かい散さん（笑）。

ＧＭ：「どうしても、イエローのポジションを拒むというのですね？」

ユーノス：だからイエローは嫌なの!!

ＧＭ：するとブルーは言います。「そうですか。ですが最後にこれだけは言っておきましょう。我々はＦリーグを潰つぶすつもりです。もし、邪じや魔まをするなら───容赦はしない」

ユーノス：……Ｆリーグを潰す？

ＧＭ：するとブルーは言います。「これは、レッドが決めた運命さだめなのです」と。

ドル：あいつか！

フレア：戦いを見せ物にするのはゆるさーんって言ってましたし。

ＧＭ：「せいせい自分の運命さだめを見つめ直すのですね」言って、ブルーは去っていきます。

ユーノス：運命さだめ、か……。ボクは呟つぶやき、夜空の星々を眺ながめ───。

セレネ：ユーノスさーん、ご飯はんよー。

フレア：セレネちゃんがステーキのお土産持ってきたよー（笑）。

ユーノス：まあ、運命さだめよりも晩ご飯が先です（笑）。

ＧＭ：というところで、シーンを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆後を託たくして




　クラッシュエンジェルズ───。

　サバイバルダンジョン大会にも優ゆう勝しようした、正しよう真しん正しよう銘めいの王者チヤンピオン。

　ストイックなウォーリアのライオと、優やさしげなアコライトのネル。

　その名声はクラン＝ベルだけに留とどまらず、エリンディル各地から出しゆつ演えん要よう請せいがあるほどだ。




ＧＭ：では、ミドルフェイズの最初のシーンです。クラッシュエンジェルズが地方遠えん征せいに出発することになりました。それを見送るシーンです。全員登場です。

一同：はーい。

ＧＭ：今まさにクラッシュエンジェルズのふたりが、クラン＝ベルを旅立とうと、街の門の前にいるというところです。

セレネ：行ってらっしゃいと、見送りに立ってます。

ＧＭ：すると「遠征に出ている間、Ｆリーグのことを任まかせておくわ」とネルが言い、ライオも「その間、Ｆリーグのトップはお前たちということになる」と言います。

フレア：おお～、託たくされた！

セレネ：プレッシャーだ！

ドル：前回のサバイバルダンジョン大会では、二位でしたからな。

ＧＭ：「実力はまた別として、な」とライオに釘くぎを刺さされます。

フレア：あ、あれ？　うん、がんばりまーす。

ドル：実力が伴ともなわないのに人気だけがあるというのは、一番困こまるからのう。

ＧＭ：「じゃあ、任せたわよ。行ってくるわ」ネルが手を振り、ふたりは旅立ちます。

フレア＆セレネ：いってらっしゃーい。

ユーノス：旅立つチャンピオンとそれを見送る挑ちよう戦せん者しやの交流、ボク的にはサーガの執しつ筆ぴつが進みそうで気持ちが昂たかぶります。翼つばさをバサバサさせていますよ。

フレア：感かん情じようの起き伏ふくに合わせて動くんですね（笑）。

ＧＭ：クラッシュエンジェルズの見送りを終えると「コロローナ商会の皆さ～ん！」と呼よぶ声があります。第三話でダンジョンについて回った、実じつ況きよう妖よう精せいのフィルタです。

フレア：ああ、あの妖精さん。

セレネ：わたしたちを呼んでるんですか？

ＧＭ：フィルタは慌あわてた様子で「今、コロシアムで大変なことが～！」

フレア：そんなに慌てて、コロシアムで何が起こったの？

ＧＭ：「それが、先日こんなものが届きまして」とフィルタが抱えてきたのは挑戦状です。

フレア＆セレネ：挑ちよう戦せん状じよう？

ドル：それ、サントスが仕し掛かけた演えん出しゆつではないのか？

フレア：なんて書いてあるんですか？

ＧＭ：「Ｆリーグ、ぶっ潰す」とだけ。

フレア：すごくシンプルだ（笑）。

ＧＭ：「それで、さっき乱入があったんです！」

一同：乱らん入にゆう!?

ＧＭ：「とにかく来てください！」と、フィルタはフレアの裾すそを引ひっ張ぱっていますよ。

セレネ：お姉ちゃん！

フレア：うん、行こう！

ユーノス：あ、待って。……まさか、ヤツらが動き出したというのか!?　そんな呟つぶやきを。

ドル：むう、知っているのかユーノス？（笑）

ユーノス：ええ、胸むな騒さわぎがします。ともかく行きましょう。

ＧＭ：そんなところでシーンを切ります。







◆Middle 02◆天使降こう臨りん？




　フレアとセレネたちが向かうと、コロシアムは騒そう然ぜんとなっていた。

　怒ど号ごうと罵ば声せい、歓かん声せいも上がり、興こう奮ふんした観客たちが投げるものが飛び交っている。

　何者かが、試合に乱入してきたというのだ。




ＧＭ：コロローナ商会全員で、コロシアムに到とう着ちやくしたところです。観客席からは大きなブーイングが起こっていて、紙コップやら何やらが飛び交っております。まあ、中には面おも白しろがって歓声を上げる者までいますが。

セレネ：一体何事？

ＧＭ：あなたたちが駆かけつけて試合会場を見てみると、ワイルドイヤーがこてんぱんにされているのを目まの当たりにします。

フレア：ああ、ワン、ニャン、ピョンが！

ユーノス：対戦相手はやはり……。

ＧＭ：ええ、レッドとブルー、それにブラックとピンクを加えたドゥアン四人組、セレスチャルフォースです。

フレア：あっ、あれはめちゃくちゃ美形の天使さま！

ユーノス：なんですと？　フレアさんが彼かれらを知っているとは。

フレア：セレネちゃん、セレネちゃん。この間、「今はまだその時ではない」の人だよと、オープニングであったことを話します。

セレネ：じゃあ、コロシアムにいる人たちを見て……ちょっと考えてからユーノスさんにちらっと視し線せんを送ります。

フレア：もしかして、ユーノスさんの知り合い？（笑）

ユーノス：あんなボクの天使性のわからないヤツなど、知り合いではありません！

ドル：知っておるではないか！（笑）

セレネ：……知り合いなんですね？

ユーノス：ボクの一族の者たちです。まさか生きていようとは……。

セレネ：ユーノスさんが言っていた滅んだ民族って、思い込みじゃなかったんだ。はじめてユーノスさんの言ってることを信じられそう（一同笑）。

ユーノス：ますますボクを信じられないような顔になっていませんか？　セレネさん。

ドル：乱入してきたようだが、そいつら強いのか？

ＧＭ：ええ、強いです。ワイルドイヤーがレッドに立ち向かっていくんですが「この技わざを使うべき時がきたか！　───《火か焔えん斬ざん》ッ!!」とレッドが鞘さや走ばしらせて刀を抜ぬくと、たちまちぼわっと炎ほのおがほとばしり、三人まとめて吹ふき飛とばしてしまいます。

フレア：ああ、ワイルドイヤーが!?　ピョン、ニャン、ワン～！

ユーノス：真上に吹き飛ばされて、どさっ、どさっ、どさっ、と地面に落ちてくる、と。

ドル：彼女たちの事じ情じようを知るわしは、思わず表ひよう情じようが険けわしくなるのだ。サントスめ、金を稼かせぐために無茶なマッチメイクを組みおってからに。

ＧＭ：そうすると、ブルーが「さて、準じゆん備び運動にもなりませんでしたね。所しよ詮せん、お金のために戦いを見せ物にする連中というのはこんなものでしょう」と余よ裕ゆうを見せます。

ユーノス：貴き様さまら！　と声をかけます。

ＧＭ：すると、ブルーがそれに気づきます。「これはこれは、ユーノスさんではありませんか。───いや、あえてイエローと呼よばせていただきましょう！」

ユーノス：呼ぶなよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ドル：……イエロー？　ユーノスの過か去こに何が……と真しん剣けんになる、わし（笑）。

ユーノス：ほらぁ、余よ計けいな誤ご解かいを生むでしょう！（一同笑）

ＧＭ：すると、レッドが刀を鞘さやに収おさめ「我われ々われは、セレスチャルフォース！　魔ま族ぞくの侵しん攻こうから夢ゆめと希望を守るために天から遣つかわされた───天使！」と名乗ります。

フレア：ふんふん。どっかで聞いたことがある。

ユーノス：その目的が、Ｆリーグを潰つぶすという行動と、どう結びつくんだっ！（一同笑）

ＧＭ：「今から、それを説明しよう！」

フレア：親切親切～（笑）。

セレネ：正せい座ざして聞きましょうか（笑）。

ＧＭ：レッドは長髪をさらっとかき上げ、断だん言げんします。「───戦いは見せ物ではない」

フレア：は？

ドル：お、おお……。

ＧＭ：「戦いとは、もっと崇すう高こうなものだ。その戦いを低てい俗ぞくな見せ物にしてしまうＦリーグを認みとめることはできない。そのような行こう為いは、来たるべき魔族との戦いの前に、人々を堕だ落らくさせてしまうものだ」と、そういう主しゆ張ちようをします。
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ドル：なんか、案外ストイックなヤツじゃのう。

フレア：そんなこといっても、わたしたちは試合がないと借金を返せません！

セレネ：わたしたちにとって、死活問題だし。

ＧＭ：「そんな個こ人じん的てきな事情など、我々は知らない！」

フレア：言い切った！

セレネ：いやまあ、たしかに個人的な事情だけど。

フレア：他の人たちだって、事情があるんです！

ＧＭ：「キミたちの事情よりも、私たちが天から遣わされた使命の方が重いのだ」

ユーノス：ボクは、君たちのそんな傲ごう慢まんなところが許ゆるせないんだ！

フレア：それが、天使性の違ちがいだったんですね。

ユーノス：だから、ボクは彼らと違う方法で夢と希望を広げる旅に出たのです。

ドル：はじめて聞く設定だぞ？

ユーノス：いやまあ、さっき思いついた設せつ定ていですので（笑）。

ドル：やっぱりお前、あいつらと仲良しじゃろ（笑）。

ＧＭ：レッドが言います。「ならば、ユーノス……いや、イエロー！」

ユーノス：だから呼ぶなよ!!（一同爆笑）

フレア：天使ネームを拒否した（笑）。

セレネ：女の子の立場から言わせてもらうと、天使ネームがイエローなのはちょっと……。




　天使ネームがイエローの男は、女の子も遠えん慮りよしたいらしい。




ユーノス：くそう、先にモテそうなカラーを選んだからって！

ドル：レッドとかブルーはモテの色なのか？（笑）

ＧＭ：で、レッドはユーノスに問います。「ならば聞こう。このコロシアムで行なわれる試合に、何の価か値ちがあるというのだ？」

ユーノス：レッド、貴様は馬ば鹿かにしているが、このふたりの戦いを一度見てみるといい。どれほどの人が勇気づけられ、明日の希望を手にしているかを！

ＧＭ：「Ｆリーグは場末のリーグと聞いたぞ？」

ユーノス：そ、そりゃあ賭かけ金きんの払い戻しに一いつ喜き一いち憂ゆうしている人も一部はいるが！（笑）

フレア：いるんだ、やっぱり（笑）。

ユーノス：それでも隠かくせない輝かがやきというものがある！

フレア：なんかユーノスさんのセリフがかっこいい！

ユーノス：こういうセリフなら得意です。

ＧＭ：「……解げせんな。どうやらお前とは最後まで相あい容いれないようだ」

ユーノス：ああ、これが天使性の違いというものか。

セレネ：天使性に深しん刻こくな隔へだたりが（笑）。

ＧＭ：するとレッドは「我々は神々から託たくされた運命さだめにしたがい、Ｆリーグに挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけた。このＦリーグをぶっ潰すとな！」と宣言します。

ユーノス：やはり、あの挑戦状はあなたたちでしたか！

フレア：大変なことになりましたよ、ドルさん！

ドル：たしかに、この演出はやりすぎですな。……わしは、あくまでもこの乱入をサントスが仕組んだ筋すじ書がきだと思っている。

セレネ：そういえば、ブラックとピンクってどんな感じなんですか？　レッドとブルーがやたら濃こいので、あまり気にしなかったのですが。

ＧＭ：ええ、まずピンクは無む表ひよう情じようで儚はかない感じの少女です。「ユーノス、ワタシたちどうしても戦わないといけないの？」と言うと、抱だいている人形が「へへ、よせってピンク。そいつは使命を忘わすれちまったのさ」としゃべります。

フレア：ピンクちゃんは、しゃべる人形を連れている。

ＧＭ：ちなみに人形はピンクが腹ふく話わ術じゆつでしゃべらせているので、《ファミリア》とか特にしゃべってくれるようなデータのものではありませんよ？

一同：ひとり芝しば居いかよ!?（爆笑）

ＧＭ：かつて強力な魔族だったが今は人形に封印されている、そんな設定です。

セレネ：せっかくの紅こう一いつ点てんなのに、聞いているとなんだか残念な気持ちになる（笑）。

ドル：いやまったくじゃ。

フレア：それで、ブラックは？

ＧＭ：ブラックは巨きよ漢かんで、腕うでを鎖くさりでぐるぐる巻まきにしています。強い力を持っていますが、暴ぼう走そうしやすいので普ふ段だんはその力を中和する特とく殊しゆな鎖で封ふうじているのです。「こ、この鎖が俺おれを戒いましめているうちに、早く……！」とか言って。

フレア：動きずらそう（笑）。

ＧＭ：大丈夫。ちょっと力りきむとぷちんと切れるようになってます。

ドル：切れちゃ駄だ目めだろ！（爆笑）

ＧＭ：いざってときに切れないと危ないじゃないですか。転んだときとか。

一同：始めから巻くなよ!!（大爆笑）

セレネ：転んだときって……（笑）。

ユーノス：ブラックはまだまだ天使になりきれていない。そこが彼の未熟なところです。

セレネ：なりきりすぎる方がどーかと思う（笑）。

フレア：すごく痛いた気持ちいい天使たちなんですね（笑）。

ＧＭ：「今日は挨拶に来たまで。Ｆリーグがどのような結末を迎えるか、楽しみにするがいい」そう言って、セレスチャルフォース四人は羽ばたいて去っていきます。

フレア：ああ、行ってしまった。

ドル：それよりもワイルドイヤーが心配じゃ。

セレネ：彼女たちはどんな様子ですか？

ＧＭ：かなり大きな怪け我がを負っていますね。とても、次の試合には出られそうもありません。

ドル：むう、何をしておる！　担たん架かだ！　担架を回せっ！

ＧＭ：次のシーンは、医務室に運ばれたワイルドイヤーにつきそうシーンとなります。







◆Middle 03◆ワイルドイヤー、今期絶ぜつ望ぼう……か




　コロシアムに設せつ営えいされた医務室に、ワイルドイヤーが運はこび込こまれてくる。

　ドクターの見立てでは、選手生命に関わるほどの怪け我がではないが、どうやら次の試合に出場するのは厳きびしいようである。




ＧＭ：シーンは乱入があった後の医務室です。全員登場登場です。

ドル：わしは、担架に付つき添そってワイルドイヤーの様子を見ているということで。

フレア：わたしたちも一いつ緒しよについて行きます。

ＧＭ：わかりました。では、診しん察さつしたドクターが「こりゃあ、次の試合は許きよ可かできませんね」とドクターストップの判はん断だんを下します。「まさか、乱入があるなんて思わなかったぴょん……くっ！」と、ピョンがベッドの上で悔くやしそうにうめいています。

ドル：まあ、とりあえず身体を治してから考えるんじゃ。

ＧＭ：「それじゃ試合に出られないわん！」怪我を押してでも、試合に出ようとする、ワン。

ドル：試合どころじゃなかろう！

ＧＭ：「で、でも、せっかくファンが増え始めてきたときなんだにゃん……」

ドル：お前たちのファンが痛々しい姿で戦うのを見て喜ぶと思うか！　バン！（机つくえを叩たたく）

フレア：うわ～、いい話～。

セレネ：ほろりと来るドルさんのお説教。

ＧＭ：「そ、そのとおりぴょん」ワイルドイヤーの三人組も納得したようです。

ドル：うむ、わかればよろしい。

ユーノス：元気になればまた稼かせげるわけなので。絶ぜつ望ぼう的てきな怪我でもなさそうだし。

ＧＭ：そこに、サントスが「やあ、困こまりましたな」とやってきます。

セレネ：あ、サントスさん。

ドル：わしはサントスに言わねばならん。新しい趣しゆ向こうのつもりか。やりすぎじゃろう！

ＧＭ：「いや、これはぜんぜん予定になかったことです」

ドル：訳わけのわからないことを。チャンピオン不ふ在ざいで人気が落ちると思い、ちょっと変わり種のギルドを雇やとってきたんじゃろう！

セレネ：変わり種どころじゃないし（笑）。

ＧＭ：「あの乱入は、私が関かん与よしたものではありません。こちらとしても、あなた方の対戦相手を試合不ふ能のうにされて、困こまっているところですよ」

ユーノス：本当に乱入で試合を妨ぼう害がいされたみたいですね。まあ、彼らならやりかねない。

ドル：だったら、何な故ぜ訴うつたえ出でようとせん？　営えい業ぎよう妨害だろう？

サントス：「私も、叩たたけば埃ほこりの出る身ですので」

ドル：おい、サントス！（一同爆笑）

フレア：出ちゃうんだ、叩くと埃が（笑）。

ユーノス：なるほど。出るとこに出て、薮やぶ蛇へびなんてことになりたくないと。

ＧＭ：しかし、サントスは本当に知らないようです。

ドル：……ふうむ、おぬし本当に仕組んでおらんのか？

ＧＭ：「ええ、全然知りません」

ドル：そうか。てっきり話わ題だいを作るためおぬしが連中を雇ったものだと思ってきたが。

ＧＭ：「おお、その手がありましたか」サントスはぽんっと手を打ちます。

ドル：お？　なんじゃ。

ユーノス：何か思いついたらしい。

ＧＭ：「はっはっは。〝Ｆリーグに謎なぞの挑戦者現あらわる!?〟という触れ込みなら、次の試合も客が呼べますよ」

ドル：おい待て（笑）。

ＧＭ：サントスは、セレスチャルフォースの乱入を話題作りに活いかす気のようです。

セレネ：さすが、商魂たくましい（笑）。

ＧＭ：「これは、あなた方にとっても悪い話ではありませんよ？　本来流れた試合を、モンスターとの対戦にすることで成立させるのですから」サントスはそう説明します。

フレア：ワイルドイヤーの代わりに、わたしたちがモンスターと戦うんだ。

ＧＭ：「ボーナスチャンスマッチは、金のために人間同士が必死に戦うドラマを観戦するのが本来の魅力だったのです」

ドル：Ｆリーグ駄目だろ!!（一同爆笑）

セレネ：まあ、今に始まったことじゃないけど……。

ユーノス：これじゃあレッド言い分を否定できない!?　ボクは、なんのために格好いいセリフを吐いたのか！

ＧＭ：「いや、なんのためといわれても」サントスも困り気味（笑）。

フレア：でも、本来は人間対人間の試合なんですね、ボーナスチャンスマッチ。

ＧＭ：「ええ。モンスター対人間のボーナスチャンスマッチでは、いまいち客が呼べません。しかし、乱入があるかもしれないとなれば、客も興味を惹かれてやってきますとも」

ドル：言っていることはもっともだが、釈しやく然ぜんとせん（笑）。

フレア：でも、わたしたちも借金返さないといけないし。

セレネ：わたしかお姉ちゃんが差し押さえられてしまう。

ドル：そうだった。一〇万Ｇ稼かせがないと大変なことになるんじゃ。

ＧＭ：「そちらはご心配なく。一〇万Ｇを稼げる試合を用意しましょう」

フレア：よかったー。

ドル：そうか、ならばよい。だがなサントス、ワイルドイヤーに補ほ償しようはちゃんとしておくのだぞ？　そうしないと、お前の悪あく徳とくプロモーターっぷりを神しん殿でんに訴えるぞ。

フレア：神殿に？

セレネ：神殿は神殿で、マティアスがいますよ。

ドル：しかし、コロシアムの選手も冒ぼう険けん者しやです。エリンディルの神殿は、冒険者を助ける組そ織しきですから、訴え出ることには意味もあるでしょう。

ＧＭ：サントスは「わかりました。補償は十分しておきましょう。彼女たちにも、話題を作ってもらったことになりますからね」と答えます。

ユーノス：なるほど。ワイルドイヤーがやられたことも宣伝になるんですね。

フレア：「謎のギルド乱入、ワイルドイヤー撃げき破は!?」みたいなニュースで（笑）。

セレネ：あとは「コロシアムに天使降こう臨りん……か？」とか。

ユーノス：お店で売られているときは、肝かん心じんな部分が折られて見えないという（笑）。

ドル：クラン＝ベル・スポーツとかいう新聞があったりするんじゃな（笑）。

ＧＭ：次のシーンはボーナスチャンスマッチとなります。







◆Middle 04◆ボーナスチャンスマッチ




　そして、ボーナスチャンスマッチ当日───。

　先日の試合が、天使を自じ称しようするセレスチャルフォースの乱らん入にゆうで中止となったため、観客席は殺気めいたものが渦うず巻まいていた。だが、その中に何かしらの期待があることもたしか。

　モンスターコロシアムを、独どく特とくの空気が包んでいた。




ＧＭ：というわけで、ボーナスチャンスマッチです。全員コロシアムに登場してください。

一同：はーい。

ＧＭ：会場に入るとわかるんですが、ちょっといつもと空気が違ちがいます。

セレネ：どんな感じですか？

ＧＭ：この前、セレスチャルフォースが乱入して試合を台なしにしたので、結けつ構こうなファンが殺気立っています。「今日はちゃんと試合しろー！」みたいな。

セレネ：ああ、なるほど。

ＧＭ：しかし、セレスチャルフォースがワイルドイヤーを一いつ蹴しゆうし、挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけたのは結構な話題を呼よんだので、似にたようなハプニングを期待している客も少なくないです。

ドル：サントスめ、うまく宣伝しおって。




「お待たせしました紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさん！」

　満員のコロシアムに可愛かわいらしい声のアナウンスが響ひびき渡わたる。

　前回のサバイバルダンジョン大会で活かつ躍やくした実じつ況きよう妖よう精せいフィルタであった。




フレア：あっ、フィルタちゃんだ。

ＧＭ：前回の実況中ちゆう継けいが評ひよう価かされての抜ばつ擢てきです。ちなみに、実況も引き受けますよ。

ドル：まあ、サントスばかりが表に出るのもあれじゃろう。

ユーノス：叩たたけば埃ほこりが出ますからね～、サントスは。

ＧＭ：では、ボーナスチャンスマッチについて説明します。

フレア：はーい。

ＧＭ：まずコロシアムのステージには、〝ボーナスくん〟というゴーレムが七体います。これを破壊することで、賞金が得られます。

フレア：ほうほう。

ＧＭ：ボーナスくんは四種類に色分けされており、破は壊かいすると色に応おうじた賞金が入ります。

セレネ：どんな種類が？

ＧＭ：白、緑、黒、赤とあり、白が一万Ｇ。緑が五〇〇〇Ｇ。黒は破は壊かいすると新しいボーナスくんがランダムで出しゆつ現げんします。

フレア：赤は？

ＧＭ：赤を破壊すると、なんとそれまで稼かせいだ賞しよう金きん額がくが二倍になります！

一同：ほー！

フレア：賞金がいっぱい貯ためたときに赤ボーナスくんを壊こわした方がお得ってことですか？

ＧＭ：そうですね。そっちの方がビッグチャンスになります。




ボーナスくん破壊のボーナス

・白ボーナスくん：一万Ｇ

・緑ボーナスくん：五〇〇〇Ｇ

・黒ボーナスくん：新たなボーナスくんがランダムで出現

・赤ボーナスくん：それまでの獲かく得とく賞金が二倍




ＧＭ：現在登場しているのは、赤ボーナスくん一体、緑ボーナスくん二体、白ボーナスくん二体、黒ボーナスくん一体です。２ラウンド目から、セットアップにボーナスくん出現表を振ふります。その結果に合わせて、さらにボーナスくんが追加されることがあります。

フレア：なるほど。

ドル：敵がボーナスくんを破壊したらどうなる？

ＧＭ：その場合、賞金は入りません。また敵が黒ボーナスくんを破壊しても新しいボーナスくんが出現することはないです。破壊したと見なすのは、最後に【ＨＰ】を０にした側です。

セレネ：ボーナスくんが一いち撃げきで沈しずまない可か能のう性せいもあるってことですね。

ＧＭ：それと、賞金が規程の額───五万Ｇに届かなかった場合、一〇万Ｇの罰金となり、そのまま負ふ債さいとなります。

ユーノス：……シビアだ。

ＧＭ：それと、この試合は３ラウンド制せい限げんです。３ラウンドが終しゆう了りようしたら、試合終了。

セレネ：だったら、赤ボーナスくんは３ラウンド目に壊すのが能のう率りつ的てきですね。

ドル：対戦相手はモンスターじゃったな？

ＧＭ：ええ。ですので本来は賞金を多く稼いだ方が勝者が勝者となって稼いだ賞金を得られるというものでしたが、モンスターは賞金のために戦いませんからね。なので、いかにモンスターの妨害をくぐり抜けてボーナスくんを破壊するか、という試合です。

ドル：なら、必ずしも敵を倒たおす必要はない。妨ぼう害がいさえ切り抜ければいいのじゃ。

ＧＭ：コロローナ商会が対戦ステージに向かうと、対面からモンスターが出現します。

フレア：な、何が出てくるのかな？

ＧＭ：まずは馬に乗った首なし騎き士しが一体。

ユーノス：おお、デュラハンですか。結構な強きよう敵てき。

ＧＭ：さらに、下半身がサソリで上半身が人間のヤツが一体、弓を構かまえたスケルトンが一体登場。全員同じスクウェアで、距きよ離りは20メートルの位置にいます。

セレネ：パピルサグとスケルトンアーチャーかー。これもそれなりに強かったはず。
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▼第１ラウンド

　それぞれの【行動値】は次のとおり。なお、ボーナスくんはすべて【行動値】５である。




行動値

パピルサグ　　　　　　　13

デュラハン　　　　　　　11

ユーノス　　　　　　　　８

ドル　　　　　　　　　　８

セレネ　　　　　　　　　７

フレア　　　　　　　　　６

スケルトンアーチャー　　６

ボーナスくん　　　　　　５
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ＧＭ：では、まずはセットアップから。デュラハンがドルに対して《死の咆ほう吼こう》を使います。これは【精せい神しん】で対決を行ない、任にん意いのバッドステータスを与あたえる特殊能力です。

ドル：む、来るがいい！

ＧＭ：デュラハンが乗る馬がいななき、断だん末まつ魔まのような叫さけびが魂たましいを握にぎりつぶす！　与えるバッドステータスはマヒにしましょう。（ダイスを振ふる）【精神】の達成値は13です。

ドル：マヒなんぞ、与え慣なれておるわ。（ダイスを振る）７。……失敗じゃ（笑）。よく考えれば、喰らうのに離れておらんかった（一同笑）。

ユーノス：では、さっそく《ランナップ》でＣ─３まで移い動どうしましょう。

セレネ：《ヘイスト》は使いません。

ＧＭ：それでは、行動はパピルサグから。こいつの足は速い。22メートル移動できるので、まず赤ボーナスくんにエンゲージ。

ユーノス：余よ計けいなことをするなー!!

セレネ：ああー、赤ボーナスくんはだめぇっ!!

ＧＭ：メジャーで《蠍さそりの尾お》で攻こう撃げき、よいしょ！（ダイスを振る）命中は22、毒針ばりのついた蠍の尾が、ぐわっとボーナスくんを襲おそう！　赤ボーナスくんが避よけるか……（ダイスを振る）回かい避ひは15！　合計29点のダメージをボーナスくんに与えます。

セレネ：《プロテクション》で赤ボーナスくんを守ります！　赤ボーナスくんは、わたしたちが壊こわさないと！（ダイスを振る）目がいい！　21点軽けい減げん！




　こここで赤ボーナスくんを破壊されると、一〇万Ｇを稼かせぐのは困こん難なんになってしまう。

　そのため、セレネは《プロテクション》で赤ボーナスくんを守ったのである。




ＧＭ：ダメージを８点まで減へらされ……５点の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】があるので３点抜ぬけます。

セレネ：これで、ひと安心。でも、攻撃を受け続けると危あぶない。

ＧＭ：「セレネ選手から《プロテクション》が飛んだ！　しかし、ボーナスくんには毒が回っているようです！　サソリの毒は、あとで効きくぞー！」とフィルタの実況が入ります。

ユーノス：毒か。この毒で死んだら相手側が壊したことになるんですか？

ＧＭ：ははは、そうなります。

セレネ：危あぶなくなったら《ヒール》でボーナスくんを回かい復ふくさせないと。

ＧＭ：そしてデュラハン。移動力は21あるので、Ｅ─３の白ボーナスくんに向かいます。

ドル：まずい、一万Ｇの白ボーナスくんがやられてしまう！

ＧＭ：（ダイスを振る）うぼぁ!?　ダイス目が低い！　命中は14。

セレネ：ボーナスくん避よけて～！

ＧＭ：（ダイスを振る）ボーナスくんの回かい避ひは16！　避けました。

一同：おお～!!（笑）

ドル：さすがボーナスくん。ＧＭの目も我われ々われ向きに偏かたよっておる（笑）。

ユーノス：それでは、ボクの番。まずはマイナーアクションで《ウィング》を出して飛行

状じよう態たいに。ユーノスゥゥゥ、ウィィィィーングッ!!　そしてメジャーで《エチュード》！

ＧＭ：「おおおっ、ユーノス選手飛んだぁ～!!」

ユーノス：呪じゆ歌か判はん定ていは成功。やはり羽を広げると歌のノリがいい（笑）。《アベイディングソング》の効こう果かもあるので、セレネさんとドルさん、魔ま法ほうのダメージが17点プラスですよ！

ドル：そして次はわしじゃ。マイナーでマヒ解かい除じよ。ぬう、《マジックブラスト》使えないのが惜おしい！　敵とボーナスくんごと狙ねらえたのだが。

ＧＭ：ははは、それを見み越こしての《死の咆吼》です。

ドル：だが、まずは一万Ｇ狙い。死ね、白ボーナスくん！　《ランドフィッシャー》！（ダイスを振る）命中は21じゃ！

ＧＭ：おお、高い！（ダイスを振る）くっ……回避できません！

ドル：ふっふっふっ。（ダイスを振る）ダメージ〈地〉属ぞく性せいの48点。

フレア：やった！

ＧＭ：白ボーナスくんは一発で吹ふっ飛とびます。まず、一万Ｇゲットです。

セレネ：続いてわたし。うーん、赤ボーナスくんにエンゲージしているパピルサグが気になるなー。……赤ボーナスくんと、まとめて攻撃しようかな？

フレア：セレネちゃん、もっと稼いでからの方がよくないかな？

セレネ：でも、このままだとパピルサグに破壊されてお金にならないよ。

ドル：なるほど、たしかに悪くない判はん断だんですな。　規程金額を稼ぐことも考えねばならん。

ユーノス：五万Ｇ稼げないと、さらに借金が増えますからね。

セレネ：……決めました。赤ボーナスくんとパピルサグを攻撃します。《サモン・リヴァイアサン》！　２Ｄ＋８で……（ダイスを振る）普ふ通つうだ、命中は15。

ＧＭ：（ダイスを振る）パピルサグの回避は13！　喰くらった!?

セレネ：よし！

ＧＭ：（ダイスを振る）赤ボーナスくんは避よけました、18です。

ドル：回避で18も振ふったのか。ボーナスくん、結構避けるぞ。

セレネ：（ダイスを振る）うわ、高い目が！　38点の属性のない魔法ダメージです。

ＧＭ：パピルサグは32点喰らって転てん倒とう。転びました。

フレア：わたしの番です。マイナーでＡ─５の白ボーナスくんに移動して、メジャーで《バッシュ》を使って攻撃をします。（ダイスを振る）とう！　命中の達成値は17です。

ＧＭ：白ボーナスくん、避けるかな？（ダイスを振る）……ほわっ、12です。避けません。

フレア：やった、当たりました♪

ＧＭ：くそ、今日はダイス目が低い。

ドル：今日も、だな（一同笑）。

フレア：《バッシュ》３レベルで３Ｄ追加だから、ダメージは５Ｄ＋８で振ります。（ダイスを振る）ダイス目は17、攻こう撃げき力りよくは８点だから……25点。

ＧＭ：25点？　それならちょっきり倒たおれる……。

フレア：これで二万Ｇですよね？　やった！

ＧＭ：では、スケルトンアーチャーの行動です《ダブルショット》。黒ボーナスくんを狙ねらって、ボーナスくんの追加を防ふせごう。

ドル：敵に破壊されると、ボーナスくんが出ないんだったな。

ＧＭ：まず一発目。（ダイスを振る）命中しダメージ、13点。そして二発目、これも当たり。ダメージ18点。黒ボーナスくんは、二発矢を受けますが何とか生き残っています。

フレア：黒がなくなると新しいボーナスくんが出てこない。

セレネ：あと一個こ残ってるから、《プロテクション》は張はらなくてもいいと思う。

フレア：全員行動し終わった？

ＧＭ：いえ、最後にボーナスくんの行動。ボーナスくんの行動は放ほう棄きです。

ドル：基き本ほんは動かないのか？

ＧＭ：はい。そしてクリンナップで赤ボーナスくんの【ＨＰ】が毒の効果で３点減へります。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：２ラウンド目です。セットアップの最初で追加のボーナスくん登場。

フレア：赤出ろ赤出ろ～！




　追加で出現したボーナスくんは、緑と白。

　白がＢ─３、緑がＡ─４である。




フレア：残念、赤が出ない。

ＧＭ：では、デュラハンの《死の咆ほう吼こう》で……対象はユーノス！

ユーノス：今度はボクにきましたか。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダイス目は６、達成値は10です。

ユーノス：【精神】５だから２Ｄで５以上。（ダイスを振る）フッ、ぴったり10で成功。

セレネ：わたしは《ヘイスト》を。ここでドルさんに先手を取らせたい。てーい！（ダイスを振る）ごめんなさい、２が出ちゃった。残念、デュラハンの先手は取れません。

ＧＭ：セットアップは終了。パピルサグの行動。マイナーで転てん倒とうを回復し、《蠍さそりの尾お》でエンゲージしている赤ボーナスくんを攻撃！

ドル：避よけるんじゃ、赤ボーナスくん！

ＧＭ：（ダイスを振る）あっ、赤ボーナスくん避けた！　蠍の尾を、ひらりとかわしました。

ドル：ふう～。赤ボーナスくんやるのう。さっきから敵てき味み方かたの攻撃をかわしておる。

ＧＭ：そしてデュラハン。よし、《チャージ》が使える！　移動して命中に１Ｄ追加、対象は範はん囲い（選せん択たく）。馬をヒヒヒーンと走らせ、セレネとドルのいるスクウェアに突とつ撃げきします。

セレネ：うわ、こっちにきた！

ＧＭ：（ダイスを振る）よし、今までのダイス目が嘘うそのように高い！　命中は28。

セレネ：（ダイスを振る）避けられませ～ん！

ドル：うぉー、こっちも駄だ目めじゃ！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは27点です。

セレネ：《プロテクション》を自分に。（ダイスを振る）14点減へらしました。これで、ダメージは全部防ふせぐ。【物理防御力】は16点あるから。

ドル：わしも、大して痛いたくはなかった。そして次はわしじゃ。マイナーで《マジックブラスト》を使用して、《ランドフィッシャー》を範囲（選択）に拡かく大だい、パピルサグと赤ボーナスくんを攻撃！（ダイスを振る）命中は23じゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）赤ボーナスくんは回避に失敗。うおっと、パピルサグが回避にクリティカル！　ははは、ダイス目は本ほん格かく的てきに復ふつ活かつしてきた！

ドル：なんじゃとう!?　しかたない、赤ボーナスくんへのダメージを出そう。ダイス目は16、固こ定てい値ちの33を足して49点、〈地〉属性。これで壊こわれるじゃろう。

ＧＭ：49点!?　……はい、壊れました。




　赤ボーナスくんはドルの魔法によって破壊された。

　これにより、獲かく得とくしていた賞金二万Ｇが倍の四万Ｇとなった。




ドル：しかし、もう一個赤ボーナスくんが出てくれんとまずいな。

ユーノス：ボクは《ジョイフルジョイフル》のために待機。

セレネ：わたしは、白ボーナスくんを狙ねらう。ここはお金でしょう。というわけで、また《サモン・リヴァイアサン》を撃うちます。（ダイスを振る）……命中は17です。

ＧＭ：（ダイスを振る）白ボーナスくん、回避は15で、避けられません。

セレネ：（ダイスを振る）38点の属性のない魔法ダメージです。

ＧＭ：白ボーナスくん、撃げき破は。一万Ｇ追加！

フレア：やったー！　これで五万Ｇ！　規程賞金額はクリアー！

ドル：さらに赤ボーナスくんを破壊すれば、一〇万Ｇ達成じゃ！

フレア：次は、わたしー。

ドル：ここで黒ボーナスくんを狙い、赤を出したいところですが……。

フレア：わたしだと移動しても届とどかないかな？　……あっ、《水波斬》が届く！

ドル：なるほど、それですぞフレアお嬢じようさま！

ＧＭ：だがそのとき、フレアの脳のう裏りには「今はまだ《水波斬》を使うべき時ではない」という声がリフレインし……。

ユーノス：そんな声は無む視しして結構です！（一同笑）

フレア：そんな声を振ふり払はらい、マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《水波斬》！　……でも、これだと【ＭＰ】を15点も消費するんですね。

ドル：ですから、《水波斬》を連発はできんのです。

フレア：命中判定だから３Ｄ、うりゃあ！（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：ここでクリティカルした!?　（ダイスを振る）黒ボーナスくん、回避できません。では、フレアが剣けんを振るうと、あたかも水流が逆さか巻まくような衝しよう撃げきが走ります！

フレア：よし！




　フレアの出したダメージは26点の〈水〉属性のダメージ。

　黒ボーナスくんは一撃で粉ふん砕さいされた。




フレア：追加のボーナスくん出現ですよね？

ドル：追加で出るボーナスくんの種類はどうやって決めるのじゃ？

ＧＭ：こっちがダイスを振ってランダムで決めます。振りますよ？

フレア：あーか、あーか、あーか！

ＧＭ：（ダイスを振り）……なんと、赤が出た！

一同：おおおおおっ!?

ＧＭ：そして、出現位置はＢ─４！

セレネ：お姉ちゃんの側そばに来た！

ドル：このラウンド、この赤ボーナスくんを守りきれば一〇万Ｇじゃ！

ＧＭ：だが、こちらにはスケルトンアーチャーがいる！　きりきり弓を引ひき絞しぼり、《ダブルショット》！（ダイスを振る）一発目、ボーナスくん避けられず。ここで《ブルズアイ》！

ドル：なんじゃとう!?　ミドルで出てくるエネミーのくせに！（笑）




《ブルズアイ》

　射しや撃げき攻撃のダメージに（ＣＬ）Ｄのダメージを追加するレンジャーの自動取得スキル。




ＧＭ：５Ｄ追加して……（ダイスを振る）37点と出ました。

ドル：今までのボーナスくんは25点で沈しずんだから……13点減へらせると守れますぞ！

セレネ：わかりました！　《プロテクション》！（ダイスを振る）あっ、減少は12点!?

ＧＭ：赤ボーナスくんの【ＨＰ】はちょっきり０！　撃げき破はされました！

一同：ああああああっ!?

フレア：これで、希望は断たたれたんですか？

ドル：いや、３ラウンドのセットアップで赤ボーナスくんが出れば……。

フレア：じゃあ、それに賭かけましょう！




　待機していたユーノスは、《ジョイフルジョイフル》でドルを未行動にする。

　ドルはその攻撃でスケルトンアーチャーを《ランドフィッシャー》で攻撃するも、あと一歩のところで撃破するにはいたらなかった。




▼第３ラウンド
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ＧＭ：そして第３ラウンド。この最後のラウンドとなります。ではセットアップ。

フレア：さあ、最後のボーナスくんは……（ダイスを振る）あー、残念、緑でした。

ドル：緑だと五〇〇〇Ｇ？　このままだと一〇万には届かんぞ？

フレア：じゃあ、一〇万Ｇを稼かせげないってこと？




　赤ボーナスくんは出現しなかった。

　セレネの魔法で緑ボーナスくんを破壊しただけに留とどまり、稼いだ賞金は五万五〇〇〇Ｇ。

　コロローナ商会がどれだけ頑がん張ばっても一〇万Ｇを獲得することはできない───。




セレネ：まずい、このままだと借金返せないよ！

フレア：ど、どうしようセレネちゃん!?

ＧＭ：すると、フィルタが泡あわを食って実況します。「あああっ!?　そ、空を見てください！　何かがコロシアムに舞まい降おりてきます───!!」上空から、輪を描えがくよう翼つばさを持つ四つの影かげがやってきます。

フレア：翼？　ということは！




　コロシアムに舞い降りたのは、四人の天翼族オルニス。

　その先頭に立ち、率ひきいるのはレッドであった───。




フレア：やっぱり、レッドさんだ！

ユーノス：なんか登場がかっこいいのが悔くやしい!!（笑）

ドル：また試合に乱入してきおった！

ＧＭ：そして、レッドが降り立つなり「《火か焔えん斬ざん》っ!!」と叫さけんで剣けんを抜ぬき放ちます！




　レッドが剣を振るうと、炎ほのおとともに衝しよう撃げき波はが走った！

　そして、コロシアムに残っていたモンスターをすべて薙なぎ払はらってしまった。




ドル：おい、いきなり何をするんじゃ！　こっちは試合中じゃぞ！

ＧＭ：「試合？　フッ、こんなものただの見せ物ではないか！」レッドは吐はき捨すてるように言います。すると、観客席から激はげしいブーイングが起こります。

ユーノス：きっと、座ざ布ぶ団とんとかも飛んでるんでしょう。

ドル：楽しみにしていた試合を潰つぶされたからのう。乱入を喜んでいるのもいそうだが。

ＧＭ：もちろん、乱入目当ての客もいます。そっちはそっちで盛り上がってます。

セレネ：そんなお客さんもいるんだ。

ＧＭ：レッドは「そこの少女よ───！」と、切っ先をフレアに向けます。

フレア：わたしですか!?

ＧＭ：「言ったはずだ。今はまだ《水波斬》を使うときではない───と」

フレア：じゃあ、なんのための技なんですか？

ＧＭ：「《水波斬》は、もっとこう夢ゆめと希望に満ちているべきだ」

ドル：意味がわからんわ！（一同爆ばく笑しよう）

ユーノス：ボクには、何となくわかるんですが（笑）。

ＧＭ：レッドは「ともかく、《水波斬》は魔族と戦うために編あみ出だされた技だ。崇高な使命を持たぬ君には、その資し格かくは───ない！」

ドル：お前は人間相手に使い放題だろ！

ＧＭ：「私はいいんだ。使命があるからな」

ドル：言い切りおった!?　なんという自分勝手！

フレア：でも、この技は釣りしているお兄さんが、さらっと教えてくれたんですけど？

ＧＭ：「……その話、信じることはできんな」レッドは疑うたがっているようです。

ユーノス：そりゃまあ、たまたまレース中に湖畔を通りすがったら、伝説の必ひつ殺さつ技わざを教えてもらったというのは……信じられないでしょうね。

ドル：そういえば、レッドの《火焔斬》はフレアお嬢さまの《水波斬》に似にておるようだが？

ＧＭ：データ的には、〈火〉属性になるところだけがちがうというスキルです。

ドル：すると、レッドもアロンダイトから学んだりしたのか？

ＧＭ：「今はまだ、語るときではない───」

一同：いい加減語れよ!!（一同爆笑）

セレネ：この人それしか言わないよね（笑）。

ＧＭ：「少女よ。これまで稼いだ賞金を放ほう棄きし、以後みだりに使わぬことだ」

フレア：そんな無茶苦茶です！　わたしたちにはお金は必要なんです！

ＧＭ：「そこまで言うのなら、実力で示しめすほかあるまい。ならば、君の《水波斬》と私わたしの《火焔斬》、どちらが上か勝負しようではないか」レッドが挑ちよう戦せんをしてきます。

フレア：……それは、つまり一いつ騎き打うち的な感じなんですか？

ＧＭ：ええ、そうです。

フレア：本当に一騎打ち!?

ＧＭ：レッドは「私が勝ったら、今回稼いだ賞金をすべて放棄してもらおう」と言います。

フレア：じゃあ、私が勝ったら？

ＧＭ：するとレッドは「万が一にもそんなことはないが、わたしが所有するこの五万Ｇ相当の宝石をくれてやろう！」と言います。

ユーノス：意外に金持っている!?　ドロップ品なのか！（笑）

ドル：五万Ｇのドロップ品はなかなか巡り会えん。

フレア：それなら今回の賞金と合わせて、一〇万Ｇに届くよセレネちゃん！

セレネ：お姉ちゃん、相手は自信満々だよ？

フレア：それでも、このままだと一〇万Ｇに届かないし……ここはやるしか！

ユーノス：おお、風ふう雲うん児じの血が騒さわいでいる。熱い……熱い波動が伝わってきますよ！

ＧＭ：レッドはフッと笑い「では、一騎打ちだ」と。

ユーノス：しかし、フレアさん大切なことを忘わすれていませんか？

フレア：はい？

ユーノス：【ＭＰ】、足りないのでは？

フレア：あああ、そうだったー。わたし、今《水波斬》が撃うてない！

ドル：ちょっと待ってくれい。フレアお嬢さまが【ＭＰ】ポーション飲むでな（笑）。




　フレアが【ＭＰ】ポーションを飲むインターバルが設もうけられ、コロシアムの中央で対たい峙じする。

　ふたりが睨にらみ合あうと、それまでブーイングを上げていた観かん衆しゆうも静まり返った。




《水波斬》と《火焔斬》───。どちらが勝つか、皆みな固かた唾ずを呑のんで見守っていた。




▼第１ラウンド

行動値

レッド　　　　　７

フレア　　　　　６
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ＧＭ：では、コロシアムに立つのはふたりだけ。フィルタも戸と惑まどいながら実じつ況きようします。「さあ、大変なことになって参りました。突とつ如じよ乱入してきたレッドが、フレア選手に一騎打ちを挑いどんできました！　一体、勝つのはどちらでしょうか？」

セレネ：お姉ちゃん、頑がん張ばって……。

ＧＭ：では、一騎打ちを始めましょう。コロシアムの中央では、フレアとレッドが睨み合っています。ふたりの距きよ離りは10メートルです。【行動値】は、レッドが７です。

フレア：わたしは６です。先手は向こうですね。

ＧＭ：レッドの行動から。「君が、私に絶ぜつ対たいに勝てないことを教えてやろう。君の《水波斬》は、我わが炎ほのおを超こえることはできない。……ぬううううん!!《轟ごう炎えん陣じん》ッ!!」とマイナーアクションで叫さけんだ途と端たん、レッドの身体からだを紅ぐ蓮れんの炎が包みます！

フレア：なんか起こった!?

ＧＭ：ふふふ、他にも技があるのです。「ゆくぞ！《火焔斬》!!」レッドは続くメジャーアクションで攻撃！　フレアに燃もえさかる衝しよう撃げき波はが迫せまります。（ダイスを振る）命中17!!

フレア：（ダイスを振る）避よけられないですー！

ＧＭ：（ダイスを振る）そしてダメージは〈火〉属性の38点。

フレア：【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】は８点だから、30点受けました！

セレネ：ああ、《プロテクション》を使ってあげられない……。

ＧＭ：「耐たえたか。だが、そうでなくては困こまる。《水波斬》を撃うってくるがいい」と、レッドは剣を降おろして構かまえを解とくのですが、その身体は炎に包まれたままです。

フレア：うっ、向こうは余よ裕ゆうですよ!?

ドル：ともかく、撃ってみるしかありますまい。

フレア：わ、わかりました。それじゃあ、マイナーで《スマッシュ》……メジャーで《水波斬》!!（ダイスを振る）……命中は17です！

ＧＭ：《水波斬》の怒ど濤とうの水流がレッドに向かう寸すん前ぜん、その身を包んでいる炎が激はげしく燃えさかり、蒸じよう発はつさせてしまいます！　水みず煙けむりがあがって、レッドは平然と立っています。リアクションは、ダイスを振ることなく、自動的にクリティカル!!

フレア：ええ～っ！　何ですかそれ!!

ＧＭ：レッドはさらに《エンカレッジ》を使い「これが《火焔斬》の力。真の剣けん士しのみが許ゆるされた力だ！」と、攻撃してきます！（ダイスを振る）命中は19！

ユーノス：なんと大人げない！　ここで《エンカレッジ》とは！

フレア：（ダイスを振る）んー、避けられないです！　どんとこーい、どんとこーい！

ＧＭ：じゃあ、どんといきます。《ボルテクスアタック》を宣せん言げん！　ダメージに10Ｄ追加！

一同：どんときた──────ッ!!

ＧＭ：ダメージは〈火〉属性の56点。フレアは炎に包まれて吹ふき飛とばされる。

フレア：……【ＨＰ】は一気に０に。




　レッドが放った《火焔斬》の炎に包まれ、戦せん闘とう不ふ能のうとなった。

　同時に、この試合で稼いだ五万五〇〇〇Ｇをすべて失うことが確かく定ていした。




フレア：「わたしたちの五万五〇〇〇Ｇが～！」ぱたり。

セレネ：お姉ちゃ～ん!!　ああ、最後までお金の心配を……。

ＧＭ：「言ったであろう。まだ使うべきときではない、と」かちん、と刀を収おさめるレッド。

ユーノス：というか、回避が自動でクリティカルとかずるすぎでしょう！

セレネ：お姉ちゃんにかけよります。大だい丈じよう夫ぶ、お姉ちゃん！

ＧＭ：横で見ていたブルーが皮肉な笑みを浮うかべ「これでわかったでしょう。《水波斬》を使う資格がないことが」と言います。

セレネ：くっ……。でもここで言い返すと向こうのペースに呑のまれる（笑）。

ＧＭ：「今日はここまでだ。だが、Ｆリーグが興こう行ぎようを続けるかぎり、我々セレスチャルフォースはまた現あらわれるだろう！」そう言い残し、セレスチャルフォースは飛び去っていきます。




　ボーナスチャンスマッチ収しゆう入にゆう総そう計けい　〇Ｇ

　マティアスによる天引き　　　　　　〇Ｇ

　目標金きん額がくまで残り　　　　　　　　　一〇万Ｇ

　借金返へん済さい総そう額がく　　　　　　　　　　　〇Ｇ







◆Middle 05◆借金の行方ゆくえ




　セレスチャルフォースの乱入後、フレアは医い務む室しつに運はこび込こまれている。

　怪け我がの方は、さいわい大したことはない。

　問題は、賞金がチャラになってしまったことだ。




ＧＭ：では、医務室です。全員登場してください。フレアは手当が行なわれ、戦闘不能は回復です。その場には、様子を見に来たサントスがいます。

フレア：ごめんね、セレネちゃん。わたしが一騎打ちで負けたせいで。

セレネ：ううん、お姉ちゃんが生きててくれればいいよ。

フレア：でも、みんなでがんばった五万五〇〇〇Ｇ……しょんぼり。

ドル：そんなことはよいのですフレアお嬢さま。問題は借金です。

フレア：そうだった。借金返済の期限はいつですか？

ＧＭ：は、すぐそこです、

フレア：すぐそこ？

ＧＭ：ええ、医務室にマティアスが乗り込んできました。「いやいや試合は残念な結果になってしまったねえ、コロローナ商会の諸君」

一同：直接きた!?

ＧＭ：「さて、今日は一〇万Ｇの返済期限だ。耳を揃えて払ってもらえるかな？」

フレア：うっ……。

セレネ：えっと、その……。

ドル：わしの〝ドル資金〟も積み立てたばかり。一〇万Ｇなど、とてもとても。

ユーノス：ない袖は振れぬと言いますが。

ＧＭ：「……ふむ。用意できなかったのか。まあ、わしも鬼じゃあないんだよ。返済できなかったことについて、君たちを責めるつもりはない───」

フレア：あっ、責めないんだ。

セレネ：でも、ということはつまり……。

ＧＭ：「予告したとおり、どちらかの身柄を差し押さえさせてもらえればな」そう言って、ニヤリと太い笑みを浮かべるマティアス。

一同：やっぱり～！

ＧＭ：「ん～、そうだな。差し押さえるのは……フレア君、君だ」

フレア：えっ、わたし!?

セレネ：お姉ちゃんを!?

ＧＭ：「さっ、差し押さえなさい」とマティアスが命じると、部下のアコライトたちは手当てを受けたばかりのフレアを連れて行こうとします。

フレア：わ～!?　差し押さえられちゃう!?

セレネ：───待って!!

ＧＭ：セレネが制止しても、マティアスは「待つ？　君たちには、十分猶予を与えたはずだ。これ以上、何を待てと言うのかね？」と言いますよ。

セレネ：……返済の期限は今日。ということは、日付が変わるまでに一〇万Ｇを用意すればいいんですよね？

ＧＭ：「理屈ではそうだが、当てはあるのかね？　もう試合を組む時間もないのだよ？」

セレネ：……あります！

ドル：なんと!?

ユーノス：移い籍せきの話ですね。

フレア：わたしは、移籍の話は知らないんですよね。

ドル：セレネお嬢さまが、まだ話しておりませんからな。

フレア：わたしは、知らないってことでロールプレイしてみます。

ＧＭ：はい。思った通りにやってもらって結構です。

セレネ：というわけで、マティアスに言います。日付が変わる前までに、必ず一〇万Ｇ届けますから……お姉ちゃんを差し押さえるのは、やめにしてください。

フレア：セレネちゃん……。

ＧＭ：では、マティアスはしばし考えると「よろしい。セレネ君の言い分ももっともだ。本日の日付が変わるまで、待つことにしよう」と言います。

セレネ：ほっ、これで何とかなった……。

ＧＭ：「離してやりなさい」とマティアスが言うと、フレアも解放されます。

フレア：ひと安心だけど、わたしはセレネちゃんが心配です。セレネちゃん、大丈夫なの？　あんなことを言って。

セレネ：……うん。お姉ちゃんは心配しないで。

フレア：セレネちゃんが大変な目に遭うくらいなら、わたしは差し押さえられたっていいんだよ？　……自分が勝負して負けちゃったから、こんなことになったんだし。

セレネ：そんな。お姉ちゃんが気に病やまなくてもいいよ。

フレア：ごめんね、セレネちゃん。頼りないお姉ちゃんで。

セレネ：ううん、そんなことないよ。

ユーノス：ふたりを助ける方法は、何かないのでしょうか。

ドル：そんな方法があれば、こんなことにはなっておらん。

セレネ：……これはＧＭに質問なんですけど、仮にわたしが移籍したとして、どれくらいの間戻ってこれなくなるんですか？

ＧＭ：契約金一〇万Ｇですから、その額に応おうじた期間は拘こう束そくされるでしょうね。当面は、一いつ緒しよにＦリーグで戦うことはできないでしょう。一年から二年、そのくらいかと。

ユーノス：うーん、それなりの時間ですね。

セレネ：でも、ドルさんやユーノスさんも巻まき込こまずに一〇万Ｇが手にはいるし、お姉ちゃんをもうこれ以上危き険けんな目に遭あわせずに済すむし、これしかない。




　しばし流れる、沈黙の時間───。

　フレアとセレネは、見つめ合う。

　離れ離れにはなりたくないけれど、悲しいかな借金という現実がある。




セレネ：……ねえ、お姉ちゃん。聞いてもいい？

フレア：なあに、セレネちゃん？

セレネ：しばらくわたしが一緒じゃなくても、大丈夫かな？

フレア：大丈夫じゃないよ！　セレネちゃんがいなくなるなんて嫌いやだよ！　……でも、お金は必要だし。

セレネ：そう。お金は必要なの。

フレア：うう、お金がいるんだよね……。どうしたらいいんだろう？

セレネ：お姉ちゃんは、わたしが側にいた方がいい？

フレア：もちろんだよ！　わたし、セレネちゃんがいなきゃダメだし。

セレネ：でも、このままだとマティアスにお姉ちゃんが差し押さえられちゃうし。……ほんのちょっとの間、離れることになると思うでも、その後は一緒にいられるから。

フレア：セレネちゃん……。

セレネ：大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと遊びに行ってくるみたいなものだから。その間、おうちのことはお姉ちゃんに全部任まかせることになっちゃうけど。ドルさんにもお願いします。

ドル：うむ。お任せをセレネお嬢さま。事情はあえて聞くまい。

ユーノス：心配をかけまいとするセレネさんの気持ちも伝わってきますからな。

フレア：じゃあ、わたしも理由は聞かないけど、元気でいてね。

セレネ：うん、お姉ちゃんもね。

フレア：ちょっと涙ぐみつつ、あんまり力になれないお姉ちゃんでごめんね、絶対、また一緒にいられるように、わたしも頑がん張ばるから……そしたらまた一緒にいようね？

セレネ：うん。だって、一緒に生まれてきた仲なんだから。

フレア：そっか、わたしたち双ふた子ごだもんね！

セレネ：一度離はなれても、また一緒になるよ。お姉ちゃんのこと一番信しん頼らいしてるんだから。

フレア：あは……ありがと。じゃあ、ね。

セレネ：カタリーナのところに向かう前に、お姉ちゃんをぎゅっとだっこして、背せ中なかをぽんぽんと叩たたきます。

フレア：……セレネちゃん。

セレネ：いつも前に立っててくれたのはお姉ちゃんだったけど、今日からはしならく隣となり同どう士し。でも、道はちょっと違ちがうけど同じ歩調で歩いていけばまた同じところにたどり着く。

フレア：うん、そうだよね！　わたしらしくなかったかも。絶対がんばるよ！

セレネ：じゃあ、約束。小指を出して指切り。

フレア：うん！




　フレアとセレネ───。どんなときも、双子はいつも一緒だった。

　一いつ旦たん、バラバラになることがあっても、また一緒になれると信じて約束をする。

　指切りをした約束は、いつも守ることができたから。




セレネ：そうと決まれば、新天地で頑張ろうと覚かく悟ごを決めます。

フレア：わたしも、反省しつつ頑張ることにしました。

ドル：その様子を、見守っていよう。

ＧＭ：では、次はセレネがフェルナンドのところに行くシーンになります。







◆Middle 06◆一〇万Ｇの価か値ち




　セレネは、みずからの意思でフェルナンドのところへと向かった。

　要よう塞さいのような門もん構がまえの館やかたに立ち、呼よび鈴りんを鳴らす。

　すぐに、フェルナンドが出で迎むかえてきた。




ＧＭ：では、セレネのシーンです。オープニングでやってきた、要塞のようなカタリーナの実家の前にいます。このシーンに登場するのは、セレネだけとなります。

セレネ：はい。わたしは、カタリーナパパを訪ねます。ごめんくださーい。

ＧＭ：セレネが訪たずねると、「よく来てくれたね、セレネくん。待っていたよ」と、フェルナンドがみずから迎えてくれます。

セレネ：あの、先日のお話ですが……そちらのギルドに入らせていただきたいので、よろしくお願いします、と頭を下げよう。

ＧＭ：「おお、決めてくれたかね！」フェルナンドは大だい歓かん迎げいです。「カタリーナ、カタリーナ！　セレネくんが決心してくれたよ！」すると、カタリーナもやってきます。

セレネ：その代わり、支払いの方はちゃんとお願いします。わたしじゃなくて、神殿のマティアス様のところに。本日中に届くようにしてください。

ＧＭ：「わかった、手配しておこう」とフェルナンドが言うと、執しつ事じがどっさりお金の詰つまった袋ふくろを運んできて、送金の用意をします。




　セレネの前に一〇万Ｇ分の金貨が詰まった袋が置かれる。

　肉親の情じようは、お金には換かえることはできないけれど。

　離はなれ離ばなれにならないためには、どうしてもこのお金が必要なのだ。




ＧＭ：というわけで、一〇万Ｇが契けい約やく金きんとして支し払はらわれます。これは、そのままマティアスの元に流れることになります。

セレネ：わたしはこれに見合う働きをすればいいんだ。よし、がんばろう。

ＧＭ：そうすると、カタリーナは「これで、晴れて契けい約やく成せい立りつね」と言います。

セレネ：うーんと……そ、そうね。一緒にやりましょう。戸と惑まどいながら答えます。

ＧＭ：「セレネさん。これからは同じギルドのメンバーとして、あらためてよろしくおねがいしますわ」と握あく手しゆを求めてきます。

セレネ：よ、よろしくね……。でも、握手する時は思わず手を凝ぎよう視ししてしまう（笑）。

フレア：ああ、画が鋲びようがないかな？　って（笑）。

ＧＭ：はっ、画鋲はないです。

セレネ：う、うん……。とりあえず調子を合わせておきます。今日は強く出れないから。お姉ちゃんの顔を浮うかべて、おとなしくしておこう。

ＧＭ：するとカタリーナは「あら、どうしたの？　やっぱりフレアさんのことが心配かしら？」と、セレネに聞いてきますよ。

セレネ：「う、うん……」と答えます。まだ未練はあるから。

ＧＭ：「でも、これからはわたくしのギルドのメンバーになるのだから、コロローナ商会のことはしばらく忘れてもらわないと困りますわ」

セレネ：うっ、そのとおり。

ユーノス：一〇万Ｇ出してもらって、逆らえない立場ですからね。

ＧＭ：「セレネさんは、やっぱりフレアさんのことが気になりますのね？」

セレネ：それは、気にならないと言えば嘘うそだけど……でも、決めたことだし。

ＧＭ：「じゃあ、心配いらないのね？」

セレネ：も、もちろん。平へい気き平気。

ＧＭ：「あらそう？」カタリーナは素っ気なく言います。

セレネ：………………はぁ～。

ＧＭ：「本当に？」と、カタリーナが聞いてきますが？

セレネ：……ちゃ、ちゃんとやれるよ？

ユーノス：全ぜん然ぜん駄目じゃないですか（笑）。

フレア：なんかセレネちゃんの様子がおかしい!?

ドル：フレアお嬢さまがいない影えい響きようが、ことのほか大きいようじゃ。

ＧＭ：カタリーナはそんなセレネを横目に見つつ「ねえパパ、わたくしの試合っていつの予定だったかしら？」とフェルナンドに聞きます。

セレネ：そういえば、わたしとカタリーナのギルドっていつ頃ごろデビューするんだろう？

ＧＭ：フェルナンドは「デビュー戦は三日後の予定だよ。君たちなら、そのくらいの日数でコンディションを整えることができるだろう」と答えます。

セレネ：三日後か～。

ＧＭ：そうですね。するとカタリーナは扇おうぎをぱさっと開いて、考えごとを始めたようです。

セレネ：考えごと？

ＧＭ：「もしかして、セレネさんに渡わたした契けい約やく金きんが試合までに返ってくるなんてことがあると、わたくしのギルドに入らなくてもよくなったりするのかしら？」と、呟つぶやきます。

セレネ：は？

ＧＭ：こう、セレネの方を気にしたように、ちらちらっと見ながら（笑）。

セレネ：ああああああっ～!?

フレア：そっか、試合前に契約金を返せれば!!

ＧＭ：フェルナンドも「いやまあ、それは確たしかにねえ」みたいな話をします。

セレネ：カタリーナ、一巻かんのときの性格が嘘のよう。驚おどろき。

フレア：もともと、性せい格かくはいい子だったんじゃないかな？

ドル：きっと、根はよい子なのですよ。ただ、家の事じ情じようとフレアお嬢じようさまへの対たい抗こう意い識しきが強くて、意地になっておったのでしょう。

ユーノス：フレアさんに運が味方したりすると、つい意地悪したくなるという。

セレネ：それがお姉ちゃんに助けられて、わだかまりが解とけたんだと思ってます。きっと、それで感化されて素す直なおになったんだと。

ドル：フレアお嬢さまの、誰だれでもいい人だと思う前向きな考えによって、もしかしたら世界中が本当にいいひとばかりになるのかもしれない、と。

セレネ：そう。お姉ちゃんパワーはすごいんだから！




　離れてみて、あらためてフレアの純真さが周囲の人を幸せにしていることに気づく。

　フレアは、セレネの、自慢の〝お姉ちゃん〟なのだ。




ユーノス：どうです、フレアさんに夢ゆめと希望を広げる可か能のう性せいを見た、ボクの先せん見けんの明めいは！

ドル：───などと一いつ瞬しゆん思ったが、全部妄もう想そうだということにすぐに気がついた（笑）。

ユーノス：何だって!?　やはり、現げん実じつに生きる人々を目覚めさせるにはまだまだ遠い。

ドル：始めから一歩も近づいておらんだろ（笑）。

セレネ：でも、カタリーナの態たい度どって、わたしたちに猶ゆう予よを与あたえてくれたんですよね？

ドル：たしかに、そのように受け取れますな。

ユーノス：当のカタリーナは、どういうつもりなんでしょう？

ＧＭ：セレネさんをちらちら見ながら、「ふふん」としたり顔をしています。

ユーノス：〝どうだ〟と言わんばかりの顔をしてるんですね（笑）。

ＧＭ：ですが、セレネには「もちろん、セレネさんは契約金を返すなんてことはないわよね？　ちゃんと、わたくしのギルドに入ってくれますわよね？」と念を押おします。

セレネ：う～ん、どう答えたものか（笑）。とりあえず、ありがとうって言っておこう。

ＧＭ：「あら、なんのことですの？」などとしらばっくれるカタリーナ。

セレネ：でも、お礼は言っておこう。

ドル：しかし、首は繋つながったとはいえ、三日ですぞ。

ユーノス：結局、その間に一〇万Ｇ稼ぐ必要があるのは変わらないのですね。

フレア：その間に、わたしたちがセレネちゃんのために頑張る番ですね！

ＧＭ：では、そんなところでシーン終しゆう了りようとなります。







◆Middle 07◆挑ちよう戦せん状じようを書こう




　セレネが離れてから、マティアスがフレアを差し押さえることはなかった。

　セレネはみずから一〇万Ｇに、自分の許もとから離はなれることを選んだ。

　フレアは考えた。一体、自分はどうすればいいのだろうか、と。




ＧＭ：ではシーンを始めます。場所は自じ宅たくです。セレネ以外は全員登場してください。現在、セレネがいなくなってから二日経ったところです。

セレネ：もう猶予が二日しかない。

フレア：あれからセレネちゃんがどこに行ったのか、わたしたちは聞いているんですか？

ＧＭ：セレネは行き先を言わずに行ってしまいましたが、その後新しくできるカタリーナのギルドに移い籍せきしたことが発表されます。

フレア：じゃあ、それを聞いてセレネちゃんの行き先を知るんですね。

ドル：で、どうしますかのう、フレアお嬢じようさま。

フレア：あの、ドルさん。ちょっとお話を聞いてもらっていいですか？

ドル：わしでよければ、相談に乗りましょう。

ＧＭ：いろいろ考えてみたんですけど……わたしにできるのは戦うことくらいなんです。

ドル：なにせグラディエーターですからな。

セレネ：お姉ちゃんは、戦いの星の下に生まれている（笑）。

フレア：それでね、わたしと戦って一〇万Ｇを稼げそうな方法を考えてみたんです。

ドル：なるほど、それで？

フレア：この前わたしが負けたレッドさんは、わたしが勝ったら五万Ｇの宝石をくれるって言ってたと思うんですよ！

ドル：たしかに、言っておりましたな。

フレア：あの人たちに勝てば、少なくとも五万Ｇはを稼げると思うんです。

ドル：しかし、あやつには絶ぜつ対たいに勝てませんぞ？　あの炎ほのおで身を包む技わざがありますからな。

フレア：うん……。

ドル：絶対にクリティカルで回かい避ひですからな。

ＧＭ：神に愛された天使ですので（笑）。

ドル：さて、どうしますか？　どうやって勝つおつもりですか？

フレア：本当に、絶対勝てないのかな？　わたしはもう一度試合を申もうし込こんで、今度こそ勝ちたいと思ってます。

ユーノス：それは、挑ちよう戦せん状じよう返しってやつですね。

フレア：風雲児の娘むすめとしても、このまま負けたままでいるのは悔くやしいし、それに馬ば鹿かな意地かも知れないけど……自分が負けたせいでセレネちゃんにつらい思いをさせているから、あの人にちゃんと勝ちたいと思う。

ユーノス：すばらしい心意気です。あなたの想いがＦリーグ全体を救うことになります。

フレア：話が大きくなっている！（笑）

ドル：なるほど。勝てるかどうかはともかくとして、ヤツらに挑戦状を叩たたきつけるのですな。

フレア：そうです、挑戦状です！

ＧＭ：ここで、シナリオのタイトルの意味が明かされるのです！

フレア：え？

ＧＭ：「はじめての挑戦状」とは、フレアが叩きつける挑戦状のことだのです！

フレア：ああ、なるほど。わたしがはじめて挑戦状を叩きつけるってシナリオだったんだ!!

ＧＭ：ええ、私も今さっき知りました！

ドル：おい（笑）。

フレア：今、ものすごく感心したのに～。

ＧＭ：さすがに、プレイヤーから挑戦状を叩きつけると言い出すなんて想定できないっす。

ユーノス：はは、ＴＲＰＧではよくあることです。

ドル：そうと決まれば、さっそく挑戦状の作成に入りましょう。

フレア：でも、挑戦状ってどう書けばいいんでしょう？　挑戦状なんて書いたことないし。

ドル：普通はそうです（笑）。

ユーノス：毎日のように挑戦状を書いているなんて人にはお近づきなりたくない（笑）

フレア：やっぱり、分わりやすい方がいいのかな？

ドル：では、文面はこういたしましょう。「ぎったんぎったんにしてやるよ！」（一同爆ばく笑しよう）

フレア：実にストレートな文面ですね（笑）。

セレネ：そのくらいわかりやすい文面じゃないと、理り解かいしてくれないかもしれない（笑）。

フレア：何となくわかってきました。向こうが戦う気になる文章を書けばいいんですね！　たとえば「今はまだ《火か焔えん斬ざん》を使う時ではない」とか（一同爆笑）

ドル：それだ!!

ユーノス：いいと思います！　頭から湯気を立てて、絶対断ことわらないでしょう！

セレネ：天然ツッコミのお姉ちゃんが意図的に突つっ込こむと、すごいことになる（笑）。

フレア：この調子でいけばいんですね！

ドル：挑戦状の文面は、フレアお嬢さまが思うように書けばきっと大だい丈じよう夫ぶでしょう（笑）。




　そんなわけで───。

　挑戦状の執筆に思わぬ才能を見せたフレアを囲み、その文面について話し合った。

　……シーンに登場していないセレネも加わったのは、ここだけの秘密である。




「書き出しなんですけど、『今度は勝ちますよ』とかじゃダメですか？　さくっと」

「え～、なになに『一回勝ったからっていい気になってるんじゃねーよ』と」

「ドルさんが翻ほん訳やくをしている（笑）」

「もうちょっと、乱暴な言い回しの方がいいかな？」

「あえてていねいな言葉で挑発するのも、嫌味になって効果があるかも知れません」

「よくある『お前の技は見切った』的な言葉もいれておきたい」

「あとは、何ががいいかな？」

「ユーノスさんの作さく詞し能のう力りよくを活かし、ちょっとポエムな感じも入れましょう！」

「ポエムな挑戦状（笑）。それだけでいろいろ挑戦されている気がしますね」

「あと、手紙は『前ぜん略りやく』ではじめて『草々』で結ぶのが礼儀じゃな」

「挑戦状でも礼儀は大切ですよね♪」




　時間にして二〇分ほどのちに────。

　コロローナ商会のはじめての挑戦状ができあがった。




ドル：え～、ではまとめますぞ───。




挑戦状

　前略、あなたを倒します

　ぎったんぎったんにしてやるよ

　一回勝ったからって、いい気になってるんじゃねーよ

　次やったら、わたしの足下にもおよばないことはわかってるでしょ？

　だから逃げてるんでしょ？




　あなたのHeartは　Chicken Heart

　怯おびえたままで　Sickness

　勝負の時よ　Showdown




　今はまだ《火焔斬》を使うときではない

　あなたの《火焔斬》は見切りました

　今度は、わたしの本当の力をお見せします

草々

コロローナ商会
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フレア：……なんともカオスな挑戦状ができました（笑）。

ユーノス：真面目に話し合った結果が、これとは（笑）。

セレネ：三人の熱い想いがひとつになった結果です（笑）。

ユーノス：セレネさんも途中から混ざっていたでしょう。

セレネ：楽しそうだったので、思わす。

ドル：ユーノスの無意味なポエムがまた何ともいえんな（笑）。

ユーノス：はっ、ＳＬＡＳＨの歌を参考にしました。

フレア：でも、こんな挑戦状叩きつけられたら、間違いなく怒ると思う（笑）。

ドル：これはあれだ、サントスにも話しておこう。いい興行のネタがある、わしらが勝ったら賞金は一〇万Ｇ、ドロップ品は別な、とか言って（一同笑）。

フレア：サントスさんも聞いてくれるかもしれませんね。

ドル：なんせ、わしは《エフリーグマスター》。一流選手じゃからのう。

ユーノス：で、これをそのままセレスチャルフォースに……。

ＧＭ：挑戦状を叩きつける、と。

フレア：今度こそ絶対に負けませんから！

ドル：いや、その前に《火焔斬》を破るヒントを掴まねば。

ＧＭ：では、次のシーンはセレスチャルフォースの試合を見に行くシーンにしましょう。







◆Middle 08◆はじめての挑戦状




　セレスチャルフォースの乱らん入にゆう以来、Ｆリーグは騒そう然ぜんとしたままだ。

　天使を自じ称しようする彼らだが、その実力は本物である。

　その日も、モンスターコロシアムには彼らの乱入が起こっていた。




ＧＭ：さて、全員登場です。セレスチャルフォースがまたＦリーグに乱入してきました。皆みなさんは、それを聞きつけて観客席にいます。

フレア：さっそく、挑戦状を叩きつける機会が！

セレネ：わたしも登場できるんですか？

ＧＭ：はい、フェルナンドとカタリーナの親子と一いつ緒しよに、Ｆリーグを観戦しているということになります。

セレネ：はい、わかりました。まだちょっと複ふく雑ざつな気持ちですが。

ＧＭ：ゴージャスサンズの試合に、セレスチャルフォースが乗のり込こんできたところです。

フレア：ゴージャスサンズが!?　そっかー、一いち応おうギルドマスターが10レベルだったし。

ドル：まあ、名めい誉よのために戦っておるから挑戦には応おうじるじゃろう。しかし、彼らの得とく意い技わざ《これでどうかね？》が通用しそうな相手ではないしのう。




《これでどうかね？》

　射程内に二〇〇〇Ｇ～五〇〇〇Ｇのドロップ品を落とすゴージャスサンズの特殊能力。

　そのお金の力は特にフレアを幻惑した。




フレア：この試合を観戦して、何かヒントを掴つかめないかな？

ＧＭ：はっ、できます。

フレア：やった！　それで、どうすればいいですか？

ＧＭ：セレスチャルフォースは四人いますので、ひとりにつき一回、エネミー識しき別べつができます。エネミー識別は【知力】ですね。




エネミー識別

　そのエネミーがどのような能のう力りよくを持っているかを知ることができる。

　エネミーごとに決められた識別値を難なん易い度どに、【知力】で判はん定ていを行なう。




ドル：よし、なら連中の識別値を教えてくれ。

ＧＭ：目もく標ひよう値は、全員15となっております。

ユーノス：15か。結構高いな。

フレア：わたしは、クリティカルを出さないとわからないかしらん。

セレネ：お姉ちゃんは、攻こう撃げき特とつ化かなので。わたしも、この判定に参加していいですか？

ＧＭ：もちろん構かまいません。同じシーンには登場していますので。

ドル：ひとり一回ずつ。しかし、全員を調べる必要はない。

ユーノス：ですね、レッドさえ識別できれば。

ドル：では、わしがレッドを識別しよう。一気にフェイトを２点使う。【知力】は７、４Ｄで８が出なかったら、諦あきらめるしかない。えい！（ダイスを振ふる）よし、クリティカル！

フレア：おおっ、さすがドルさん！

セレネ：もう、設せつ定ていの隅すみ々ずみまで見れる。

ＧＭ：では、レッドですが……分類：人間。

ドル：天使じゃないのか、やっぱり（一同笑）。

ＧＭ：ユーノスと同じくドゥアンですから。天使なのはあくまでも自称です。属ぞく性せい：火、レベル：10、特殊能力は《エンカレッジ》、《ボルテクスアタック》が使し用よう済ずみで、《ウィング》、《カタナマスタリー》、《スピリット・オブ・サムライ》、《トゥーハンドアタック》５レベル。

ユーノス：特殊能力を聞くかぎり、レッドはサムライですね。そういえば、武ぶ器きは刀でした。

ドル：問題は《火焔斬》……そして《轟ごう炎えん陣じん》とかいう特殊能力なのじゃ。

ＧＭ：では、《火焔斬》ですが……メジャーアクションで使用し、20メートル以内の範はん囲い（選せん択たく）の対象に白兵攻撃を行ないます。その攻撃で与あたえるダメージは〈火〉属性の魔法ダメージとなります。

ドル：〈火〉属性になる以外は、《水波斬》と一緒か。

ＧＭ：そしてもうひとつ。《轟炎陣》───。

フレア：そう、これですよ！　これ！

ＧＭ：これは、マイナーアクションで使用します。すると、灼しやく熱ねつの炎が身を包み、その身に危き険けんを及およぼすものを焼き尽つくしてしまいます。具体的には、１ラウンド終了まであらゆる攻撃に対するリアクションの判定が、自動的にクリティカルしたことになります。

ユーノス：武器も魔法も効きかなくなる……。でたらめに強力ですね。

ドル：タイミングはマイナーアクションか。

ユーノス：効果は１ラウンド終了までですか。さすがにずっと無敵ではないようです。

フレア：マイナーアクションで使うってことは、その前に殴っちゃえばいいんですよね？

ドル：そのとおりです。先手を取ればよい。

ユーノス：レッドの【行動値】はいくつでしたっけ？

フレア：一騎打ちしたとき、レッドさんの行動が先でした。わたしは【行動値】は６です。

ドル：そうじゃった。レッドは【行動値】７で先手を取っていましたな。

ユーノス：なるほど。今のままでは、フレアさんが《水波斬》で攻撃する前に、レッドに《轟炎陣》を張はられてしまいますね。属性：火のレッドには一番有ゆう効こうなのに。

フレア：今のままだと、わたしが先手をとることはできませんよね？

ユーノス：しかし、攻こう略りやくの糸口が見えてきましたよ。

フレア：いかにして、先手を取るかですね。

ユーノス：そういうことです。

ＧＭ：では、レッドの解かい説せつを読みますよ。




セレスチャル・レッド

　神から地上に遣つかわされてきた天使で妖よう精せい騎き士しアロンダイトに剣けんを学ぶ。天界一の剣けん豪ごうで、運命を先読みできる特殊な力を持つ。普ふ段だんはクールだが、いざというときは魂たましいを熱く燃もやす孤こ高こうの剣けん士しという設定。




ドル：なんじゃ、このエネミー解説！（笑）

セレネ：無駄にすごいことが書いてありますよね（笑）

フレア：〝という設定〟って？

ＧＭ：あくまでも、レッドが言いい張はっている設定なので《火焔斬》や《轟炎陣》を使えても、運命を先読みする、などというデータはないです（一同笑）。

ユーノス：レッドは設定を過か積せき載さいするきらいがありましたからねー。

ドル：言ってるだけなのか（笑）。しかし、判定に成功したはいいが、この設定をどうやってわしが知ったことにしよう？

ユーノス：じゃあ、ボクから聞き出したってことでどうでしょう？

ドル：すると、わしはユーノスからそういう話を延々と聞かされるのか？（笑）

フレア：ドルさんがうんざりしてる（笑）。

ドル：ともかく、残りの三人も調べるだけ調べておこう。

セレネ：じゃあ、わたしはピンクを調べます。（ダイスを振る）あっ、達成値は10。

ＧＭ：残念。ピンクはわからなかった。

フレア：じゃあ、わたしはブラックで（ダイスを振る）……ダメでした。

ユーノス：ボクはブルーを。成功はクリティカルのみです。（ダイスを振る）……ダイス目は３、駄だ目めです。

ドル：うぉー、皆みなだめじゃあ!!

ユーノス：しかし、レッドだけでもわかりました。しかし、これは大きな収しゆう穫かくです。

ＧＭ：会場に目を移すと、ゴージャスサンズは《轟炎陣》を破やぶれずに、一方的にやられてしまいます。「馬ば鹿かな!?　我われ々われの財ざい力りよくも、友ゆう情じようの力も通用しないだと!?」それに対し「金も友情も、私の運命さだめの炎が焼き尽つくす。お前の敗北は、最初から定められていたのだ！」と。

ドル：うお!?　もう負けたのか！

セレネ：わたしたちが戦ったときは７ラウンドもかかったのに。

ＧＭ：セレネは、フェルナンドと一緒に観戦しているんですが、横で「セレネくん、まだＦリーグに未練があるのかね？」と聞いてきます。

セレネ：うっ。それには「そんなことありません」と答えるだけにします。

ＧＭ：カタリーナも「だいたい、Ｆリーグなんて低てい俗ぞくで、下品で、危あぶない試合ばっかりじゃないですの。セレネさんには、ふさわしくないですわ」なんて言います。

セレネ：ここは黙だまっています。でもそんなことよりＧＭ、ひとつお願いが。

ＧＭ：はっ、なんでしょう？

セレネ：データはいいから、セレスチャルフォース全員の設定を聞きたいです（笑）。

フレア：たしかに！

ユーノス：ええ、ここは是ぜ非ひお願いします。

ＧＭ：わ、わかりました。

セレネ：どきどき。

ＧＭ：レッドは説明したので、それではブルーから───。




セレスチャル・ブルー

　セレスチャルフォースの参さん謀ぼう役やく。片かた目めは強い魔ま力りよくを帯びた魔ま眼がんで、その力を封ふうじるために普ふ段だんは特殊な眼がん帯たいをしている。冷れい酷こくな皮肉屋、天界では策さく士しとして名を馳はせたという設定。




ドル：こいつも〝という設定〟か（笑）。

セレネ：魔眼も言ってるだけでデータがあるわけではない、と。

フレア：でも、冷酷な皮肉屋です、注意しないと！

ＧＭ：えー、次はブラックです。




セレスチャル・ブラック

　獣けものじみた怪かい力りきを持っているが、その力は自分でも制せい御ぎよ不ふ能のう。幼おさない頃ころより特とく殊しゆな鎖くさりで縛しばられて過すごしてきた。力が暴ぼう走そうすることを恐おそれ、苦く悩のうする日々を過すごしているという設定。




ユーノス：ブラックは、運動会で最下位になっては「ダメだ。俺おれは本気を出すわけにはいかない」とかそんなことを言って鎖を引きずっていました（笑）。

ＧＭ：───そして、密ひそかにピンクが好き。

フレア：ギルド内で恋愛関係まで!?




セレスチャル・ピンク

　魔族と戦うために調整された天使。唯ゆい一いつの友達は、いつも抱かかえている人形。しかし、この人形には魔族が封ふうじられており、ピンクをサポートしつつもいつかは闇やみに引ひき込こもうとしている。感かん情じよう表ひよう現げんに乏とぼしく、必要なとき以外は口を開かないという設定。




セレネ：ピンクは無口で無感情タイプ？

ＧＭ：───そして、密かにレッドへの恋れん愛あい感情が芽生えつつある。

フレア：三角関係!?

セレネ：青春してるなー、天使たち（笑）。

ＧＭ：以上であります。

フレア：なんというか、聞いているだけで夢ゆめが広がりますね～（一同笑）。

ユーノス：彼らとボクの間で、天使性が食くい違ちがうのもわかるでしょう！

セレネ：そんなに変わらないと思います（一同爆笑）。

ドル：……で、その濃い設定に、攻略の糸口があったりするのか？

ＧＭ：いえ、特には。

一同：ないのかよ!?（大爆笑）

ＧＭ：ええ、まあ。言っているだけですので。

ユーノス：言うだけならタダですからね（笑）。

ＧＭ：しかし、会場ではゴージャスサンズが破やぶれ、ＳＬＡＳＨも破れ、クールフィッシャーマンズも破れてしまいます。フィルタも「ああ、もうセレスチャルフォースに勝てるギルドはいないのでしょうか～！」と悲ひ痛つうな叫さけびになっていきます。

ドル：回避が問答無用でクリティカルだからのう。実じつ質しつ、無む敵てきじゃ。

フレア：じゃあ、そこでレッドさんに向けて挑戦状を投げつけます！　えい！　ぱしーん!!

ＧＭ：「むっ、これは挑戦状!?」受け取ったレッドが読むと、肩かたがわなわなと震ふるえ始めます。

フレア：効きいてますよ、ドルさん！

ドル：そりゃあ効くでしょう。わしも、あんなふざけた挑戦状がきたら怒おこりますとも。

ＧＭ：「今はその時ではないだとう！　よくもそのようなことが言えたものだ！」

一同：お前が言うな！（爆笑）

フレア：それはわたしたちのはじめての挑戦状！　もう一度、勝負です！

ＧＭ：「だが、君は私わたしの《火焔斬》に敗北したはずだ！」

フレア：挑戦状にあるとおり、あなたの技わざは見切ったのです！

ＧＭ：「なんだと!?」動どう揺ようするレッド。そこにブルーが「いいではありませんか。受けましょうよ、レッド」と言ってきます。

フレア：ブルーさんは話がわかる人。

ＧＭ：そこで、ブルーは続けるのです。「そのかわり、彼らが今度負けたら、Ｆリーグを廃はい業ぎようしてもらいましょうか、サントスさん？」とサントスに言います。

ドル：ここはわしらに任まかせておけ、と《エフリーグマスター》の顔で言うぞ。

ＧＭ：サントスとしては、苦しいところです。現げん在ざい、クラッシュエンジェルズが不ふ在ざいですので。人気があるとはいえ、コロローナ商会に任せていいものかどうか。

フレア：地方遠えん征せい中ですもんね。

セレネ：わたしは、観客席からそわそわしています。これを受け入れたら、お姉ちゃんの肩にＦリーグの存そん続ぞくがかかってくるんだよ……。

ＧＭ：サントスはしばし考えたのち、「わかりました。その賭かけに乗りましょう。コロローナ商会とセレスチャルフォースの試合を組みます」と答えます。観客は一気に沸わきます。

ドル：わかっとるな、サントス。わしらが勝ったら、賞金ははずんでもらうぞ？

ＧＭ：サントスは頷うなずくと「勝者には一〇万Ｇの賞金が与あたえられます」と宣せん言げんします。

フレア：やった！

ＧＭ：ブルーが得意げに言います。「これで確かく約やくは取れました。ははは、これでクラッシュエンジェルズの遠征からの帰りを待つことなく、Ｆリーグを潰つぶすことができる。しかも、一度勝った相手にもう一度勝てばよいのですから」

ドル：ヤツの狙ねらいは、それか。

フレア：なんだかうまくはめられた気がします。

ユーノス：大だい丈じよう夫ぶです、フレアさん。ボクたちは勝利するのですから。

ＧＭ：「ならばこの勝負受けて立つ。君たちが敗北するというは覆くつがえることはない。そのことを思い知るだろう！」レッドは再戦を受けて立つとを宣言します。

フレア：ともかく、挑戦状作戦成功です。

ドル：しかし、本当にこれでいいんですか？　ひとつ、お忘わすれのことはありませんか？

フレア：セレネちゃんのことだよね。うーん……。

ドル：フレアお嬢さまおひとりで、ヤツらに勝てるとお思いですか？

フレア：ちょっと考えたあとで言います。……わかった、わたしちょっと行ってくる！

ドル：やれやれ、世話の焼けるお嬢さまじゃ。ちょっと待っておれ、セレスチャルフォース。ウチのお嬢さまがふたりとも揃うまでな。

ＧＭ：「どんな事情かは知らんが、一時間だけ待ってやろう」レッドは待つようです。

ドル：それだけあれば十分じゃ！

ユーノス：しかし顔が嬉うれしそうですよ、ドルさん。

ドル：ふん、うるさいわ（笑）。

フレア：ＧＭ、やっぱりセレネちゃんを迎えに行きます！

ＧＭ：わかりました。フレアが向かったところで、シーンを終了とします。







◆Middle 09◆元の鞘さやに戻もどる




　フレアは、セレネを迎むかえるべくカタリーナの館やかたへと向かった。

　やっぱり、双ふた子ごは一いつ緒しよじゃないといけないのだ。




ＧＭ：カタリーナの館に向かったフレアのシーンです。セレネも登場となります。

セレネ：わたしは、お茶とか淹いれてます。メイド服着て（笑）。

ＧＭ：ああ、ご厄やつ介かいになる身分として。

セレネ：ちょびっとずつでも、一〇万Ｇ借りた分は返していかなきゃとか思いながら。

フレア：じゃあ呼よび鈴りんを鳴らします。

ＧＭ：セレネが淹れたお茶を飲みながらくつろいでいるカタリーナが「あら、お客様かしら？　セレネさんセレネさん、お客様が来たようだから迎えてあげてくださいな」と言います。

セレネ：じゃあ、わたしが玄げん関かん先さきに出て行く。はい、どちらさまですか？




　セレネは、来客を迎えようと玄関に向かう。

　扉とびらを開けると、そこにはフレアが立っていた。




フレア：セレネちゃん、迎えに来たよ。

セレネ：お姉ちゃん……。でも、お金がないんじゃあ……。

フレア：それはこれから全部なんとかするから。

セレネ：本当に？

フレア：お金のことより何より、わたしはセレネちゃんがいないとダメなんだよ。

セレネ：お姉ちゃんが呼よんでくれるんだったら、いつでもどこでも……。わたしはお姉ちゃんの隣となりにいるよ？

フレア：うん！




　ふたりはどちらからでもなく手を取った。

　いつも感じていた温かさ、感かん触しよくが伝わってくる。

　ほんの短い間離はなれていただけなのに、何故なぜだかとても懐なつかしい。




フレア：わたしは、セレネちゃんの手を取ってカタリーナちゃんに会いに行きます。

ＧＭ：わかりました。じゃあ、カタリーナは紅こう茶ちやを飲みながらくつろいでいますよ。ふたりがやってくると「あら、お客さんはフレアさんだったの」と読みかけの本を閉とじます。
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フレア：カタリーナちゃん、ごめんね。どうしても、セレネちゃんが必要になったの。

ＧＭ：「あらそうなの？　まあ、メイドのお仕事もそろそろ終わりの時間ですわね」と、時計を確かく認にんしながら言います。

セレネ：じゃあ、今から一緒に行けるよ、お姉ちゃん。

フレア：これで一緒に戦えるね、セレネちゃん。

セレネ：うん！

ＧＭ：「……あなたたち、これからコロシアムに行くんでしょう？」

フレア：うん、そうだよ。一〇万Ｇを稼ぐために。

セレネ：それに、Ｆリーグの存続もかかっているし。

ＧＭ：「じゃあ、その前にちょっと確認させていただきますわ」

フレア：確認？

ＧＭ：「Ｆリーグは場末のリーグといっても、それなりの規模はあるし、動くお金もかなりの額になりますわ。Ｆリーグの存続を賭けて戦うということは……負けた場合、あなたたちがその責任を取らなければならないということでしてよ？」

フレア：そっか、わたしたちが負けたらＦリーグを廃業するというものだから。

ドル：潰れた責任を取らされるということか。

ユーノス：カタリーナパパも、Ｆリーグのスポンサーのひとりみたいだし。

セレネ：その条件で再戦したってことをわたしはここではじめて聞きます。お姉ちゃん、そんな約束しちゃったんだ……。

フレア：ごめんね。どうしてもセレネちゃんと一緒にいたかったから、

ＧＭ：「でも、わたしのギルドに参加して一緒に戦えば、もっと安全な方法でお金を稼ぎ、借金も返せるかもしれないのよ。セレネさん、それでもフレアさんと行くというの？」

セレネ：じゃあ、わたしはお姉ちゃんの手を取って言います。わたしは、いつもお姉ちゃんと一緒がいい───。

フレア：わたしも、セレネちゃんと一緒がいい。

ＧＭ：「そこまでの決意なら。もう何も言いませんわ。お仕事が終わったら、どこに行こうとわたくしの知ったことではありません。許きよ可かなんて取らず、勝手になさったらどう？」

フレア：ありがとうカタリーナちゃん！

ＧＭ：「お礼を言われる筋すじ合あいなんてなくってよ」カタリーナは言います。

セレネ：じゃ、一回カタリーナにぺこっと頭を下げて、お姉ちゃんと一緒に行きます。

フレア：じゃ、行こうかセレネちゃん。




　ふたりは、コロシアムへと向かっていく。

　どんな強きよう敵てきであろうとも、ふたり一緒なら何とかなる。

　やっぱり、ふたりは一緒が一番なのだ。




フレア：というわけで、ふたりでコロシアムに戻ります。

ＧＭ：カタリーナは、そんなふたりを館やかたの窓まどから眺めながら、「悔くやしいけれど、おふたりは一緒にいた方がよさそうですわ」なんて呟つぶやいて見送ります。

フレア：カタリーナちゃん、いい子。

ドル：しかし、実じつ際さいにセレネお嬢さまが必要なのは本当です。データ的にも。

フレア：やっぱり、セレネちゃんが勝利の鍵かぎなんですね。

ドル：そういうことです。レッドの【行動値】は７でしたからな。１点でも【行動値】が伸びればよいのです。

セレネ：わたしの《ヘイスト》で、お姉ちゃんの【行動値】を１以上あげればいいんだ。

フレア：そっか、わたしの【行動値】６だもんね。

セレネ：１点でも上がれば先手を取れますよね？

フレア：そうすると、レッドさんがマイナーで《轟炎陣》を使う前に攻撃できるんだ。

ユーノス：そのとおり。《ヘイスト》で常に先手を取ればよいのです。

フレア：攻こう略りやく法ほうが見えてきました！　やっぱり、セレネちゃんがいないと駄だ目めだったね。

セレネ：うん、頑がん張ばって一緒に戦おう。

ドル：勝てば一〇万Ｇですからな。フェルナンドにも契約金を返せる。

ＧＭ：それでは、セレスチャルフォースとの決戦となるクライマックスに移うつりましょう。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆Ｆリーグ最後の日？




　セレスチャルフォース対コロローナ商会───。

　コロシアムの観客席は、かつてない熱気につつまれていた。

　Ｆリーグの存そん続ぞくと、賞金一〇万Ｇをかけた戦いが始まろうとしていた。




ＧＭ：クライマックスフェイズです。いよいよ、セレスチャルフォースとの対決となります。まず、コロシアムには、羽音とともにセレスチャルフォースの四人が舞まい降おりてきます。

フレア：むっ、来ましたか。

ユーノス：いよいよですね。

ＧＭ：するとフィルタが「皆みなさんこんにちは。今日、わたくしの実じつ況きようも最後になるかもしれません。あっ、来ました！　我われらの最後の希望、コロローナ商会！　お願いです、勝ってください！　本来中立であるべき実況がこういうのもなんですが……勝ってください!!」と、実況そっちのけで応おう援えんを始めます。

セレネ：フィルタが立場を忘わすれて応援してくれている。

フレア：ちょっと自信に満みち溢あふれた顔で、手を振ふりながら入場します。

ＧＭ：「おおっと、ご覧らんください！　フレア選手、自信に満ち溢れた顔です。何か秘ひ策さくがあるのでしょうか？」フィルタも、フレアの自信を感じ取ったようです。

ドル：あと、こうじゃな。（フィルタになって）「セレネ選手も一いつ緒しよです。一時、ギルド移い籍せきの噂うわさも流れましたが、風ふう雲うん児じの娘むすめたちの絆きずなはやはり強かった！」

ＧＭ：それでは、レッドがフレアに「我わが《火か焔えん斬ざん》は、いつかきたるべき魔ま族ぞくとの戦いに備そなえ、我が師しアロンダイトが編あみ出だした技わざだ───」と語ります。

フレア：わたしの《水波斬》もそうだというんですか？

ＧＭ：「そのとおり。《水波斬》も同様だ。君が何故なぜその技を授さずけられたかは問うまい。だが、その技をコロシアムの見せ物にするわけにはいかん」

フレア：……かもしれないけど。わたしたちにとってこのコロシアムは希望が詰つまっている場。応援してくれる人たちの気持ちに応えたい。だから、勝たせてもらいます！

セレネ：わたしも、お姉ちゃんと一緒にあなたたちに挑ちよう戦せんします！

ＧＭ：すると会場も沸わき「おぉー!!　がんばれー、フレアー、セレネー」と応援します。

フレア：わたしたちだって、夢ゆめと希望を与あたえるために戦ってるのよ！

セレネ：この勝負が終われば、どっちが正しいのかわかるでしょう。

ＧＭ：レッドもその答えは意外だったようで「君たちにそこまでの覚かく悟ごがあったとはな……」と少々驚おどろいています。

ドル：お嬢じようさまたちが、なんか成長しとる。夢と希望に感化されたのか（笑）。

フレア：大きなことを言ってないと、呑のまれてしまう相手なので（笑）。

ＧＭ：「いいだろう、君たちの夢と希望と私わたしたちの夢と希望……どちらが正しいか、勝負というわけか。あらためて、その挑戦受けてやろう」刀かたなを抜ぬくレッド。

フレア：みんなの夢と希望のため、そして個こ人じん的てきな事じ情じようのためにも勝ちます！（一同笑）

セレネ：うん、個人的な事情も大事だよね（笑）。

ドル：それにＦリーグの存続もかかりますぞ。




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、戦せん闘とうを開始します。今回は特に仕し掛かけのある試合ではありません。どちらかが相手ギルドの全員を戦闘不ふ能のうにするまでの勝負です。

ドル：Ｆリーグに参戦して以来、はじめてのストロングスタイルじゃ。

フレア：純じゆん粋すいに、強さを競きそうんですね。

ＧＭ：そうです。というわけで【行動値】を申しん告こくしてください。




行動値

ユーノス　　　　８

ドル　　　　　　８

ブルー　　　　　８

ブラック　　　　８

セレネ　　　　　７

レッド　　　　　７

フレア　　　　　６

ピンク　　　　　６
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ＧＭ：それでは、セットアップから行きましょう。

ユーノス：まずは、ボクは《ランナップ》！　２マス移い動どうしよう。

ＧＭ：では、こちらは《陣じん形けい》を使います。そして一いつ斉せいに動き出す自じ称しよう天使たち。

セレネ：範はん囲い魔ま法ほう対たい策さくか。

ＧＭ：そのとおり。そしてブルー。《イメージボディ》を使います。ぶんっと、ブルーが素す早ばやく動くと数体に分身します。




《イメージボディ》

　分身することで自分を対象とした命中判はん定ていのダイスを一個減げん少しようさせるニンジャのスキル。




ＧＭ：「はっはっはっ、本物の私が見み抜ぬけますか？」ブルーは得意げです。

ドル：分身か!?　たしかに、こいつらのうちひとりは使いそうだ（笑）。

ＧＭ：次、ブラック。《エナジーバースト》を使います。「うおおおおっ！　今こそ俺おれの力を解かい放ほうする！」それと同時に、魔ま力りよくを抑よく制せいしていた鎖くさりが引きちぎれます。




《エナジーバースト》

　ダメージを追加する代わりに、頭部と胴どう部ぶの防ぼう具ぐが壊こわれてしまうモンクのスキル。




ＧＭ：ブラックは野や獣じゆうのような咆ほう吼こうを上げると、筋きん肉にくがめりめりと盛もり上あがります。さて、次はセレネですが。

セレネ：お姉ちゃんは、レッドを攻こう撃げきする前に《ファイトアピール》を使うから……このラウンドでまだ先手を取らなくていい。《ヘイスト》はまだ使いません。

ＧＭ：以上でセットアップは終了。
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ユーノス：最初はボクの行動。まずはマイナーアクションで《ウィング》を使い、飛行状じよう態たいに。そして《エチュード》！　ドルさんとセレネさんは魔術のダメージが＋17点されます。

ＧＭ：そして、次はドルの行動ですね。

ドル：ふっふっふっ、レッドよ。おぬしの技は見切った！

ＧＭ：レッドは「なにぃっ!?」と動どう揺ようする。

ドル：すなわち、マイナーを使わせなければよいのだ！　マイナーで移動して《ランドフィッシャー》じゃ。マヒを解かい除じよすると《轟ごう炎えん陣じん》は使えまい？（ダイスを振ふる）命中は21。

ＧＭ：レッドは避よけます。回かい避ひは２Ｄ＋４ですが（ダイスを振る）……クリティカル!!

フレア：ええ[image: ][image: ]！

ドル：なんじゃと!?　そのダイス目はいつもの丹藤くんじゃないぞ！

ＧＭ：ここは、レッドは迫せまり来る魔法の地じ割われを「むううぅぅん!!」と刀で発生させた衝しよう撃げき波はで止めるくらいのことはしますよ。「ふっ、口ほどにもない」

ドル：ば……馬ば鹿かな。これではわしはただの小物じゃ！

ＧＭ：「ダイバダッタ忍にん法ぽう破やぶれたり！」おもにダイス目で（笑）。

フレア：今までの丹藤さんのダイス目とは思えない!?　一体何が？

ＧＭ：よく言うではないですか。〝コロシアムには魔ま物ものが棲すんでいる〟と。何が起こるかわからないのが、コロシアムです。

セレネ：魔物が棲んでいるのは、甲こう子し園えんでは？

ＧＭ：細かいことはいいんです！　次は、ブルーとブラックですね。先にブルーからマイナーアクションで《ウィング》を使用し、飛行状態となります。

ユーノス：む、ブルーも飛んできましたか。

ＧＭ：あなたと同じ天翼族オルニスですからね。ブルーはユーノスを狙ねらう。「思えば、あなたとは最初からこうなる運命だったようですね」ブルーは《エアリアルスラッシュ》、風の刃を発生させる攻撃魔法です。しゅぱん、しゅぱん！　と、カマイタチがユーノスを襲おそいます。

ユーノス：回避の高いボクに撃うってくれるなど、願ってもないこと。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は26です。

ユーノス：な、なんですか!?　えらく高いですよその数字！

ＧＭ：《コンセントレイション》を持っているので、命中は３Ｄ、さらに《エアリアルスラッシュ》はスキルレベルを命中判定にプラスできますので。

ユーノス：（ダイスを振る）……これは避よけられない。

ＧＭ：（ダイスを振る）おお、高い！　31点ダメージですよ。いつもの調子を取とり戻もどした！

セレネ：《プロテクション》！（ダイスを振ふる）13点減へらします。

ユーノス：さらに【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】は５点あるので……13点のダメージ。

ＧＭ：「フッ、昔のよしみで手て加か減げんをしてあげたのですよ」と余よ裕ゆうを見せるブルー。

ユーノス：ふふ、ブルー。その甘あまさが命取りですよ。

ＧＭ：そしてブラック。こいつもマイナーアクションは《ウィング》。

セレネ：みんな飛行状態になるんだ。なんか意味あるのかな？

ユーノス：これが天使の戦い方。みんなで宙ちゆうを舞まって戦うのです。

フレア：天使だけに、地に足ついてないんですね？（一同爆ばく笑しよう）

セレネ：ああっ、納なつ得とく！

ユーノス：フレアさんの天然ツッコミ、きましたね。

ＧＭ：すると、ブラックがワナワナと怒おこり「俺たちが浮ういているだと！」と（笑）。

ドル：そうは言っておらんわ!!（爆笑）

セレネ：でも、浮いてるのは間違いない（笑）。

ＧＭ：そしてブラックは《ソウルフィスト》を撃ちます。これで、遠えん距きよ離りにも白兵攻こう撃げきが飛びます。くわぁ～と気を溜ためて、ドルに向かって放ちます。（ダイスを振る）命中は13。

ドル：その低い目なら、かわせんこともない（ダイスを振る）ああ～、残念。命中じゃ。

ＧＭ：ダイスは６Ｄ振れます。（ダイスを振る）えっ、17しかいかない!?　……え～、17＋８だから、25点の属ぞく性せいの無い魔法ダメージです。

セレネ：（ダイスを振る）《プロテクション》で16点引きます。

ドル：おお、【魔法防御力】が４点あるので、５点しか喰くらわんのか。ありがたい！

ＧＭ：「……お、俺が力を抑おさえているうちに、離はなれろ！」とブラックは言う。

ドル：単にダイス目が低いだけじゃろう!!（爆笑）

セレネ：こういうところは愉ゆ快かいな人たちなのに（笑）。

ＧＭ：では、次はセレネですね。

セレネ：マイナーでＢ─５へ移動して、レッドを攻撃します。せめて転てん倒とうを与あたえられれば。《サモン・リヴァイアサン》！（ダイスを振る）……今度はわたしが低い!?　命中は11。

ＧＭ：ふっ、レッドはダイス目６以上で避よける。（ダイスを振る）……ダイス目は４!?

セレネ：当たった！

ＧＭ：コ、コロシアムにはやはり魔物が……（笑）。「ばっ、馬鹿な!?」余裕を見せていたレッドですが、セレネが召しよう喚かんしたリヴァイアサンのブレスを回避することはできませんでした。

ドル：これが姉妹の絆きずなの力じゃ。とりあえず言ってみた（笑）。

ＧＭ：しかし、ブラックが《カバーリング》と《カバームーブ》を使用し、離はなれているレッドを守る！「レッド、お前が傷つくと、ピンクが悲しむからな」




《カバームーブ》

《カバーリング》と同時に使用することで、《カバーリング》の射しや程ていを20メートルに変へん更こうするウォーリアのスキル。




セレネ：細かい設せつ定ていによって、ドラマが語られている（笑）。

ＧＭ：では、ダメージをどうぞ。

セレネ：（ダイスを振る）ダメージは34点！　この人たちは、お姉ちゃんを傷きずつけた！

ＧＭ：た、高いじゃないですか

ドル：セレネお嬢さまが怒おこってらっしゃる（笑）。

ＧＭ：そして、ピンクが「あぶない、ブラック！」と《プロテクション》を飛ばします。（ダイスを振る）９点軽減です。

ドル：しかし、ピンクが《プロテクション》使うのは厄やつ介かいですぞ。

セレネ：じゃあまずピンクから潰さな───げふんげふん（爆笑）。

ドル：『アリアンロッド』のヒロインたちは、殺やるならアコライトからという（笑）。




　殺やるならサポート役のアコライトから───。

『アリアンロッド・リプレイ・サガ』（通称『無印』）シリーズの殺意高きヒロイン、ピアニィも言っているセオリーである。




ＧＭ：ブラックはダメージを受けて転てん倒とうしますが。《インデュア》を使って回かい復ふくします。

ユーノス：バッドステータス回復か。こいつも厄介ですね。

ＧＭ：そしてレッド。「《火焔斬》が破やぶれるというのなら、見せてもらおう」マイナーアクションで《ウィング》を使って飛行状態に。そして、メジャーアクションでフレアに《火焔斬》を撃ちます。（ダイスを振る）……命中は17！　フレア目め掛がけて炎ほのおが走ります！

フレア：（ダイスを振る）回避は11です。避けられなかったです。

ＧＭ：ダメージは39点、〈火〉属性の魔法ダメージです。

セレネ：（ダイスを振る）《プロテクション》は７点しか引けない。ごめんね、お姉ちゃん。

フレア：【魔法防御力】は８点あるから……24点のダメージを受けました。ダメージを受けたので、《フューリィブラッド》を使います。白兵攻撃に＋３点です。

ＧＭ：ダメージを受けて、ますます闘志を燃やすフレア！

フレア：こんなのかすり傷です！　わたしの闘志は消えません！

ＧＭ：そして、フレアの行動です。

フレア：マイナーアクションで10メートル移動して、《ファイトアピール》。観客に向かって、Ｆリーグはわたしが守ります！　と宣せん言げんします。これで＋15点。

ＧＭ：一いつ斉せいにフレアに声せい援えんを送る観客たち。白兵攻撃のダメージがかなり上がってますね。

フレア：みんなが注目すると、血が騒さわぐんです！

ＧＭ：さすがは風雲児の血けつ統とう。そしてピンクの行動。

セレネ：何をしてくるかな？

ＧＭ：《ウィング》で飛行。そしてダメージを受けたブラックを《ヒール》で癒いやします。（ダイスを振る）発動は成功し、22点回復。

セレネ：……やっぱり、潰つぶすしかない。

ユーノス：呟きが黒いです、セレネさん（笑）。

ＧＭ：というわけでクリンナップとなり、１ラウンド終しゆう了りよう。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：２ラウンド目セットアップ。

ユーノス：《ランナップ》は使いません。

ＧＭ：それではこちら。ブルーは《イメージボディ》で分身継けい続ぞく。ブラックも《エナジーバースト》で力を解放中。

ドル：セレネお嬢さま、フレアお嬢さま。今こそ《轟炎陣》を破やぶるときです！

セレネ：《ヘイスト》！　お姉ちゃんの【行動値】が２点上がる。

フレア：はい！　これで【行動値】８ですね。

ＧＭ：では、ユーノス、ドル、フレアが好きな順番で動けます。

ドル：ならばわしからやろう。女子をいじめるのは趣しゆ味みではないが、ピンクを倒たおさねば。喰くらえ、ダイバダッタ忍にん法ぽう《ランドフィッシャー》!!（ダイスを振る）命中は23！

ＧＭ：ピンクは《ダンシングヒーロー》を使用して回避の判定のダイスを一個増ふやす！（ダイスを振る）回避の達成値は16。無理でした。

ドル：ニンジャは非ひ情じようなもの。《マジックフォージ》でダメージロールに４Ｄ追加じゃ！

ＧＭ：くっ、ドルが本気でピンクを潰しに来た!!　しかし、ブラックが《カバーリング》と《カバームーブ》！　身を挺ていしてピンクを庇かばう！

ドル：ちいぃっ!!　いちいち《カバーリング》するとはうっとうしい!!

ＧＭ：みずからの身を盾にしたブラックが呟く。「俺が守るって、言ったろう」「……ブラック!?」ああ、感かん情じようのないはずのピンクに戸と惑まどいの表ひよう情じようが。このあたたかい想いは、何？

ドル：おぬしらの天使ゴッコはもういいわ!!（一同爆笑）

セレネ：ほんと、見てるだけなら面白いのに（笑）。

ドル：（ダイスを振る）ダメージはまあまあじゃな。62点、〈地〉属性じゃ。

ＧＭ：ピンクは思わずブラックに《プロテクション》!!（ダイスを振る）ここでダイス目が走った!?　４Ｄ振って18点止めた。

セレネ：すごい。ピンクの想いがこもっている（笑）。

ＧＭ：【魔法防御力】は４点……ブラッックは一気に40点も喰らった！　マヒは《インデュア》で回復します。

ドル：よし、ここで一気にたたんでしまおう。

ユーノス：了りよう解かいしました。《ジョイフルジョイフル》をドルさんに！

ドル：ブラックにとどめの《ランドフィッシャー》!!　命中にフェイトを２点注つぎ込こんで５Ｄを振るぞ。（ダイスを振る）命中は25じゃ！

ＧＭ：それはクリティカル以外は無理。（ダイスを振る）くっ、惜おしい、ダイス目は10！

ユーノス：《ディスコード》を使用します。ドルさんの《ランドフィッシャー》のダメージロールに４Ｄ追加！

ＧＭ：くっ、ブラックは耐たえられるのか!?

ドル：（ダイスを振る）わしのダイス目だが４Ｄ振って６、６、６、４と素す晴ばらしくよい。

ＧＭ：すごい！　このシリーズ、社長の目が走りすぎだ。

ドル：こっちのダメージの総そう計けいは55点じゃ！

ユーノス：実はボクの方でも目がよく14点をさらに追加してください。

ＧＭ：じゃあ、69点ですか!?　……こ、これは《プロテクション》でも耐たえられない。

ドル：よし、盾たて役やくを倒したか！

ＧＭ：いや！　ここはピンクが《ガーディアン》！

ドル：ぬお、《ガーディアン》があったか。

ＧＭ：ええ、ブラックが「ここまでか……」なんてあきらめたと思ったらピンクが「あきらめては駄だ目め！」と、眠ねむっていた力を解放して守るというストーリーが展てん開かいされます。

ドル：だからもういい!!（爆笑）　しかし、全ダメージを止められてしまった。

ユーノス：セレスチャルフォース、何気に戦力バランスがいい。

セレネ：でも、《ガーディアン》使わせたのは大きいです。

ＧＭ：次はフレアさん、あなたの番です。

フレア：わかりました。十分は白兵攻撃ダメージも上がったんで、レッドさんに攻撃です！　マイナーは《スマッシュ》、メジャーで《水波斬》!!　今度こそわたしの攻撃が当たる！

ＧＭ：レッドはまだ行動が回ってこないので《轟炎陣》を使えません。「しまった、わたしより速いだと!?」と驚きよう愕がくします。

フレア：外したくないので命中にフェイトを１点使って命中ダイスを振ります。（ダイスを振る）４Ｄ振って９、低いなぁ。命中は16です。

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、回避は届とどきません。ブラックが《カバーリング》と《カバームーヴ》でレッドを守る。ブラックは鎧よろいを吹ふっ飛とばしているので、ダメージは素す通どおりす。

ドル：鎧を吹っ飛ばしているのに味方を庇うとは勇気あるヤツ。

ＧＭ：「オレは、ピンクを信じているからさ」そう答えるブラック（笑）。

ユーノス：これがやつらの怖こわさ。自分たちの設定が生かされれば生かされるほど、実際に強さを発はつ揮きするのです。

フレア：なるほど～。よくわかんないけど、なるほど！

ドル：単なる思おもい込こみじゃろ！（笑）。

ユーノス：世間ではそうとも言います。さ、フレアさん、ダメージを。

フレア：（ダイスを振る）っと、47点の〈水〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：ピンクはブラックに《プロテクション》を飛ばします。（ダイスを振る）。ダイス目は11。が、そこで倒たおれる！「ピンク、俺はお前のことが……」とか言いながら。

フレア：「ブラック[image: ][image: ]！」みたいな感じで、ピンクちゃんが叫さけぶんですね。

ＧＭ：しかし、ブラックは最さい期ごの力を振ふり絞しぼる。《ラストアクション》を使用！




《ラストアクション》

　戦せん闘とう不ふ能のうとなると即そく座ざに一回行動を行えるガンスリンガーのスキル。




ドル：《ラストアクション》!?　そんなもんを持っておるのか！

ＧＭ：「は、離れろ!?　力が暴走する!!」ブラックはそう言って《ソウルフィスト》でドルを攻撃します。（ダイスを振る）……おお、クリティカル!!

ドル：最後に輝かがやきを見せおった！（ダイスを振る）クリティカルはせん。当たりじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）では、属性の無い魔法ダメージで32点です。

セレネ：《プロテクション》を飛ばしましょうか？

ドル：いや、わしの残り【ＨＰ】は１点。ここで減へらしても次にダメージを受けたら《蘇そ生せい》を使うことになるので、結けつ構こうですぞ。ブラックには敬けい意いを表そう。いい攻撃だったぞ。

ＧＭ：「ふっ、そうか……」微笑ほほえみながら倒たおれるブラック。

ユーノス：さらば、ブラック。

ＧＭ：そしてピンクは「あなたの魂たましいは、ワタシの中で生き続けるわ」と……。

ユーノス：いや待て、ブラックは死んでいませんよ!?　戦闘不能ですって（一同笑）。

ＧＭ：ピンクがユーノスを睨にらんで「……ちっ」と不満そうに舌した打うちを（笑）。




　ユーノスの余計な指摘で、ピンクの気分は台なしである。




セレネ：ピンク、案外黒い（笑）。

ＧＭ：次はブルー。ユーノスに《エアリアルスラッシュ》を。（ダイスを振る）命中は18。「はははは、斬きれろ斬れろ～！」と風の刃やいばを飛ばす！

ユーノス：（ダイスを振る）ふっ、クリティカル。哀あわれですね、ブルー（笑）。

ＧＭ：「馬ば鹿かな!?　私の魔ま眼がんは、たしかにあなたを捉とらえたはず!?」戸と惑まどうブルー。

ユーノス：あなたは魔眼に頼たよりすぎている。伝説の名曲を紡つむぎ、神のフレーズを見つけたボクには、あなたの行動など楽がく譜ふのように読み解くことが───。

ドル：……え～、こいつらはほっといて、セレネお嬢さまの行動にしましょう。

ユーノス：ああ、待って～!?

セレネ：とりあえず、ピンクを攻撃します。《サモン・リヴァイアサン》、命中の判定にフェイトを１点使って（ダイスを振る）命中は17です。

ＧＭ：ピンクは《ダンシングヒーロー》を。回避にダイスを一個追加します。（ダイスを振る）回避の達成値は15。もうちょっとのところで届とどかず。

セレネ：ダメージ行きます。（ダイスを振る）属性の無い魔法ダメージで27点でした。

ＧＭ：ピンクは《プロテクション》！　ダイス目は15と高い。【魔法防御力】６点ありますので、受けるダメージは６点です。

セレネ：ダメージが通れば転倒です。ピンク、倒れていなさい！

ＧＭ：リヴァイアサンの津波に押し流され、ピンク、転倒。そして、次はレッド！

フレア：来ますか！

ＧＭ：もちろん、フレアを狙ねらう。まずマイナーアクションで《轟ごう炎えん陣じん》を張はっておきます。そして、フレアに《火か焔えん斬ざん》！　刀身に、ぼうっと炎がまとわれます。「この《火焔斬》、破やぶれるものなら破ってみるがいい！」（ダイスを振る）命中は17です。

フレア：（ダイスを振る）ダイス目は11！　惜おしかった～。回避の達成値は15です。

ＧＭ：ではダメージを。（ダイスを振る）うあ、なんて低さだ!?

セレネ：７Ｄ振って１、１、１、１、２、２、６……。

ＧＭ：おかしい、このダイス目は呪のろわれているとしか思えない！　やはり、コロシアムには魔物がいる！　……ええと、ダイス目が14、合計28点の〈火〉属性。

フレア：魔法ダメージですよね？　じゃあ、20点抜ぬけてきます。

セレネ：お姉ちゃん、《プロテクション》いる？

フレア：ううん、《レイジ》使うからちょうどいいくらい。あと、《フューリィブラッド》を使います。現げん在ざい33点のダメージを受けてます。いい感じになってきました！

ドル：うむ、《レイジ》の撃うちどきですな。

ＧＭ：次はピンク。マイナーで転倒を解除、メジャーは……Ｂ─２に移動します。

ユーノス：ピンク、どうする気だ？

ＧＭ：そしてクリンナップ終了。次のラウンドへ。




▼第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それでは、３ラウンド目のセットアップです。宣言をどうぞ。

ユーノス：ボクは《ファイトソング》で《ディスコード》を復ふつ活かつさせます。これで、ふたたびダメージに上うわ乗のせできますよ。

ＧＭ：こちらは《陣形》を使います。先ほど移動させたピンクを、ユーノスにエンゲージさせます。そして武器を構える。「ユーノス、あなたならワタシの白兵攻撃でも倒せる」

ドル：なるほど。そういう作戦だったのか。

ＧＭ：ブルーは《イメージボディ》を使用。分身を継続。

セレネ：《ヘイスト》をお姉ちゃんにかけます。（ダイスを振る）【行動値】プラス３だよ。

フレア：おおー、９になりました。

ＧＭ：セットアップは終しゆう了りよう、【行動値】９となったフレアからです。

フレア：はい、全力で行きます。マイナーで《レイジ》。メジャーで《水すい波は斬ざん》……あっ、【ＭＰ】が３点足りない!?

ユーノス：フレアさん、碧みどり星ぼしのカチューシャを使うのです！




碧星のカチューシャ

　装そう備び者しやの【ＭＰ】を１Ｄ回復する装そう身しん具ぐ。この効こう果かは１シーン一回いつでも使用できる。

《水波斬》を習得して【ＭＰ】不足になることに備そなえ、フレアが買っておいた装備である。




フレア：わかりました、碧星のカチューシャを使います。さらにフェイトを１点使って、【ＭＰ】を２Ｄ回復。（ダイスを振る）７点回復しました。これで、全力で行けます！

ＧＭ：むっ、まずい！　ブルーが眼がん帯たいを外して「危あぶないレッド！　今こそ魔眼の力を解放します！」と《インタラプト》を宣言！　《水波斬》を打ち消します！

ユーノス：あなたの魔眼ではフレアさんの夢と希望を打ち消すことはできない！　その《インタラプト》を《インタラプト》！　打ち消します!!

フレア：きっとブルーさんに現げん実じつを見せちゃうんですね。今どき天使とか魔眼とか言っているのは、ちょっと痛いたいですよって。

ＧＭ：「や、やめろ!?　私に現実を見せないでください！」激はげしく動どう揺ようするブルー（笑）。

一同：効いている!?（爆笑）

セレネ：さすがは天使の天てん敵てき、現実（笑）。

ユーノス：……それだとちょっとばかりボクにも効いている気もしますが、今は気にしないでおきましょう！（笑）

ＧＭ：《インタラプト》が《インタラプト》で打ち消されたので、フレアの《水波斬》がそのまま通ります。さっ、命中判定を。

フレア：じゃあ、あらためて命中の判定を。（ダイスを振る）５が三つで15……命中21。

ＧＭ：げえええ～、高い!?　レッドの回避は……（ダイスを振る）くっ、11！　届かない！

フレア：じゃあ、ダメージですね。

ＧＭ：いや！　ここでピンクの人形が！

ドル：その人形、データがあったのか!?

ＧＭ：実は、この人形は〝壊こわれた天使の人形〟という『アイテムガイド』に掲けい載さいされているアイテム。一回だけ《カノン》───判定の振り直しをするバードのスキルが使えるのです。

セレネ：ただの雰ふん囲い気き設定だと思ったら、ちゃんとデータがあったんですね（笑）




アリアンロッドＲＰＧ　アイテムガイド

『アリアンロッドＲＰＧ』のアイテムを網羅したサプリメント。ピンクの使った壊れた天使の人形のほか、多種多様なアイテムが掲載されている。




ＧＭ：とあ!!（ダイスを振る）……しかし、ダメだった。これでピンクは行動済ずみです。

ユーノス：ふぅ、驚おどろかせてくれる。

ＧＭ：「もう、ダメじゃないこの人形！」と激げつ高こうしたピンクが人形を叩たたきつけます。

フレア：ピンクちゃ──────ん!?（一同爆笑）

ユーノス：ピンクは、感情ないって設定だったのでは？

セレネ：きっと、余よ裕ゆうがなくなると本性が出るんだよ。わたしにはわかる（笑）。

ユーノス：叩たたきつけられた人形が「オレにだって、できないことがある……」と（笑）。

ドル：言わねーよ!!　人形までキャラ立てんでいい。ただでさえヘンなのが多いのに（笑）。

ＧＭ：そもそもピンクの腹話術ですので（笑）。

フレア：命中したので、ダメージ行きます！《ボルテクスアタック》を宣言、４Ｄ追加。《レイジ》で＋33、《ファイトアピール》で＋15。《フューリィブラッド》で＋６。風ふう霊れいの剣けんの攻撃力が＋８だから……６Ｄ＋62？

ＧＭ：ぶっ!?

ユーノス：そして、セットアップで復活させた《ディスコード》を宣言。さらに４Ｄ、そして『スキルガイド』によってダメージにフェイトを乗せられるようになったので、ここに３点突つっ込こんで、合計７Ｄを追加しますよ。

ＧＭ：ええと……13Ｄ＋62のダメージが来ると？

フレア：じゃ、６Ｄ＋62のダメージを振りまーす。えいっ！（ダイスを振る）89点です。

ユーノス：（ダイスを振る）……それに、《ディスコード》の24点を足してください。

フレア：じゃあ……[image: ]点の〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージです！

[image: ]

ＧＭ：ピンクの《プロテクション》！（ダイスを振る）17点減少させる。〈水〉属性の魔法は対たい抗こう属性なので、そのまま96点喰くらってしまう。だが、まだ倒たおれはしない！

ドル：レッド、耐たえきったか!?

フレア：これがわたしの《水波斬》です！　あなたを倒すため、今だからこそ使うんです。

ＧＭ：押おされたレッドは呟つぶやきます。「何故なぜだ、崇すう高こうな目的のために戦う我われ々われが、金のために戦う者たちに……押されているというのか!?」

ドル：次はわしか。やはりピンクを攻撃しておこう。《プロテクション》は邪じや魔まじゃ。さあ、子どもの時間は終わりじゃ。《ランドフィッシャー》じゃ！（ダイスを振る）命中は18。

ＧＭ：「おじさんなんかに負けないわ！」《ダンシングヒーロー》を使って回避を。（ダイスを振る）惜おしい～、回避は17でした。

ドル：ダメージには最後のフェイトを乗せよう。（ダイスを振る）〈地〉属性の49点じゃ。

ＧＭ：ピンクは《プロテクション》を。４Ｄ振って（ダイスを振る）、19点減少！【魔法防御力】６点あるので、24点のダメージを受けました。

ドル：さらに、マヒ。

ユーノス：そしてボクの行動ですね。《ジョイフルジョイフル》でフレアさんに動いてもらいましょう

フレア：でも、わたしの【ＭＰ】は切れです。

ドル：そこでギルドスキル《祝福》の出番ですぞ。

フレア：そっか。それで【ＭＰ】全ぜん快かいですね。《祝福》、使います！

ＧＭ：それでは、コロローナ商会、【ＭＰ】全快です。そしてフレア、あらためてどうぞ。

フレア：マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《水波斬》！　フェイトを１点命中に使って、４Ｄ＋７で命中判定します。レッドさん、覚かく悟ご！

ＧＭ：「くっ!?《水波斬》が、まるで津つ波なみのように……」

ドル：そう、寄よせては返す波のように。これぞ、水波斬連撃───!!

ＧＭ：「水波斬連撃!?　私の《火焔斬》が破れるというのかぁーっ!!」




　怒ど濤とうとなって押おし寄せる、水波斬の連撃!!

　一いち撃げき目を耐たえても、二撃目が襲おそう。

　寄せては返す波が、固い岩さえも削っていくかのように───。




フレア：（ダイスを振る）命中の達成値は19。

ＧＭ：しかし、クリティカルすれば……。とあ！（ダイスを振る）くっ、ダイス目は11！　惜しい、どうしてあと一歩が出ない!?

フレア：やっぱり、コロシアムには魔ま物ものが棲すんでるんですよ！

ＧＭ：この魔物は、ＧＭにばかり取とり憑つく……。それではダメージを出してください。

フレア：（ダイスを振る）ダメージロールの結果は38点、〈水〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：きたか。ピンクが《プロテクション》を使います。（ダイスを振る）で16点防ふせぎます。レッドは22点のダメージを受けました。

ユーノス：《エンカレッジ》をフレアさんに。さあ、もう一度です！

ドル：波は、二度だけではなく三度返す。まさしく怒濤！

フレア：わかりました。《スマッシュ》ののち、レッドさんに《水波斬》！　三撃目！

ＧＭ：くっ、《轟炎陣》を張はる前にこれほどたたみ込こまれてしまうとは！

フレア：最後のフェイト１点を使って、命中の判定を、（ダイスを振る）19です。

ＧＭ：回かい避ひはクリティカルのみ。だが、出してみせる！（ダイスを振る）……届かず！

フレア：ダメージを振ります。（ダイスを振る）ダメージは41点です！

ＧＭ：まさしく津つ波なみのような攻こう撃げきに対し、ピンクは《プロテクション》！（ダイスを振る）ダイス目は10！　10点軽減させるから、31点のダメージ！

フレア：……倒たおした、かな？




　三連続の《水波斬》───。

　レッドの《轟炎陣》が張られるよりも速く、押し寄せる。

　さしものレッドも膝ひざをつくしかなかった。




ＧＭ：レッドは膝をつき「私の《火焔斬》が、破やぶれたというのかっ……」と呟つぶやきます。そして、そのまま地に沈しずみます。戦せん闘とう不ふ能のうとなりました！

フレア：やった、倒した!!

セレネ：お姉ちゃん、リベンジ達成!!

フレア：しかも《水波斬》で勝ったよ！

ユーノス：三連《水波斬》……。フレアさんの波が、天使の炎ほのおをも消しきったか（笑）。

ＧＭ：レッドがやられてしまった。するとブルーが降こう伏ふくの意思を伝えます。「私たちの負けです。《火焔斬》が破られた以上は……」実際、戦力の要であるレッドがやられると、このギルドはどうしようもないので。

ドル：うむ、賢けん明めいな判はん断だんじゃな。

ユーノス：ということは、つまり───。

ＧＭ：「試合終了～!!　コロローナ商会の勝利！　Ｆリーグは守られました！」フィルタが絶ぜつ叫きようすると、会場も大いに沸わき返かえります。




　Ｆリーグ存続を懸けた、セレスチャルフォースとの戦い───。

　挑戦状を叩きつけたコロローナ商会が、見事勝利した。




フレア：やったよ、セレネちゃん！　思わず抱だき合あっちゃったりします。

セレネ：よかったね、お姉ちゃん。これで離はなれ離ばなれにならなくて済すむよ！

ドル：……では、わしは倒れているレッドに言っておこう。おぬしらは、崇すう高こうで立りつ派ぱな目的のために戦っているのかもしれん。だがな、親や兄弟、恋こい人びと……身近の大切な人を幸せにしようと一いつ生しよう懸けん命めい戦って金を稼かせぐことは、ちっともくだらないことじゃあないと思うぞ？

フレア：おおー、感動の言葉。

ドル：おぬしらだって、最初に戦い始めたのはそんなことのためじゃなかったかね？

ＧＭ：レッドは、勝利を喜んでいる双子を見て「なるほど……。我われ々われが負けたのは、ふたりが持っていた絆きずなの力……か」と何かを悟ったように言います。

ユーノス：ブルー、あえて礼を言わせてもらうよ。ボクは君たちとの戦いの中で、フレーズのひとつを閃ひらめいた気がします。

ＧＭ：おお、ではブルーは振ふり返かえって聞きます。「それは是ぜ非ひ、聞かせてもらいましょう」

ユーノス：それは───お互たがいを想い合う力は、何よりも強い、ということです。

ＧＭ：そうすると、ピンクとブラックが顔を見合わせたりします。そしてブルーがそれを見て笑い、「私の魔ま眼がんにも、ようやくそれが見えたようです」と答えます。

フレア：なんだかいい話に。

ドル：それで、こいつらはこれからどうするんじゃ？

ＧＭ：えー、特にどうするかは決めてません（笑）。里へ帰るんじゃないですかね？

セレネ：エリンディルのどこかにあるという、天使の里（笑）。

ドル：今後は決まっておらんのか。なら、これからもＦリーグに出場してみたらどうじゃ？

一同：えっ？

ドル：お前らＦリーグ向きじゃないか。きっと人気も出るぞ（笑）。

フレア：Ｆリーグ向き!?　ほんとだ！

ユーノス：オモシロ人材の宝庫にまたひとつストックが（笑）。

ＧＭ：すると彼らが顔を見合わせたのち────レッドが「考えておこう」と答えます。

フレア：セレスチャルフォース、Ｆリーグ参戦決定ですね！




　試合が終了するとともに、大きな拍はく手しゆが送られる。

　そして、コロローナ商会にはサントスが用意した一〇万Ｇの賞金が渡わたされた。




ＧＭ：というわけで、一〇万Ｇの賞金をゲットです。これは、そのままセレネがフェルナンドのところに返しに行くことになります。マティアスはすでに返へん済さい分ぶんを受け取っているので。

フレア：右から左へって感じですね。

ドル：いや、そのものですな（笑）。

ＧＭ：さて賞品チャートですが、どなたが振りますか？

セレネ：わたしがフェイトを４点残してます。全部注つぎ込こむと、７Ｄ振れます。

ユーノス：それは期待できる。

ＧＭ：それでは、どうぞ。

セレネ：せーの、（ダイスを振る）……26。

ＧＭ：26だと二万Ｇの賞品です。こっちはマティアスに九割わり持っていかれます。

フレア：ああ、せっかく感動したところだったのに（笑）。




　対セレスチャルフォース戦収しゆう入にゆう総計　　　　一〇万＋二万Ｇ

　マティアスによる天引き　　　　　　　　　　一万八〇〇〇Ｇ

　目標金きん額がくまで残り　　　　　　　　　　　　　〇Ｇ（達成）

　借金返へん済さい総そう額がく　　　　　　　　　　　　　　　一一万八〇〇〇Ｇ







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆戦いの真実やいかに




《水すい波は斬ざん》と《火か焔えん斬》、そしてセレネの移い籍せき阻そ止しを懸かけた戦いはこうして終わった。

　Ｆリーグはコロローナ商会の勝利によって、その存続が守られた。

　大おお勢ぜいの観客たちが、その勝利を祝うのだった。




ＧＭ：では、試合終了となって賞金を手にした直後のシーンです。戦闘不能から回復したレッドが、勝利の余よ韻いんに浸ひたるフレアの前にやってきます。

フレア：な、何だろう？

ＧＭ：レッドは「この戦い、我々の負けだ。君は《水波斬》を使うべき運命さだめにあるようだ」とあらためて負けを認みとめます。

セレネ：あっ、素す直なおに認めた。

フレア：いえいえそんな。レッドさんたちが挑ちよう戦せんを受けてくれたから一〇万Ｇの賞金がもらえたので、そこは感かん謝しやしています。

ＧＭ：「キミたちの絆の力に、我々は敗北したのかもしれない。だが、魔ま族ぞくとの戦いはすぐそこに迫せまっているのだ」

セレネ：魔族？

ドル：彼かれらの目的は、やはりそれなんでしょうな。実際、エリンディルには魔族は存そん在ざいしているわけで。まあ、我々はコロシアムでばかり戦っておりますが。

ユーノス：彼の言うこともまた真実なのです。いや天使とか言ってるのは別ですが。

ドル：お前がそれを否ひ定ていしてどーする（一同笑）。

ＧＭ：「我々を倒した以上、いずれ君たちにもその時がくるだろう」

フレア：なんだかよくわからないなぁ～。

セレネ：まあどんな相手でもお姉ちゃんとわたし、それにドルさんとユーノスさんがいれば大だい丈じよう夫ぶだよ。

フレア：うん、そうだね。何かがかかっていても、かかっていなくても。

ＧＭ：「そうか……。君たちは、それでいいのかもしれないな」と、レッド。

ユーノス：ボクが見つけた輝かがやきが何だったのか、わかったようだね。

ＧＭ：ブルーがユーノスに言います。「なるほど、あなたは道を見つけたようですね」

ユーノス：見つけるべき道……。そう、それは天に向かっていく星。ボクはその道しるべを見つけたのです。ああ、それは天に輝く双ふた子ご星。キラーン☆

ドル：キラーン☆　じゃないわい（笑）。

ＧＭ：そしてブラック。「オレはまだ真の力を解放していない」（一同爆ばく笑しよう）

ドル：その設定、まだ生きてたのか（笑）。

ＧＭ：彼はまだ、天使の夢ゆめから覚めることはなく（笑）。

フレア：きっとピンクが「はいはい、行くわよ」とか言いなら、引きずっていくんですね。

セレネ：女の子は、夢から覚めるのもちょっと早い（笑）。

フレア：じゃあ、最後にレッドさんに軽くお礼を言います。

ＧＭ：お、なるほど。

フレア：あなたと戦えたおかげで、大事なものが何なのかすごくわかった気がします。あなたが最初に言いたかったことは、こういうことなのかなと思いました。

ＧＭ：「……わかってもらえて私も嬉うれしい」（一同大爆笑）

ドル：おい、全然そんなこと教える気配なかっただろ！（笑）

フレア：この人は、きっとそれを言いにやってきたんだと思い込みます、はい。

ドル：何という純じゆん真しんな子であろう。ちょっと将しよう来らいも心配だが（笑）。

セレネ：ああ、お姉ちゃんがまた騙だまされる～。……まあ、今はいいか。

ＧＭ：ともかく、Ｆリーグの存続は守られました。

フレア：よかったー。

ＧＭ：サントスもこの危き機きを乗り切って「やれやれ、一時はどうなることかと思いましたよ」と言っています。しかし、そのセリフとは裏うら腹はらに、表情はほくほくです。

ユーノス：なるほど、Ｆリーグ存続を賭かけた試合だったし、お客が入らないわけがない。

ドル：怪け我がをした選手達には補ほ償しようを忘わすれるなよ、サントス。

ＧＭ：「もちろんですとも。彼らもまた、興行を盛もり上あげてくれた一員ですからねえ」実際、多少の傷きずは魔法などで回復できますから、すぐに復ふつ帰きするでしょうね。

フレア：儲もうかったから、何でもいいってことですね。

ドル：やはり、こいつはうさんくさい（笑）。

フレア：レッドさん。わたしたちはあなたの言う魔族が来ても、きっと絆の力で戦いますから心配しないでください。

ＧＭ：レッドは「うむ、わかった。君が《水波斬》を使うべき時がくるまで、このＦリーグで見守らせてもらうことにしよう」と言います。

フレア：じゃあ、わたしはこれからもよろしくねって言って握手をするんですね。




　こうして、挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけた自称天使たちはＦリーグに参加することになったのである。







◆Ending 02◆二回目の挑戦状




　セレスチャルフォースに勝利することで、賞金一〇万Ｇを獲かく得とくした。

　これで、カタリーナのギルドへ移うつるために受け取った契けい約やく金きんを返すことができる。

　セレネは、カタリーナの許もとへと向かった。




セレネ：わたしは、カタリーナのところに契約金を返しに行きます。

ＧＭ：それでは、まずはそちらのシーンから演えん出しゆつしましょう。ちょうどカタリーナはデビュー戦に備そなえているところです。「あら、セレネさん。もうすぐわたしたちのデビュー戦よ」と鎧よろいを着て練習をしているところです。

セレネ：……ごめんなさい、今日はその話を断ことわりにきたの。ドンと、一〇万Ｇをおいて返します。

ＧＭ：カタリーナは「まっ、仕方ありませんわね。きっとこうなると思ってましたわ」と言いながら、やれやれと肩かたをすくめます。

セレネ：やっぱり、わたしにはお姉ちゃんがいないとダメだから。それに、あなたとわたしたちはライバル同士でいるのが一番いい関係だと思ったから。

ＧＭ：「あら、それってわたくしに対する挑戦状ですこと？」カタリーナがコロシアムに参戦する予定は変わりませんので、そのように答えます。まあ、Ｆリーグではありませんが。

フレア：いずれ、団だん体たいの壁かべを超こえて、みたいな？

セレネ：ええ、そういうことにしましょう。

ＧＭ：「わかりましたわ。いずれ、わたくしのギルドがあなたたちの前に立ちはだかることもあるかも知れませんわね」

セレネ：そのときを楽しみにしてるから。それじゃあ、わたしはお姉ちゃんのところに帰らなきゃいけないので。

ＧＭ：「ふん、あなたなんてどこぞなりと行ってしまいなさい」カタリーナは、つーんとそっぽを向いてしまいます。




　そう言いつつも、何故なぜか嬉うれしそうなカタリーナであった。




セレネ：カタリーナ、かわいい（笑）。

ＧＭ：このシーンは、以上で終わりですね。







◆Ending 03◆鯉こいの滝たき登のぼり




　セレスチャルフォースを必殺の《水波斬》で破ったフレア。

　庭の池にいる鯉たちの協力もあって完成した技わざである。

　鯉たちは、今日もまたフレアの特訓に備そなえるのだった。




ＧＭ：では、おうちのシーンです。基き本ほん的てきに全員登場できますので、好きなタイミングで登場してください。

一同：はーい。

フレア：はぁ、やっぱりおうちはいいなあ～って、帰ってきます。

ＧＭ：フレアが戻もどってくると池の鯉たちは「今日は練習しないの？」みたいな顔をしながら、様子をうかがってます。

フレア：ああ、適てき応おうしてる（笑）。

セレネ：「練習するなら端はしっこ寄よるよ？」みたいに（笑）。

フレア：ありがとう鯉さん、おかげで勝てたよ～。

セレネ：そんなところに帰ってきます。お姉ちゃん、ただいま～。

フレア：お帰りセレネちゃん。今、鯉さんにお礼言ってるところ。

セレネ：じゃあ、カタリーナの家からお土産にもらってきたワリを餌えさにしてあげよう（笑）。

ユーノス：池の鯉も、フレアさんの練習でワリを食っていただけに（笑）。

フレア：わたしも一緒にワリをあげます。いつもありがとうねって。

ドル：ならちゃんとした餌をあげなされ！（笑）　ワリを食わせるのではなく。

ユーノス：鯉にワリを食わせるのは、そのくらいにしろと（笑）。

フレア：ちゃんとした餌じゃなく、ワリを食わせちゃってごめんね、と（笑）。

ＧＭ：「まあ、《水波斬》って技も使いこなせるようになったし、ちょっとどいた甲か斐いあったよな」などと、池の鯉たちもまんざらではないような（笑）。

フレア：なんて理り解かいのある鯉さん！（笑）

ＧＭ：館やかたの地下でも、ぶもーぶもーとモンスターたちが鳴いている。

セレネ：ほら、みんなお姉ちゃんのこと大好きなんだよ。

フレア：ありがとう、セレネちゃん。

セレネ：じゃあ、わたしはお姉ちゃんをぎゅっと抱だっこして。わたしも大好きだよ。

フレア：セレネちゃん、わたしもだよ。

セレネ：お父さんが帰ってきたとき、わたしたちが一いつ緒しよじゃなかったらびっくりするから、ずっと離はなれないでいようね。

フレア：うん、そうだね。




　マティアスからの差さし押おさえも、移籍の危機も何とか乗り越えた。

　やっぱり、自分たちはふたりでひとつの存在なのだ。

　お互いに身を寄せ、そのことを強く確かめあった。




ドル：わしは、それを物もの陰かげから見守っていよう。旦だん那なさまよ、あんたの娘むすめたちはふたりともたくましく育っておるから、早く帰ってくるのじゃぞ。

ユーノス：ボクも一緒に覗のぞいていましょう。すばらしい、実にうるわしい姉妹愛だ。

ドル：こら押おすなユーノス。と、もみ合いながらどさっと崩くずれるのがお約束じゃな（笑）。

ユーノス：じゃあ、ドルさんと一緒にどさーっと。そして照れ笑いをするボク。

フレア：あっ、覗いていたんですね!?

セレネ：姉妹同士なのに、何故か頬ほおを染そめてしまうわたし（笑）。

ドル：いやこれはその。

ユーノス：はっ、気にせず続けてください。

セレネ：できるかーっ、とか言ってユーノスさんを追いかけ回します（笑）。

フレア：それを見て、あははは～って笑って見てます。

ドル：ともかく、お嬢じようさまたちが一緒にいられてよかったわい。

ＧＭ：とまあ、そんな平和なおうちの光景でシーンを終了しましょう。

フレア：……ふたりはずっと一緒だから、安心して帰ってきてねお父さん。




　フレアとセレネ───。

　離れ離れになるかも知れない危機を乗のり越こえて、ふたたび強くなった絆。

　しかし、まだまだ借金は残っている。

　頑がん張ばれフレア、負けるなセレネ。

　嗚呼ああ、コロローナ商会の明日はどっちだ!?




　これまでの借金返済総額　三一万五〇〇Ｇ

　借金完かん済さいまで残り　　　　六九万九五〇〇Ｇ




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

第四話「はじめての挑戦状」

─完─







あとがき




　貧びん乏ぼう暇ひまなし火の車───。

　生活を支ささえるために、休む間もなく働かなくてはならない。

　貧乏はつらいです。苦しいです。しかし、それだけじゃあない。

　つらくて苦しい中でも───いや、だからこそ輝かがやく幸せを見つけられる。

　そんなリプレイになったらいいなあ、なんて思って書き始めたのは半年前───。




　そして皆みなさまのお手元に、『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド②　貧乏姉妹の憂ゆう鬱うつ』をお届とどけすることができました。本ほん編ぺんの方はいかがでしたでしょうか？

　さて、二巻かんはもちろんその一巻の続きなわけです。かといって、同じことを続けていくようではやはり芸がない。そんなわけで、さっそくコロシアムを飛び出してみました。

　三話は、複ふく数すうのギルドが競い合うサバイバルダンジョンとなっております。




　ここから先はシナリオの解かい説せつをしていこうと思います。シナリオのネタバレも含ふくみますので、本編をお読みでない方は、是ぜ非ひ本編を読んでから先にお進みください。




●第三話「はじめてのダンジョン」

『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』一巻が発売された二〇〇九年六月から二巻発売までの半年の間に、『エリンディル・レジェンドガイド』と『スキルガイド』が発表されました。『レジェンド』シリーズでもこの二冊さつを導どう入にゆうし、実じつ際さいにどのように使っていけばいいかの紹しよう介かいやプレイの例を示しめしていければと思っております。

　なので、プリプレイでは『エリンディル・レジェンドガイド』に掲けい載さいされたレジェンドデータの選せん択たくや、『スキルガイド』に掲載されているリビルドの例も示しております。




　レジェンドデータの採さい用ようについては、実はビジョンはありませんでした。しかし、ＰＣの個こ性せいの演えん出しゆつやシナリオ作成に役立つと思い、妹尾せのおさんと藤ふじ井いさんに選んでもらいました。

　三話目では、レジェンドデータの導入はしていません。リビルドした結果、プレイヤーははじめてそのＰＣを使うのに等しい状じよう態たいであり、混こん乱らんするかもしれないと思ったからです。




　三話では、フレアがアロンダイトから《水波斬》を伝でん授じゆされるシーンがあります。作中のように、何かを達成ことの報ほう酬しゆうとしてレジェンドデータを取得させてもよいし、キャラクター作成時に渡わたしてもよいです。ただ、ＰＣが全員一いつ緒しよに使うことが推すい奨しようされいます。

　くわしい運用は『エリンディル・レジェンドガイド』を参照してください。

　では、第三話のシナリオを解説していきましょう。

　まず、やってみたかったのは〝全選手入場〟のシーンからでした。各地から強きよう豪ごうがその頂ちよう点てんを極めるために集まり、呼よび出だしを受けて試合会場に入場してくるというシチュエーションは燃もえるものがあります。

　せっかくコロシアムを舞ぶ台たいにしているのだし、やらないのはもったいない。というわけでやってみました。一巻に登場したＮＰＣギルドのほか、個こ性せい的てきな面々を登場させることができたんではないかと自負しております。




　サバイバルダンジョン大会のギミックを考えたのは、実はそののちのことです。

　複数のギルドを競わせるためにはどうしたらいいのか？　その結果がダンジョンで競争させようというものでした。




　それを成立させるためのルールをいろいろ検けん討とうした結果が本編で採用されたものです。

　トップの背せ中なかに必死で食いついていくという展てん開かいを再さい現げんしたかったので、フェイトの使いどころや、あえて危き険けんな選択を決けつ断だんするようなイベントを挟はさめるルールにしました。




　ここからはエリア２の三つの扉とびらの解説に入ります。

　三つの扉があり、正せい解かいはひとつだけ。開く扉を選ぶと不ふ正せい解かいの扉がひとつ開く。残った扉はふたつ、そのまま開けるか？　それとも選び直すか？

　この問題は、モンティ・ホール問題といわれています。

　そのまま開けるのも選び直すのも確かく率りつは一緒じゃないの？　と思うかもしれません。

　しかし、選び直した方が正解する確率が高いのです。

　Ａ、Ｂ、Ｃの三つの扉があり、Ａの扉を選んでいる場合を考えてみましょう。




①Ａの扉が正解の場合：そのままだと　正解　　／　変へん更こうすると　はずれ

②Ｂの扉が正解の場合：そのままだと　はずれ　／　変更すると　正解

③Ｃの扉が正解の場合：そのままだと　はずれ　／　変更すると　正解




　Ａから選び直すと三分の二。そのままだと三分の一で外れることがわかりましたね？

　もうちょっと、わかりやすくしましょう。扉の数を一〇〇にします。

　一〇〇の扉があります。開く扉を選ぶと選んだ扉と正解の扉を残し、九八の不正解の扉がが消えます。そのままだ開くと正解の確率は一〇〇分の一、選び直すと一〇〇分の九九です。

　もっとくわしい解説を知りたい方は、ネットを検けん索さくするなどして調べてみてください。




●第四話「はじめての挑ちよう戦せん状じよう」

　Ｆリーグに挑戦状を叩たたきつけた強きよう敵てきが現あらわれ、さらに双ふた子ごが離はなれ離ばなれになるかもしれない。そのうえ、Ｆリーグの存そん続ぞくまでも脅おびやかされるという大変シリアスなシナリオです。

　……ええ、嘘うそは言っていません。

　実は、本ほん格かく的てきにレジェンドデータを使った初のリプレイとなります。フレアが取得した《水波斬》に関わる因いん縁ねんを描えがこうとした結果、あのようになりました。レジェンドデータを使う際さいは伝説をシナリオに組くみ込こんでもいいですし、そうでなくても構かまいません。作中、レッドが使った《火か焔えん斬》ですが、ここにレジェンドデータとして掲載します。《水波斬》の代わりに取得しても構いませんが、ＧＭの許きよ可かを取ってください。

[image: ]




　では、今回はこの辺でお別れとなります。

　次回、第三巻でお会いしましょう。

二〇〇九年一一月　丹藤武敏たんどう・たけとし
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